
        
            
                
            
        

    















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──コツコツと新品の革靴が音を立てる。

　俺の一挙手一投足に数万の視線が集中しているのが振り返らなくても肌で分かる。

　ここ四し季き島しま──通称〝学園島アカデミー〟の入学式典では、その年の入試成績トップの一年生が短いスピーチをするのが慣例になっている。実際そういったプログラムは今年もあって、つい先ほどまばらな拍手と共に終了したばかりなのだが……しかし現在、会場内の空気はそれとは比較にならないくらい大きな〝熱〟を帯びていた。

「…………」

　そんな熱気を平然と切り裂きながら、静かな足取りでマイクの前に歩み寄る俺。

　小さく息を吸い込んで、それからぐるりと周囲を見渡してみる。──この島最大のイベントホールだと聞いているが、どうやら席は全て埋まっているようだ。友達とひそひそ話しているやつ、暇そうに欠伸あくびをしているやつ、手元で端末デバイスを弄いじっているやつ。興味のないフリをしている連中も、意識ばかりは間違いなく俺に向いている。

　だが、それも当然の話だろう。

　国内最難関と言われる学園島アカデミーの編入試験にて歴代トップの成績を叩たたき出し、かつ転校初日にとんでもないことをやらかしてほんの一瞬で〝学園島アカデミー最強〟に成り上がった男──それが、たった今紹介された俺のプロフィールなんだから。

　学園島アカデミー始まって以来最速の〝７ツ星セブンスター〟。

　昨年度の絶対王者を一日にして陥落させた、注目度最高のスーパールーキー。




　ああ、もちろん────そんなのは、全部嘘だ。




（やべえ……やべえ、心臓止まりそう。何これ？　俺なんでこんなことしてんの？）

　堂々と開示された情報は、そのほとんどがデタラメだった。合っているのは精々名前と性別くらいだ。俺の成績は合格点スレスレだし、７ツ星でも最強でもないし、どころか学園側からの評価は他の誰よりも低いと聞いている。雑ざ魚こ中の雑魚だ。モブ以下だ。

　……だけど、それは誰にも知られちゃいけないらしい。

　絶対にバレるわけにはいかない、らしい。

　だから俺は、バクバクと高鳴る心臓を無理やり抑えつけて、余裕の笑みで口を開いた。




「──よう、お前ら。俺が新しい〝７ツ星〟の篠しの原はら緋ひ呂ろ斗とだ。

　最初に宣言しておいてやる──俺はこれから二年間、７ツ星としてこの島の頂点に君臨し続ける。例の〝お嬢様〟にも他の誰にも、星を譲るつもりは一切ない。……ああ、だけど文句があるならいつでもかかって来てくれていいぜ？　《決闘ゲーム》の申請は大歓迎だ。

　まあ──当然、無ぶ様ざまに叩たたき潰されても構わないなら、って前提の話だけどな」




　煽あおるような口調で最後まで言い切る。多分、声は震えていなかったはず。

「……ふぅ……」

　異例のスピーチ内容にざわつき始める場内から視線を切り、俺は早々に壇を降りることにした。浮かべているのは不敵な笑みだが、反面、胸中には後悔やら焦燥ばかりがぐるぐると渦巻いている。……ああもう、本当に言いやがったよ。正気か俺？　馬鹿じゃないのか？　いいや、間違いなく馬鹿だ。だってここまで来たらもう言い訳できない。全てが終わるまで引き返すことすら出来やしない。

　けれど──そう、そうだ。だからこそ。

　俺はこれから、ここにいる連中を軒並み騙す。

　卒業までの二年間、どんな手を使ってでも絶対にこの〝嘘うそ〟を貫き通す。




　…………さて。

　そもそも何な故ぜこんなことになっているのかと言えば、それは、今朝の事件まで遡る。
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「くぁあ……」

　四月六日、水曜日。春の陽気と表現するに相応ふさわしい穏やかな気候の中、俺は幾度となく欠伸あくびを噛かみ殺しながらあまり人ひと気けのない道を歩いていた。

　時刻は朝八時を少し回ったところだ。この時間に街が静まり返っている、というのは普通ならちょっとした異常事態オカルトに分類されるのかもしれないが、ここの特殊性を考えればそれも有り得ない話ではないとすぐに分かる。

　登録名称〝四し季き島しま〟──通称〝学園島アカデミー〟。

　東京湾から南南東の方向へ数百キロ進んだ地点に作られた、いわゆる人工の島アクアフロートというやつだ。元は何とかいう財閥グループが〝真のエリート育成〟を掲げて運用を始めた小さな島だったらしいが、彼らによって導入されたとある制度は世間の想像を遥はるかに超える成果を挙げ、優秀な卒業生をこれでもかと言わんばかりに輩出した。結果として計画への参入者は激増し、今では二十の学区エリアからなる一大都市にまで発展しているそうだ。

　ちなみに現在、島の総人口は約百万人。

　その半数近くが学生だというのだから、島に来たばかりの俺からすればちょっと想像が難しいくらいのスケールだった。

「で、今日は始業式の前日。午後から入学式典セレモニーがあるだけで、実質まだまだ春休みみたいなもん……そりゃ、こんな時間から外出してるやつの方が珍しいよなあ」

　ガイドブックに記されていた情報を思い返しながら、俺は小さく溜ため息いきを吐つく。

　……本当なら、俺だって今頃ぐだぐだと惰眠を貪っているはずだったんだ。編入の手続きは昨日のうちに済ませてしまい、今日はのんびりするつもりだった。ただ、一昨日おとといから昨日にかけて降り続けていた雨のせいで学園島アカデミーへの船が遅れに遅れ、結局俺が島に辿たどり着いたのは昨日の夜十時。入島審査から解放されたのなんて日付が変わった頃だ。

　さすがにそんな時間から学校へ行く気にもなれず、予定を一日ズラしたというわけ。

　一応、新参者の転校生としては午後の式典とやらにも顔を出したいし、そのためにも朝のうちに諸もろ々もろの用事は済ませてしまいたい。そんなわけで、俺が向かっているのは学園島アカデミー第四番区に位置する高等学校──私立英えい明めい学園だ。

　実は、まだ転居手続きの済んでいない俺が一晩を明かしたのも同じ四番区内の安宿ホテルであり、近所なんだから適当に歩いていれば見つかるだろうと高を括くくっていたのだが……。

「……なんか迷ったっぽいぞ、おい」

　全然すぐに見つかるわけがなかった。

　いや、だってこの島、グー〇ルマップに載っていないんだ。入島審査の際に〝学園島アカデミーでの必需品だから〟と渡された端末に地図アプリでも入っているのかもしれないが、あいにく昨日は寝不足と船酔いで死にそうだったから起動方法すら覚えていない。

　この年になって迷子とか…………うん、普通に泣ける。

「──ん？」

　と、その時、力なく項垂うなだれていた俺の視界に一つの人影が映り込んだ。道路を挟んだ反対側を歩く女子生徒。制服を見るに、どうやら俺とは違う学校の所属らしい。

　普段ならそこそこ気後れしてしまうシチュエーションだが、一人じゃ埒らちが明かないという客観的事実とようやく第一村人（島人？）に出会えたことで発生している謎テンションとに背中を押され、俺はダッシュで車道を横切ってその少女に声を掛けることにした。

「あ、あのっ！」

「？　あ、はい、私？」

　若干息の上がった俺の呼びかけに、彼女はくるりと振り返って小首を傾かしげる。……それだけで、俺は思わず呼吸困難に陥るほど息を呑のみ込む羽目になっていた。

　それくらい──いっそ非現実的なくらいに、彼女は正真正銘の〝美少女〟だった。身長は女子にしては少し高め。豪ごう奢しやな赤のストレートヘアを腰の辺りまで優雅に伸ばし、まさに上流階級といった高貴な雰囲気を全身に纏まとっている。加えて、じっとこちらを見つめる瞳は極限まで純度の高い紅玉ルビーのような色合いだ。上品さと芯の強さを同時に表現したようなその目は、見ているだけで吸い込まれそうなくらい澄み切っている。

　顔立ちとしては〝可愛かわいい〟というより〝綺き麗れい〟の方が近いだろうか。男女問わず、十人いれば十人が見み惚とれてしまうような美しさだ。すらりとしたスタイルはまるでモデルのようで、また、制服の下から惜しげもなく晒さらされている眩まばゆい太ももは、極端に短いスカートを穿はいているというわけでもないのにどこか扇情的な印象すら感じさせる。

　──それに、

（あれ……何か、どっかで見たことある？　学園島アカデミーのサイトにでも載ってたのかな）

　ほんの一瞬、懐かしさに似た感情が浮かんだ気がして眉を顰ひそめる。……が、普通に考えれば後者が正解か。これだけ目を引く子なら観光大使的な役職に就いていてもおかしくないし、記事の隅っこに写っているだけでも充分記憶に残りそうだ。

「……えっと。ねえ、どうしたの？　用がないなら私は行くけど？」

「あ、悪い。……じゃない、すみません。ちゃんとあります、用」

　そんな彼女に訝いぶかしげな視線を向けられ、俺は慌てて俗な思考を断ち切った。

「その……俺、実は昨日この島に来たばっかりなんですけど、ちょっと道に迷っちゃいまして。四番区の英えい明めい学園ってどうやって行けばいいか分かりますか？」

「ああ、そういうこと。……ふふ、っていうか、敬語なんて使わなくていいわよ。あなた二年生でしょう？　だったら私と同い年だもの」

「あ、そうだったのか。って……ん？　いや、何で分かるんだよそんなの」

「端末の機能でそういうのがあるからよ。自分より等級の低い相手に限られるけど、名前とか所属学園なんかの情報を一通り見ることが出来るの。……本当に何も知らないみたいね？　端末の使い方なんて一番に説明を受けるはずだけど」

「あー……えっと、一応聞くには聞いたんだけど、凄すさまじく体調が悪かったというか呼吸するので精一杯だったというか……まあチュートリアルはスキップする派、ってことで」

「ふふっ、何それ？　それで私に解説を頼むんじゃ世話ないじゃない。……でも、まあいいわ。ちょっと端末を出してくれる？」

　上品にくすりと笑う彼女に促され、俺は再びポケットから端末を取り出した。起動方法が分からず、表面の時刻表示を見るためだけの存ブ在ツに成り果てていた学園島アカデミーの専用デバイス──すると、少女は唐突に俺の手を取り、そのまま指先を誘導して画面上部の小さな窪くぼみへと触れさせた。ひんやりとした感触に一瞬思考が停止する。

　そして……次の瞬間、指紋か静脈辺りが認証されたのか、音を立てて端末が起動した。

「──ね？　こうやって使うのよ、この端末。あとはほとんどスマホと一緒だから」

「…………」

　顔には出さないが内心かなり動揺している俺の前で、彼女は優しく説明を続ける。

「ほら、右下に青いアイコンがあるでしょ？　それが地図アプリよ。細かい部分は違うかもしれないけど、基本的にはこの島限定のグー〇ルマップだと思ってくれればいいわ」
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「な、なるほど……最初からこれを知ってれば俺も迷子になんかならなかったんだけど」

「あら、それはあなたが説明を聞かなかったのが悪いんじゃない。逆恨みってやつよ」

「正論過ぎてぐうの音も出ない……」

　苦笑しながら言う俺に、目の前の少女も釣られてくすっと笑みを浮かべる。……何と言うか、めちゃくちゃ良い子だ。別に〝これで彼女に見初められて云うん々ぬん〟なんて安易な妄想をしたいわけじゃないが、単純に気持ちが上向きになる。嬉うれしくなる。

「──うん。それじゃ、私は行くわね。買い物の途中だったの。あなたも気を付けて？」

「あ、おう」

　そんな風に俺が小さな幸せを噛かみ締めていると、口元を緩ませた彼女が不意にそう言って右手を振った。その仕草があまりにも可愛かわいくて思わず呼び止めてしまいそうになるけれど、寸前で呑のみ込んで、代わりに「ありがとな」とだけ口にする。

　こうして、結局名前も聞かなかった少女とはここで別れる──はず、だったのだが。

「……え？」

　突然耳に飛び込んできた大きめの雑音に、俺はパッと車道へ目を遣やった。

　学園島アカデミーは、人口の六割近くが学生であるという性質上、本土と比べて極端に車通りが少ないという特徴がある。ただし完全にゼロというわけではなく、工事や建築に使われる作業用の車両なら毎日のように見かけると例のガイドブックにも書いてあったはず。

　──そんなわけで、トラックだった。

　俺の視界の先、赤髪の少女が向かっている方向から一台の大型トラックが走ってきている。もちろん俺も彼女もちゃんと歩道を歩いているのだが、ここで思い出してもらいたいのは、一昨日から昨日にかけて島周辺にはずっと雨が降っていたという事実だ。

　船の到着が半日遅れるほどの雨だったんだから、当然、道路の両脇には結構な量の水が溜たまってしまっている。とすれば、あの異世界転生にもってこいな大きさのトラックが俺たちの近くを通り抜ける際、何が起こるかは火を見るよりも明らかで。

（マズい……っ！）

　だから俺は、止めかけていた足を急加速させて彼女に追いつくと、背後からパシッと手を取った。乱暴にならないよう力を込めて、その身体からだを危険地帯から引き離す。

「え──？」

　けれど……結論から言えば、それは完全に〝余計なお世話〟というやつだった。何せ俺が手を伸ばした瞬間、彼女の方もトラックからの水跳ねを避よけるべく右へと進路を変えていたんだ。そして重心が浮いたまさにそのタイミングで、俺が後ろに手を引いた。

　──結果。

「きゃぁあっ!?」「おぁっ……!!」

　重なる二つの小さな悲鳴。そこにバシャッと勢いの良い水音が響き、最後にはブロロロロと悪びれる風もなく去っていくトラックのエンジン音だけが木こ霊だまする。

　恐る恐る目を開いてみれば──そこには、想像以上に刺激的な光景が展開されていた。

「…………」

　俺に手首を掴つかまれたまま、アスファルトの路面に押し倒されている赤髪の少女。頭から水を被かぶったのかその全身はぐっしょりと濡ぬれており、長い髪は頬ほおや首筋にぴたりと貼りついている。スカートが太ももに張り付いていたりブレザーの隙間から覗のぞく白いブラウスがうっすらと透けてしまっていたりと、控えめに言って散々な状況だ。

「ぁ……ぅ、あぅ……」

　当の彼女は俺の目と鼻の先──比喩じゃなく本当にそれくらい近い──でポカンと口を開けながら、徐々にその頬を赤く染め上げ始めている。あまりの出来事に最初は脳の処理が追い付かず、今になってようやく羞恥が湧き上がってきたのだろう。

　そして、対する俺の方はと言えば。

（ど……ど、どうすんだよこれ!?　やばい、早く何か釈明しないと──ッ！）

　──表面上はただただ真顔で彼女を見つめながら、心の中で動揺を爆発させていた。

　とりあえず、全力で土下座でもしてみるか？　いや、謝ったら痴漢認定という話を聞いたことがある。安易な謝罪は逆効果かもしれない。

　なら紳士的に服でも貸してみるか？　それも無理だ。彼女の濡れた制服をどうするのかという問題が出てきてしまう。洗って返すよ、などと言おうものなら一発アウトだろう。

　じゃあ、俺は、どうするべきか──

「──ってぇ……いつまで黙って見てんの、よっ！」

「どわっ!?」

　とか何とか考えている間に、顔を真っ赤にした彼女に思いきり身体からだを突き飛ばされてしまった。……確かに、どうするべきも何もまずは退どくべきだったか。気が利かなすぎる。

「はぁ……はぁ……」

　軽い自己嫌悪に陥る俺の前で、少女は自分の身体を抱き締めるようにしながら荒い息を吐いている。そして数秒後、先ほどまでの穏やかな態度がまるで嘘だったみたいに、澄んだルビーの瞳が射貫くような鋭さで俺へと叩たたき付けられた。

「……ねえ、答えて。今のは偶然？　それとも、あなたの仕込みだったりするの？」

「え？　いや、仕込みって……何だよそれ。偶然に決まってるだろ」

「決まってる？　……どうかしらね。あなた、ちっとも動揺してないみたいじゃない。思えば最初からおかしかったわ。誰でも知ってる端末の使い方を知らなかったり、四番区の学生なのに三番区こんなところをふらついてたり……それに、そうよ。さっきのトラックだって四番区の工事に使われてるものじゃない。あれもあなたとグルだったって考えれば辻つじ褄つまは合う」

「っ──はぁ!?」

　濡ぬれた右手を口元に添えて呟つぶやく少女。……正直、トラックの所属云うん々ぬんなんて俺には全く分からない。でも……でも何か、こいつの中では筋が通っちゃってるっぽくないか!?

「いや、だから違ッ──！」

「ダメよ、言い訳なんて聞きたくないわ。大方私をは……辱めて、乱暴して、無理やり手て籠ごめにでもしようとしてたんでしょうけど、そうはいかないんだから。

　いい？　──《決闘》なら今ここで受けてあげる。

　あなたも学園島アカデミーの生徒なら、正々堂々かかってきなさい……!!」

　もはや俺の話を聞くつもりなど微み塵じんもないらしく、怒り心頭といった様子で啖たん呵かを切ってくるずぶ濡れの少女。その台詞せりふに含まれていた耳慣れない単語に、俺は──内心では若干彼女に気け圧おされながら──密ひそかに記憶を辿たどってみることにする。

《決闘ゲーム》というのは、学園島アカデミーを〝エリート養成所〟たらしめている特殊な制度のうちの一つだ。が、それを説明するには、先にもう一つの要素にも触れておく必要があるだろう。

　──学園島アカデミーには、星と呼ばれるモノがある。

　成績評価。絶対基準。可視化された学内カースト。ランク付け。……認識は人によって様々だが、要は一種の〝称号〟のようなものだ。対象は島内の高校生全員、人数にして約十五万人。彼らは１ツ星から７ツ星までの七段階に分類され、この〝星の数＝等級ランク〟に応じた恩恵を受けられるようになっている。

　そう──つまり学園島アカデミーは、星の数による差別を是ぜとした場所なんだ。例えば島内にある店舗一つ取ってもランクによる利用制限が存在する。交通機関は星の多い生徒ほど優先的に利用できるし、また月初めに振り込まれる島内通貨電子マネーの額も星に応じて決定される。

　すなわち、数が一つ変わるだけで生活水準に大きな影響を及ぼしかねない超重要アイテム。それが学園島アカデミーにおけるざっくりとした〝星〟の認識だ（四し季き島しまガイドブックより）。

　だから……だからこそ、学園島アカデミーの生徒たちは〝星〟に執着することになる。何しろ容姿よりも頭脳よりも才能よりも、明確に数値化された〝星の数〟こそがそいつの価値を決めるわけだ。星が一つ増えれば上位階級と肩を並べることとなり、逆に一つ減れば、今まで自分が見下していた連中と対等の位置にまで落ちぶれてしまう。

　競争意識や階級意識、向上心なんかを無理やり育て上げる大胆なシステム。

　世間ではまだ賛否両論あるようだが、学園島アカデミーが多数の優秀な卒業生を輩出している背景にあるのがこの〝星制度〟であることはもはや疑いようのない事実だった。

　そんな〝星〟を入手できる方法は、基本的に以下の三つ。

　一つが、入学時もしくは進級時に成績等の評価で各学園から与えられるパターン。

　一つが、不定期に開催される大規模イベント等で報酬として与えられるパターン。

　そして最後の一つが、最もメジャーかつ手軽で、さらに他の二つと比べて発生頻度の高い極めて一般的なパターン──すなわち、《決闘ゲーム》である。

　生徒同士が相手の星を奪うために仕掛ける〝星獲とり〟のゲーム。

　学園島アカデミーにおける星の価値が非常に高い以上、比例して《決闘ゲーム》の重要度も高くなる。

（その上でわざわざ『《決闘ゲーム》で勝負しろ』って言ってきてるんだから、要は相当自信があるってことだよな……少なくとも、負ける可能性リスクなんて考える必要がないくらいには）

　そこまで考えてから、俺はこっそり溜ため息いきを吐ついた。……そういうことなら、転校してきたばかりの俺に勝ち目なんてあるはずもない。概要を知っているだけで《決闘ゲーム》のやり方すら分からないんだ。どう考えても話にならない──けれど、

「……なあ。お前さ、その《決闘ゲーム》が終わったらちゃんと俺の話を聞いてくれるか？」

「え？　話って……ああ、何か上う手まい言い訳でも思い付いたの？　別にいいわよ。私が信じるかどうかはともかく、聞くだけならいくらでも聞いてあげる」

「ああ、じゃあもうそれでいいよ」

　その約束さえ守ってもらえるなら、勝敗なんてどうだっていい。

　お前の気が済むまで好きに叩たたきのめしてくれ──と、そんな投げやりな気持ちで、俺は彼女の提案をそのまま受け入れることにした。




　──少女によれば、《決闘ゲーム》の申請は等級ランクの低い側からしか出来ないものらしい。

　端末の起動方法すらついさっき知ったばかりの俺だが、それでも《決闘ゲーム》の申請方法はすぐに分かった。何しろホーム画面のド真ん中、一番目立つ位置にアイコンがある。

　そいつをタップして《決闘ゲーム》申請の項目を選択すると、画面に『近くの端末を検索しています……』というメッセージが流れ始めた。そして数秒と経たたずに一つの端末が検出される。等級不明、所持者不明。自分より高ランクの相手だと情報が取得できないらしく全てが〝不明unknown〟になっているが、座標からして彼女のもので間違いないだろう。

「申請完了、と」

　端末の指示に従って次へ次へと画面を進めていき、俺は少女に対する《決闘ゲーム》申請を無事に済ませる。

「──ん、確かに受諾したわ。えっと、それで肝心の内容は…………って」

　彼女の方は端末を見つめたまましばらく黙り込んでいたが、やがて顔を上げると訝いぶかしげに俺を睨にらみ付けてきた。何な故ぜか苛いら立だったような様子でひくっと口元を動かし、それからどうにか桜色の唇を震わせる。

「今さら説明するまでもないことだけど……《決闘ゲーム》は普通、申請者レイダーがその内容を決めるものよ。基本的に高ランクになる受諾者キーパーが中身も決めちゃったら勝負にならないから、そこは申請者に優位があるの。それなのに……ふふっ、私も舐なめられたものね」

「……えっと？」

「まだ白を切るつもり？　ほら、あなたが送り付けてきた《決闘ゲーム》の申請、内容欄が空白のままじゃない。これって要は『どんな勝コ負トでも勝てるから内容はてめーが決めろ』ってことでしょ。……あのね、いくら何でもここまで煽あおられたのは久しぶりよ、私」

「!?」

（違う違う、何かポチポチしてたら勝手に画面進んじゃっただけなんですけど!?）

　表向きはただただ硬直しながら、内心で必死に言い訳を並べ立てる俺。けれど、彼女の方はすっかり〝俺が挑発目的であえて《決闘ゲーム》内容を決めなかった〟と信じ込んでいるようで、まさに親の仇かたきでも見るかのような瞳めでこちらを睨にらみ付けている。ここで『いや間違えちゃって……』などと言おうものなら更なる誤解を生みそうだ。

　だから──まあ、別に良いか、このままで。

「お前がそう思いたいならそれでいいよ。で？　結局《決闘ゲーム》内容はどうするんだ？」

「ば、馬鹿にして……っ！　……いいわ、少し待ってなさい。すぐに準備するから」

　吐き捨てるようにそう言って、少女は忌いま々いましげに俺から視線を切った。

　学園島アカデミーで行われる《決闘ゲーム》の内容は、基本的に〝何でもアリ〟らしい。端末に監視システムが常駐しているため〝不公平なもの〟や〝危険を伴うもの〟は弾はじかれるらしいが、それ以外の勝負なら何だろうと《決闘ゲーム》に適用できる。

　そして、だからこそほとんどの《決闘ゲーム》は自身が有利になるよう調整されたオリジナルのルールの下で執り行われる、とのことで。

　──およそ三分後、彼女が提示してきた《決闘ゲーム》もまさしくその類たぐいのものだった。

「《ターン制睨めっこ・強化版》……？」

「そう。……いい？　このゲームは、名前の通り睨めっこの強化版よ。普通の睨めっこなら〝笑ったら負け〟だけど、今回は〝表情を変えたら負け〟──つまり、喜怒哀楽でもそれ以外でも、何かしらの感情が顔に出た時点で負けになる。端末に表情の感知センサーが入ってるから、そのメーターが一定値を超えたらアウト、って感じね」

「ああ……なるほど。それじゃ〝ターン制〟ってのは？」

「それも言葉の通りよ。私とあなた、交互に〝自分のターン〟が回ってくるの。で、例えば今があなたのターンなら、あなたはどんな顔をしても負けにはならない。睨めっこらしく変顔でも何でもして私の表情を変えさせるわけ。……ま、要するに〝アタッカー〟ってことね。これを一分ごとに交代していくの」

「……へえ」

　苛いら立だち具合に反してなかなか可愛かわいらしい──もとい、面白い内容だ。ターン交代制の睨めっこ（強化版）。自分がターンプレイヤーである間は笑っても泣いてもＯＫで、とにかく先に相手の表情を変えさせればそれでいい。

「了解だ。じゃあ、早速《決闘ゲーム》を始めようぜ」

「えっ……いいの？　見たところ、まだ《アビリティ》の登録セツトもしていないようだけど」

「……アビリティ？」

　また知らない単語が飛び出してきた。

　さすがに訊きいた方が良いいか、とも思うのだが……しかし、時間の経過に従って人通りが増えてきていることもあり、俺の中から『さっさと全部終わらせたい』以外の感情がほとんどなくなりかけていた。どうせ土下座をするならギャラリーは少ない方が良い。

　そんなわけで、俺は小さく首を振ることにした。

「あー……別に良いよ、このままで。多分何とかなると思うし」

「!?　何とかなる、ですって……!?」

　俺の発言が終わるか終わらないかのうちに大おお袈げ裟さな反応を返してくる赤髪の少女。彼女の両手はふるふると怒りに震えていて、ルビーの瞳はぎゅぅっと俺を睨にらみ付けている。

「へ、へぇ……そう。《アビリティ》──普通なら一つ縛るだけでも充分なハンデって言われてる〝《決闘ゲーム》用アプリ〟を全く使わないで、それでも余裕でこの私に勝てるっていうの……へぇえ……」

（…………あ、これマズったわ）

「ふ、ふふふ……分かった、もういい。もういいわ。じゃああなたのお望み通りさっさとゲームを始めましょう。私を馬鹿にしたこと、絶対に後悔させてあげるから──ッ！」

　宣誓と共に少女が右手を振り上げた瞬間、ピッと小さな音を立てて端末の表示画面が切り替わった。『《決闘ゲーム》が開始されました』という端的なメッセージと共に、手元の画面が拡大されて背後に投影展開される。映し出されているのは両プレイヤーを表す顔アイコンやターンの残り時間、そして表情感知のメーターといった様々な情報だ。

「お、おお……噂うわさには聞いてたけど、こうして見るとやっぱり凄すごいな」

　デジタルゲームさながらの演出に思わず感嘆の声を漏らす俺。さすがは本土より遥はるかに進んでいるとされる学園島アカデミーの技術だ。じっくりと堪たん能のうしたいような気もするけれど、残念ながら今はそんなことをしている場合じゃない。

　投影画面に映し出された表示によれば、どうやら俺は〝先攻〟になったようだった。

「──それじゃ、あなたのターンからゲーム開始よ。一分ごとに予告なしでターンプレイヤーが切り替わるから、引き際には気を付けることね」

　静かな、そして自然な表情でポツリと呟つぶやく少女。……こんなゲームを選ぶくらいだ。当然、感情のコントロールには相当な自信があるんだろう。それは俺にとっても言えることなのだが、しかしお互い耐えているだけじゃゲームはいつまでも終わらない。

　と──そんな思考を巡らせ始めた俺の数メートル前方で、少女が不意に口を開いた。

「まあ、もっとも一分あるのは私のターンだけなのだけど。……《数値管理：Ｌｖ７》起動！　相手のターンを十分の一に制限して！」

「なっ……」

　赤髪を揺らした彼女がそんなことを言い放った瞬間、投影された端末の表示が素早く変へん化かした。俺と彼女を示す顔アイコンの上にある〝残り時間〟の表バ記ー。その上限が、俺の方だけ〝六秒〟に短縮されている。……って、六秒!?

「いや、これはさすがに卑ひ怯きようじゃないか!?」

「……？　何言ってるのよ、ちっとも卑怯なんかじゃないわ。むしろ基本も基本、超汎用のアビリティじゃない。……あなたは何な故ぜかセットしなかったみたいだけど」

「っ……」

　しなかったのではなく出来なかっただけなのだが、そうとも言えず黙り込む俺。

　間もなくかちっと小さな音がして、ターンプレイヤーが俺から彼女に切り替わった。もちろん、こちらは六秒などではなくフルタイムの一分間だ。不平等にも程がある。

　だけど……さっきも言った通り、感情のコントロールならそう苦手な分コ野トじゃない。

　ゲームが長引けばどうなるか分からないが、最初の数ターンくらいはどうにでも──

「ふふっ、甘いわよ！　《創造：Ｅｘ》起動!!」

　──なる、というわけにもいかないようで。

　少女の発声と共に目の前で展開されたのは、もはや想像の埒らち外がいと言っていいような光景だった。彼女の手の中にある端末が静かに振動し、伸縮し、自ら形を変えていく。そして数秒後──そこに残されていたのはスマホ型の端末などではなく、薄く長い剣だった。

「お、お前……それ、何だよ。何がどうなってんだ」

「どうって、だからアビリティだってば。事前にパターンを登録しておくことで端末を変形させることが出来るの。まあこっちは入手難易度も高いから、あなたが知らなくても無理はないけどね。でも……ふふっ、いいの？　逃げなくて」

「……逃げる？」

「ええ。だって、決まってるじゃない。武器を作ったんだから──こうするの、よっ！」

　言うが早いか、両手に剣を構えた少女は小さな笑みを浮かべながら俺に向かって突進してきた。何故、と一瞬脳裏に疑問が過よぎるが、何のことはない。表情が動くだけで負けなんだから、与える感情は恐怖でも驚愕でも何でもいいというわけだ。あの剣に殺傷能力はない（と信じたい）が、鋭利な見た目はそれだけで平常心をかき乱す。

　それに──と、俺は襲い来る刀身を間一髪で避よけながら素早く思考を巡らせた。端末の表情感知システムがどれだけ精密なのかは知らないが、下へ手たしたら〝大おお袈げ裟さに息を切らしているだけ〟でもアウトになってしまう可能性がある。それを考慮すれば、俺が安全に呼吸を整えられるのはターンプレイヤーであるたった六秒の間だけだ。

（な、なんてゲームだ、ちくしょう……！　こいつ、さては滅め茶ちや苦く茶ちや頭いいな!?）

　今さらになってそんなことに思い至るが、だからと言ってどうすることも出来ない。

　俺が意図せず喧けん嘩かを売ってしまった赤髪の少女は凄すさまじく切れ者で、俺よりずっと《決闘ゲーム》慣れしていて──そして、恐らくかなりの有名人なんだろう。その証拠に、さっきから通りすがりの連中が軒並み足を止めている。中には憧れや尊敬交じりの声援を飛ばすやつまでいたりして、構図的に〝悪者〟である俺としてはやり辛づらいことこの上ない。

　……うん、やっぱり早めに負けてしまおう。

　真面目まじめにやっていないことを悟られたら余計に怒らせそうだからもう少し粘りはするけれど、このままギャラリーが増え続けたら良い恥晒さらしになるだけで──

（……って、あれ？）

　そこで生じたとある〝異変〟に、俺は思わず思考を止めた。

　そう──不意に少女の攻撃が止んだんだ。ターンはまだ二十秒近く残っているのに、彼女は何な故ぜか俺から距離を取るとその場で小さく俯うつむいてしまった。どこか怯えた様子で周囲を窺うかがうルビーの瞳。そして何もないまま時間が過ぎ、俺へとターンが戻ってくる。

　それだけなら息を整えるためとも取れるが……しかし、異常はそこで終わらなかった。

「ん……ん、ぅんっ……」

　顔色としてはあくまでも平静を保ちながら、喘あえぐような吐息と共にもぞもぞと身体からだを動かし始める少女。……やっぱり、どう見ても様子がおかしい。必死で隠そうとしてはいるようだが、しっとりと濡れた髪の隙間から覗のぞく耳なんて既に真っ赤に染まっている。

「──ふぅ……つ、次っ！　私のターン！」

《数値管理》の影響で俺のターンは瞬またたく間に終わってしまったものの、先ほどと違って大した焦あせりも感じなかった。何せ彼女の動きは明らかに鈍っている。せっかく剣を持っているのに振り上げようともせず、むしろ身体を庇かばうように右手を胸元に────って、

（あ……そうか、もしかして）

　そこまで考えた辺りで、俺はようやく〝それ〟に気付いてぱっと顔を持ち上げた。

　多分、あいつは気にしてるんだ……自分の服が透けていないかを今さらになって気にしている。最初は俺しかいなかったから怒り任せに《決闘ゲーム》を仕掛けることが出来たのだろうが、後から人が集まってしまったために時間差で羞恥が押し寄せてきた。

　実際のところ、例の水跳ねが起こったのは大分前のことで、傍はた目めからは透けているかどうかなんて判別できない。ただ、別に服が乾いたというわけじゃないんだ。少なくとも着ている分にはぐしょぐしょにしか感じられないし、視線が気になるのも無理はない。

「……っ……！」

　ターンを重ねるごとに増加するギャラリー。それと比例して加速する羞恥。

　いつしか彼女は、自分のターンに入ってもほとんど行動しないようになってきた。剣こそ構えているがそれはどちらかと言えば〝上半身を隠すため〟といった感じで、時折恥ずかしそうに太ももを擦こすり合わせているのも窺える。周りの連中がざわざわと疑問の声を上げ始めるが、さすがに現場を見ていなければ原因までは掴つかめないだろう。

　……そして、四度目となる彼女のターンが終了したその直後。

　俯うつむいたままぷるぷると肩を震わせていた彼女は──突然、堪こらえ切れないといった様子で剣先を地面に突き付けると、その陰に隠れるように真っ赤な顔でしゃがみ込んだ。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!　もう嫌ぁあああああああっ!!」

　渾こん身しんの力を振り絞った悲鳴が辺り一帯に木こ霊だまする。

　そんな少女の顔色はどう見ても平常とは言い難がたく……それは、端末の表情判定メーターを振り切るには充分すぎるものだったようだ。

『──ピッ。彩さい園おん寺じ更さら紗さの表情変へん化かを確認しました。《決闘ゲーム》終了条件：達成。これにより彩園寺更紗から篠しの原はら緋ひ呂ろ斗とへ〝星〟の所有権が移動します』

　無機質な音声がお互いの端末から垂れ流され、長いようで短かった《決闘ゲーム》に終わりを告げる。……彩園寺更紗、というのが彼女の名前なのか。どこか聞き覚えがある苗みよう字じのような気もするが──いや、そんなことより。

（勝っちゃったよ……これ、余計に恨み買ったんじゃないか？　何で勝っちゃうんだよ馬鹿か俺。まあほとんど自滅だったような気はするけど、それにしたってマズいだろ……）

　激しい動揺のせいで思考が上う手まくまとまらない。

　正直なところ、俺がこの《決闘ゲーム》に勝ってしまうというパターンは想定外だった。これでは最初に考えていた〝《決闘ゲーム》で良い感じに勝たせることで機嫌を直してもらってから改めて謝る〟作戦が実行できない。それどころか色々と詰んだ感すらある。

　と──そんな風に俺が頭を悩ませ始めた、次の瞬間。

　これまで怖いくらいに静まり返っていたギャラリーが、突如ざわめきを爆発させた。




「────は？」「待って、待って待って待って!?」「う、嘘うそだろ!?　あの彩園寺が負けたのか!?」「あ、あああ有り得ないしそんなの！　……やだよ、更紗様があんなのに負けるなんてやだぁっ！」「いや……やだって言っても、負けただろ今。俺も信じられないけど……」「すげぇえええッ！　《女帝》が新学期早々まさかの敗北とか、誰が想像できるってんだよこんな展開！　つーか誰!?　誰アイツ!?　四番区の隠し玉かよおい！」




「……え？」

　凄すさまじい急速度で０から１００までボルテージをぶち上げた彼らについていけず、困惑に首を捻ひねる俺。断片的に聞こえる情報を繋つなぎ合わせてみれば〝彼女が有名な高ランカーらしい〟ことくらいは分かるのだが、それだけでここまで盛り上がるものだろうか。

（っていうか……これ以上騒ぎになると取り返しが付かなくなりそうだな。どうせ誤解と偶然が生んだ結果なんだし、ちゃんとワケを話して無効試合にでもしてもらおう）

　小さく一つ頷うなずいて、俺は未いまだにしゃがみ込んだままの少女へ歩みを寄せる。

「っ……！」

　瞬間、威嚇するように持ち上げられた彼女の顔色は──蒼白だった。先ほどまでの羞恥は跡形もなく消滅し、鋭い視線が俺に叩たたき付けられている。悔恨と怒りと自己嫌悪がブレンドされたような表情で、少女は一筋の涙と共に小さく唇を震わせている。

　その意味は、その理わ由けは、彼女と出会ったばかりの俺には予想することすら難しい。ただ、少なくとも星を一つ失った程度で浮かべるような表情では絶対になくて、けれどその背景を窺うかがい知ることはやっぱり出来なくて。

「──退どいて」

　しばらく何か言いたげに俺を睨にらんでいた少女は、やがて端的に言い放つとその場で静かに立ち上がった。そうして一転、幽霊のような足取りでどこかへ歩いて行ってしまう。

（ど、どうしよう……どうしようどうしよう、いやマジでどうしたら良いんだこれ!?）

　状況から見て間違いなく俺が悪いことは分かるのだが、それ以外の何もかもが分からない。一体何が起きていて何が問題だったのか、彼女はどうして泣いたのか。混乱と動揺は最高潮で何も考えられなくなってきた。誰か俺に説明してくれ……！

　────と。

　まさかそんな俺の内心を読み取ってくれたわけではないだろうが、ちょうどその時、どこからかやってきた黒い車が俺の目の前でピタリと停車した。そして、中からタキシード姿の老人が一人、柔和な笑みを浮かべて降りてくる。

　彼は右手を胸元に当てて深々と頭を下げると、好感の持てるしわがれ声でこう言った。

「──篠しの原はら緋ひ呂ろ斗と様、ですね。学長がお待ちです。お送りしましょう、どうぞこちらへ」





　　　　♯



　執事然とした男の車に揺られること十数分。俺が運ばれた先は当然ながら学校だった。

　私立英えい明めい学園──学園島アカデミー四番区に位置する巨大な学舎であり、初等部から大学部まで合わせて二万人近い生徒数を誇る。島内の学園を様々な尺度で格付けするランキングでは常に上位を維持キープしており、ガイドブックによれば〝比較的緩やかな校風と《決闘ゲーム》に対する執着を兼ね備えたエリート集団〟なんだとか。

　そんな英明学園の中枢も中枢、学長室。

　案内されるがままこの部屋へと連れて来られ、恐ろしいほど柔らかなソファに座るよう指示された俺は──現在、対面に座る妙齢の女性に深い溜ため息いきを吐つかれていた。

「全く……全く、ああ全く。君、転校初日にとんでもないことをしてくれたね？」

「……えっと」

　呆あきれ交じりのその言葉に、俺はゆっくりと顔を持ち上げる。どう考えても機嫌が良さそうには見えないけれど、だからと言って無視するわけにもいかない。

　私立英えい明めい学園の当代学長にして学園島アカデミー第四番区における総責任者──一いちノの瀬せ棗なつめ。

　俺の正面で何やら資料の束を捲めくっている彼女は、一言で表現すれば〝大人の女〟というやつだった。オフィススーツを着こなす黒髪の麗人。際どいタイトスカートを穿はいているにも関かかわらず大胆に足を組んでいて、格好良さと妖艶な色気が混在している。

　ただ、彼女の第一印象として挙げられるのは恐らくそのどちらでもない。

　何と言うか……獰猛なんだ、この人は。嗜し虐ぎやく的というかＳっ気が強いというか、仮に人間を狩る側と狩られる側に分けるなら確実に前者に分類されるようなタイプである。

　そんな一ノ瀬学長だが、実はこれが初対面というわけではなかった。というか、何を隠そう、つい先月まで本土の学校に通っていた俺を学園島アカデミーに誘ってきたのがこの人だ。その後も編入試験やら入島許可証の発行やらで何度か顔を合わせている。

　だから、要するに今日の俺が本来真っ先に訪ねるはずだった人物であり、知り合いのいないこの島で唯一頼りに出来る相手というのが目の前の彼女なのだった。

「──コホン。とんでもないことっていうのは、さっきの《決闘ゲーム》のことですか？」

「その通りだよ。で？　まずは君の言い分から聞こう。一体どうしてあんなことを？」

「いや、だからどうしても何も成り行きなんですけど。っていうか……あの、そもそも何がそんなに問題なんですか？　学園島アカデミーでは《決闘ゲーム》なんか日常茶飯事なんじゃ」

「もちろんそうさ。それが普通の《決闘》ならね。でも、残念ながら今回は違う」

　もったいぶるようにそう言って、学長は右の口角をわずかに吊つり上げた。

「いいかい？　最初にこれだけは理解してくれ──君は、つい先ほど、大変な禁忌を犯してしまった。それもちょっとやそっとの騒ぎじゃない。島中を揺るがしかねない大事だ」

「え？　いや、そんなわけ──」

「あるんだよ。ほら、これを読むといい」

　ガラステーブルの上をしゅっと滑らせるようにして、一枚の資料をこちらへ寄よ越こす一ノ瀬学長。俺は首を傾かしげながらもその紙に視線を遣やって──遣って…………、うん。

　それだけで、全身から冷や汗が噴き出してくるのがはっきりと分かった。

「あ、あの……学長、これマジですか」

「ああ、マジだよ。大マジだ。──少し状況を整理しよう。君は今朝、この学園に来る途中で道に迷い、そこで一人の少女と出会った。彼女の可か憐れんさにすっかり魅入られてしまった君は偶然のハプニングを装ってセクハラ的行為に及び、挙句の果てに《決闘ゲーム》を強要して何やかんやで勝利した。……確か、そう言っていたよね？」

「細かい部分に悪意ある改変が入ってるような気がしますけど、結果的には合ってます」

「結果が合っているなら別に良いだろう。──で、だ。さっきも言った通り、それ自体は全く問題じゃないんだよ。むしろ他学区の生徒から星を奪ってくれるというのは私にとっても歓迎すべき事態だ。ただ……今回は、ちょっと相手が特殊過ぎたね」

　苦々しい響きを伴う学長の声を聞き流しながら、もう一度資料へ視線を移す俺。

　そこには、ついさっきまで俺と《決闘ゲーム》を繰り広げていた少女の写真と共に、思わず目を見張ってしまうほど衝撃的なプロフィールが貼り付けられていた。

「三番区桜おう花か学園所属、高等部二年生。入学試験の成績は歴代最高で、前年度は一年生ながら島唯一の７ツ星として頂点トツプに君臨していた。そのため畏怖や尊敬を込めて《女帝》と呼ぶ人も多いね。入学して以来負け星が一つもなく、完全なる全戦全勝パーフエクトでここまで駆け抜けてきた文字通りの〝絶対王者〟だ──それが、彩さい園おん寺じ更さら紗さという名の少女だよ」

「…………」

「しかも、それだけじゃないというのが厄介なところでね。……というか君、苗みよう字じを聞いて気付かなかったのかい？　彩園寺家は学園島創始者の家系だ。中でも彼女の祖父は現在の学園島アカデミー総責任者である彩園寺政まさ宗むね。世界に名高い彩園寺グループの現トップだよ。

　だからつまり、あの〝お嬢様〟は学園島アカデミーにおけるＶＩＰ中のＶＩＰ、というわけだ」

「そ、そんなやつを……俺が、負かした？」

「そう、そうなんだよ。そして、ここからが一番の問題なんだけど……学園島アカデミー責任者・彩園寺政宗は非常に厳格な性質で知られる人物だ。良い意味でも悪い意味でもプライドが高く、メンツを守るためなら何でもやる」

「……？」

「まだ分からないかな？　……いいかい、自覚しているとは思うけど君は雑ざ魚こだ。編入試験だって実は私の裏工作お情けがなければ合格点に届いていないくらい、それはもう悲しいくらい生きつ粋すいの１ツ星なんだ。そんな雑魚が──モブが！　大衆の前で！　彩園寺のお嬢様をボロクソに負かして泣かして星を奪った！　……アハハ、こんなことを正直に報告したらとんでもないことになるよ。間違いなくブチギレるだろうね、彼」

「……な、な……」

　何な故ぜか愉快そうに嗤わらいながら悠然と足を組み替える学長。対する俺は、もはやろくな相あい槌づちも打てずに固まるしかない。……ま、マジで？　マジでそんな感じなの？

「じゃあ……俺、もしかしていきなり退学とかですか」

「退学？　まさか、そんなことないよ」

「あ、ああ、何だ。そうなんですね。それならまあ一安心というか──」

「？　……いやいや、安心してる場合じゃないと思うよ？　まさか退学程度で済むはずない、って言ってるのに……それとも君、ひょっとしてＭの気質があるのかな？」

　──想像を絶する発言が返ってきた。

　硬直したまま二の句が継げない俺を置き去りに、学長は嘆息交じりに話を続ける。

「実際、黒い噂うわさなら事欠かないからね、あの男。私もこの島で暮らして長いけど、彼のご機嫌を取り損ねて失脚していった同業者ライバルなんて珍しくもないよ。……だから、まあ、アレだ。君も多分、このまま行けば普通の人生ってレールからは完全に外れることになる」

「は──はあっ!?　待ってくださいよ、何ですかそれ!?」

「何ですかもなにも、当然の帰結だよ。彩さい園おん寺じ家に目を付けられて島から追放された、なんて情報が出回ったら、一体誰が君を受け入れてくれるっていうんだい？　いわゆる社会的抹殺、どうしようもない〝詰み〟ってやつさ。ばーっどえんど」

「!?　そ、そんな……っていうか学長、さっきから俺の扱い軽すぎじゃないですか!?」

「否定はしない」

「せめて悪びれろよ！」

「くくっ……まあ待ちなよ、そう焦あせらなくてもいい。実は今、理事会で君の処遇について議論してもらっているところでね。……ん？　ああ、理事会というのは各学区の長が集う議会のようなものだよ。第零ぜろ番区に本部を持つ管理組合。形式的な理事長である彩園寺政まさ宗むねがわざわざ介入してこない限り、島内で唯一かつ最高の意思決定機関にあたる。

　つまり裏を返せば、連中さえ黙らせればどんな暴論でも押し通せるということだ──だからまあ、しばらくは私に任せておいてくれよ」

　口端に笑みを浮かべたまま立ち上がると、学長はやたら優雅な足取りで壁際の机まで移動した。そこには一台のデスクトップＰＣが置かれており、画面の中でたくさんのビデオチャットが動いているのが窺うかがえる。いわゆるウェブ会議、というやつだろう。

　隣で見ている俺に〝人差し指をそっと唇に『黙ってろ』当てるジェスチャーのサイン〟をしてみせてから、学長はマイクをオンにした。

「──いや、待たせたね。こちら四番区だ」

『遅い。あまりに遅い。主犯が何をやっている』『本当ですよ。新年度早々にこんなトラブル、どうせ貴女あなただろうと思いましたが案の定ですわ』『とにかく情報を寄よ越こせ。どこかの誰かが《女帝》を下したらしい、などという曖昧な証言しか出回っていないんだぞ』

「ああ、それはそうだろうね。何せ件くだんの学生は転校生だ。正式な手続きが済んでいないから、今は島のデータベースを底まで漁あさったって見つからないよ」

『転校生？　……そういえば、本土から一人スカウトしてきたのでしたね』『だから誰なんだ、そいつは？　もったいぶらずに詳細を話せ』『理事長の気分を害するのは誰にとっても得にならないと貴様もよく理解しているだろう……？』

「分かってる、分かってるよ。そう急せかさなくてもちゃんと説明してあげる。──いいかい？　今回、問題の焦点になっている生徒は篠しの原はら緋ひ呂ろ斗と。詳しい経緯については伏せるけど、彩園寺更さら紗さとの《決闘ゲーム》に勝利した〝誰か〟というのは間違いなく彼だ」

『はあ……噂うわさは本当ということですか』『島に来たばかりということは当然等級ランクも低いのだろう？　彩園寺の後継がそんな輩やからに土を付けられるなど大問題だ』『《女帝》陥落の報は既に広まっていますからね……我々としても、そろそろ対応を固めたいのですが？』

「そうだね。だけど──実は、そんな君たちに一つ朗報があるんだ」

　不敵な笑みでそんなことを言い放った学長は、そこで不意に右手を伸ばすとＰＣ上部に付いたカメラを人差し指で塞いでしまった。同時にマイクのスイッチも落とし、一時的に理事会の面々から切り離された状況を作り出す。

　そうして彼女は、先ほどと同じ好戦的な笑みを俺に向けてきた。

「ねえ、篠しの原はら。君に二つの選択肢をあげよう」

「……選択肢？」

「そうだ。両方とも一応はこの場を収めるに足る理屈で、かつ今ならどちらのルートに入ることも出来る。ただ、そこから生まれる結果次第では今後の君の人生に大きな影響を与えかねないからね。選ぶ権利と責任くらいは君にあげる」

「っ……は、はい。お願いします」

「うん、いい返事だ。それじゃあ──まずは一つ、全ての罪を君が被る」

「……え？　いや、それを避けるための方法、って話なんじゃ……」

「そうだとも。だから被り方を工夫するんだ。例えば……そうだね、君が八番区あたりの地下組織と繋つながっていた、という話をでっちあげよう。篠原緋ひ呂ろ斗とは組織から横流しされた違法アビリティを用いて彩さい園おん寺じ更さら紗さに勝利した。要は不正だ。当然君は風紀に取り調べを受けることになり、例の《決闘ゲーム》は無効になる」

「…………」

「……酷なことを言うようだけど、まともなシナリオの中ではこれが一番ダメージを受けずに済むと思うよ？　だって、君が被かぶるのはあくまでも〝違反を犯したこと〟に対する罪だ。世論としても『《女帝》が負けたのは相手が卑ひ怯きようだったから』になるわけで、それなら彩園寺家の名誉は守られる。……まあ、それでも島外追放は避けられないと思うけど」

「うっ……じゃあ、二つ目は？」

「君を７ツ星に仕立て上げる」

「────はい？」

　瞬間、学長が発した予想外過ぎる提案に、俺は思わず間抜けな声を返していた。

「７ツ星に……仕立て上げる？　あの、全然意味が分からないんですけど」

「ふむ。君も先ほどの会議を聞いていただろう？　今回の件はね、突き詰めてみれば〝彩園寺家のメンツが汚けがされそうだから〟マズいんだ。構造的にちょっと分かりづらくなっているだけで、一番の問題は君が雑魚なことなんだよ。彼女が負けたのがそれに相応しい相手なら、あの理事長だってわざわざ制裁を加える理由がない。

　だから、そこを逆手に取る──君が《女帝》と同格の存在になればいいというわけだ」

「ま……待ってください。理屈は分かりますけど、でもそんなこと出来るんですか？　７ツ星って学園島アカデミーに一人しかいない最強の等級ランクなんですよね。そんなのを変則的に作り出すなんて、他の人たちに大反対されるんじゃ……？」

「いいや、そんなことはないよ。……というより、君は一つ勘違いをしているようだ」

　慌てて反論に回った俺に対し、学長はニヤリと口角を上げて続ける。

「学園島アカデミーの〝星獲とりシステム〟は強固でね。違反行為を確実に防ぐため、理事会の権限をもってしても決して介入できないようになっているんだ。つまり本来なら、編入試験の段階で１ツ星ザコであることが確定している君はどう足あ掻がいても１ツ星。変則的に作り出すも何も、星を増やしたいなら自力で《決闘ゲーム》に勝ってもらうしかない」

「……？　だから、要は７ツ星になんかなれない、ってことじゃないんですか？」

「本来なら、と前置きしただろう。今回は相当なレアケースだ──いいかい？　君は先ほど、彩さい園おん寺じ更さら紗さとの《決闘ゲーム》に勝利した。その際、彼女から〝星〟を奪っているはずだ」

「あ、確かに」

　言われてみればそうだ。学園島アカデミーの《決闘ゲーム》では敗者から勝者へ星が移動する。

　学長に指示されるがまま端末から〝プロフィール〟のページを覗のぞいてみると、そこにはいくつかの情報が列記されていた。名前、年齢、性別、所属学園、それから１ツ星という等級のデータ。編入手続きをする前に《決闘ゲーム》を行ったから、申請の時点では恐らく〝星を所持していない〟という扱いだったんだろう。──ただ、

「ん……？　あれ、何かこの星……バグってません？」

　学長に画面を見せながら、俺は戸惑い交じりにそんなことを言った。……そう、例の少女・彩園寺更紗から奪った一つの星が、何な故ぜか赤い光を灯ともしているんだ。ちょうど彼女の瞳と同じ紅玉ルビーの輝き。綺き麗れいだが、あまり星を表現するのに使う色ではないような。

　そんな疑問を抱く俺に対し、学長は不敵な笑顔のままゆっくりと首を振ってみせた。

「いいや、それはバグではないよ。無数にある通常の〝星〟とは違い、島内で十数個しか現存が確認されていない〝特殊星〟──色付き星ユニークスターと呼ばれるものだ」

「ユニークスター……？」

「まあ、簡単に言えば〝ちょっと特別な星〟だね。個数のカウントとしては通常の星と同じだけど、色付きならではの特典がいくつかあるという感じ。……でも、とりあえず今は割愛しようか。差し当たって重要なのは色付き星全体の特徴ではなく、赤の星が持つ特殊効果の方だ──ねえ君、赤と聞いて真っ先に思い浮かべるモノは？」

「赤、ですか。ええと……トマトケチャップ」

「意外にも可愛かわいらしい答えをありがとう。でも全然違うよ。──色付き星の〝赤〟ユニークスター・レツド。その効果は、一つの嘘をつくことだ。ほら、嘘うそは真っ赤だと相場が決まっているだろう？」

「……嘘をつく？」

　鸚鵡おうむ返しに尋ねる俺。学長はタイトスカートに包まれた足を組み直しながら続ける。

「うん。より正確には、データ的に嘘を成立させる効果──といったところかな。さっきも説明した通り学園島アカデミーの星獲とりシステムは基本的に〝不可侵〟なんだけど、赤の星所持者であればそこのデータを一つだけ変更することが出来る。例えば……そうだね、君の身長を１８５㎝にしてあげることだって出来るんだよ？　データの上では、だけど」

「何で俺が〝身長にコンプレックスを持ってるヤツ〟みたいな認識なのかよく分かりませんが……それじゃあ、まさかその効果で？」

「そう、嘘うそをつく。本来なら１ツ星でしかない君のデータを改かい竄ざんして、７ツ星ということにしてしまう。他人の等級ランクなんてそいつの端末かシステムそのものにアクセスしないと調べようがないからね。データさえ偽れるならそれで外部からはちゃんと７ツ星に見える」

「……い、いや、でも」

　徐々に大きくなっていく話に焦あせりを感じながら、俺はどうにか反論の根拠を探す。

「転校してきてすぐの俺が７ツ星なんて、普通に怪しまれると思いますよ？　赤の星の効果で嘘をついてる、ってことくらい一瞬でバレる気がしますけど」

「そんなことはないさ。赤の星が君へ渡ったという情報自体はすぐに拡散されるだろうけど、その効果まで知っている人間なんてそうはいない。君の嘘には辿たどり着けないよ」

「え、そうなんですか？」

「ああ。何しろ〝赤の星〟は、彩さい園おん寺じ更さら紗さがその所有者になるまで長らく彩園寺家で死蔵されてきたものだ。それに、嘘をつくという効果の関係上、所有者や元所有者は絶対に詳しく語ろうとしないんだよ。言ったら〝嘘をついていたこと〟がバレるわけだから」

「確かに……って、あれ？　だったら何で学長は知ってるんですか？」

「そんなの私が元所有者だからに決まっているだろう？　遥はるか学生時代の話だけど、ね」

「…………」

　ニヤリと口角を上げたまま言い放つ年齢不詳の学長に、俺は今度こそ押し黙る。……赤の星。学園島アカデミーのシステムを欺くことが出来る〝嘘つき〟の星。その効果を使って、俺が彩園寺と同格の７ツ星であるということにしてしまう。

「要するに……偽りの７ツ星、ってことですか」

「ああそうだ。データをいくら精査しても７ツ星としか出ないんだから理事会の連中は黙らざるを得ないし、あいつらが認めればそれはこの島において事実になる。もちろん彩園寺家の連中は赤の星の効果を知っているだろうけど、そもそも君の〝嘘〟は彼らにとっても都合の良いものだからね。下へ手たを打たない限り妨害されることはないはずだ。

　だから、こっちのシナリオとしては……そうだね、編入試験で最高点を叩たたき出した異端の天才現る、って感じかな。史上最速の７ツ星だ。《女帝》に見合う格はあるだろう？」

　学長の試すような視線を見つめ返しながら、俺は、じっと黙って思考に耽ふける。

　……与えられた二つの選択肢。学長の言う通り、確かにこれは重要すぎる分岐点だ。

　前者を選べば、あるいは全てを平穏無事に収めることが出来るのかもしれない。けれどその代わり、学園島アカデミーには二度と戻って来れなくなる。永遠の別れを告げることになる。

　そして、後者は──激動だ。

〝星獲とり〟の対象となる高校生だけでも二十万人以上が在籍している学園島アカデミー。その頂点に偽物が君臨する危険性なんて、ちょっと考えてみればすぐに分かる。誰よりも目立って誰よりも妬まれて、そして誰よりも《決闘ゲーム》を仕掛けられる位置に立ち続けなければならないわけだ。さも当然のような顔で堂々としていなければならない。

　加えて、もはや敗北など一度だって許されないのだろう──だって、負けたらその時点で赤の星を奪われてしまうことになる。星を偽っていたなんて〝嘘うそ〟が明るみに出てしまったら、何もせずにいた場合よりずっと悲惨な制裁を受けるに違いない。

　…………でも。

「ああ。それでも──そんな状況だとしても、君には大事な目的があるはずだろう？　そのためにここまで来たんだろう？　もちろん選択の自由は君にある。だけど、もしここで諦めるなら彼女とは二度と会えなくなるだろうね」

「っ……俺は、嵌はめられたってわけですか」

「いや？　さすがにここまで読み切っていたわけではないさ。ただ、私は強したたかな女を自称しているのでね。嘘でも事故でもハプニングでも、使えるものは何でも使う」

　あくまでも口角を上げたまま、半ば冗談めかしてそんなことを言う学長。しかし、何もふざけているというわけではないのだろう。その証拠に、紡がれる言葉はどれも正論だ。

　そう……俺には一つの〝目的〟がある。わざわざ普通の高校生活を投げ捨ててまでこの島に来た理由がある。会わなきゃいけないやつがいる。それがちっとも果たされていないのにこんなところで追い返されるなんて、そんなのバッドエンドもいいところだ。

（全部学長の手のひらの上、みたいな感じがするのがちょっと気に入らないけど……）

　まあ、だとしても別に構うことはないだろう。学長には学長の目的があって、俺には俺の目的がある。学長が俺を利用するというのなら、俺も学長を──いや、この状況を丸ごと利用すればいいだけの話だ。少なくとも今のところ、俺がこの島に残ることは学長にとってもプラスになるらしい。そんな境遇を最大限に活いかして立ち回る。

　──幸いにも、俺は〝演技〟なら大の得意だ。

　平和な学園生活を最後まで謳おう歌かするために、島中の全員を最後まで騙し切ってやる。

「すぅー……」

　だから、俺は大きく一つ息を吸うと、とっくに返事を予測しているのか愉たのしげに足を組んでいる性しよう悪わるな学長に向かって全力でこう答えたのだった。

「分かりましたよ──なってやればいいんでしょう、最強に!!」





　　　　♯



『あはははははははははっ！　き、君！　凄すごいよ、凄いじゃないかあははははははっ！』

「…………」

　一番区のイベントホールを満席にした式典が終わり、閉場となってからしばし後。

　一躍〝時の人〟になってしまった俺は逃げるように会場から飛び出すと、四番区方面へ向かいながら端末で一いちノの瀬せ学長と通話していた。……いや、果たして通話と言えるのだろうか、これは。学長は俺の反応なんてお構いなしにただただ爆笑しているだけだ。

『あはっ……いやはや、本当に最高だったよ君！　まさかあそこまで派手にやってくれるとは思ってもいなかった！』

「褒めてるのか貶けなしてるのかよく分かんない表現ですね……」

『褒めてるさ！　心の底から喝采を上げているじゃないか！　確かに君を７ツ星にする提案をしたのは私だし、理事会の承認をもぎ取ったのも私だけど、そこからたったの数時間であのキャラクターを作り上げるなんて大したものだよ！』

「ど、どうも……でも俺、そんなツボに入るようなこと言いましたか？　割と普通──」

『〝文句があるならかかってきてくれていいぜ？　まあ──もちろん、無ぶ様ざまに叩たたき潰されても構わないなら、だけどな（ドヤッ）〟……く、くくっ』

「やっぱりアンタ馬鹿にしてますよねぇ!?」

　咄とつ嗟さに両手を端末に添え、音が漏れないように気を付けながら小声で叫ぶ俺。

　そう……実を言えば、端末の向こうの学長と違って俺の方はさっきから顔色一つ変えられずにいるんだ。何しろここは一番区の中心地。式典が終わった直後ということもあって人通りは非常に多く、となれば当然、そこかしこから俺に視線が向くことになる。

「ね、ねえあれ……！」「うわ、さっきのヤツだ。なんてったっけ？　篠しの原はら……ひ、ヒーロー？」「それじゃ大分イタい奴やつじゃん。ヒロト、だったと思うけど」「あの《女帝》──鮮血の彩さい園おん寺じを倒したんだよな、確か」「ああ。何でも《女帝》が『もう嫌！』って叫ぶまでいたぶったとか」「え、何それ外げ道どうだ!?　こわっ!?」

　雑踏に混じる無数の声が耳じ朶だを打つ。……これだけ注目されているんだから、表情や仕草でボロを出すわけにはいかないだろう。学園島アカデミー最強はクールなのだ。多分。

『くくっ──いやいや、馬鹿になんてしていない。本当だよ？』

　と、改めて気を引き締め直した俺に対し、半笑いの学長がそんな言葉を投げてきた。

『だってそもそも、私はそれに惚ほれ込んで君をこの学園にスカウトしたんじゃないか。馬鹿にする理由が一つもない。むしろ見込み通りだと言わせてもらうよ』

「……まあ、それはそうかもしれないですけど」

　不ふ承しよう不ぶ承しよう、といった感じで俺は彼女に同意を返す。

　たった今学長が口にした〝それ〟というのは、他に大した才能もない俺が持つちょっとした特徴のことだ。俺は、内心で抱えている〝感情〟と外に出す〝表情〟とを完全に切り離すことが出来る。心の中でどんなに動揺していたとしても、表向きには平然としていられる。悲しみながら笑えるし、無感情でも普通に泣ける。

　学長には〝メンタル詐欺師〟などとも呼ばれているが、とにかくそんな感じの特徴だ。

「──って言っても、まさかこんな風に役立つとは思ってなかったですけどね」

『そんなの私だってそうだ。上う手まい使い方が出来れば面白そうだな、と思って君を勧誘したのは事実だけど、初日からここまで盛り上げてくれるとは想定外だよ』

「いや、まあそりゃそうでしょうよ」

　もしスカウトの時点でここまで見えていたなら、そんなの予言者か黒幕かどっちかだ。

「えっと……それで？　何か緊急の用事とかですか？」

『うん？　ああ、ごめんごめん。そうだったね。君のおかげでテンションが上がり過ぎてすっかり頭から抜け落ちていたよ──こほん。まあ、用件としては単純な事務連絡だ。実はあの後、君を式典に送り出した後も細かい調整を行っていてね。いくつか決まったことがあるから君とも早めに共有したいと思っていたんだけど……うん、よく考えたら外で話すのは多少危険かもしれない。やっぱり寮に戻ってから仕切り直そうか』

「分かりました。……って、そういえば俺、今日からどこに住めばいいんですか？　引っ越しの手続きなんかも今日する予定だったんですけど」

『ああいや、それなら心配しないでくれ。寮はこちらで手配しておいた。君の端末に座標データを送っておいたから、それをマップに組み込むといいよ』

　それじゃまた後で、とだけ言い残して、学長はすぐに通話を切った。

「ふぅ……」

　小さく息を吐き出しながら、言われた通りの操作をするため端末の画面へと指を伸ばす俺。すると、地図アプリを開くより先に、端末上部に一件の通知が来ているのが目に入った。どうやら〝ＳＴＯＣストツク〟なる島内ＳＮＳから届く最新ニュースの通知らしい。

　普段なら気にも留めないのだが……しかし、今回ばかりは一瞬で目が釘くぎ付づけになった。

（!?　め、滅め茶ちや苦く茶ちやデカい騒ぎになってるじゃねえか……!?）

　──そう、そうだ。

　俺の端末に届いていた〝最新ニュース〟は、今朝の《決闘ゲーム》と先ほどのスピーチを絡めた号外記事というやつだった。〝無敵の《女帝》ついに陥落!?〟なる見出しが特大フォントでページトップに配置され、そこから続く本文では彩さい園おん寺じ更さら紗さが敗北したことや新たな７ツ星が誕生したことなんかがセンセーショナルに書かれている。

　ついでに、その記事にあったリンクからＳＴＯＣ内の人気の投稿ホツトワードに飛んでみれば、直近一時間のデータは〝彩園寺更紗／女帝／７ツ星／篠しの原はら何とか〟がほぼ独占。全体タイムラインもその話題で持ち切りなようで……俺は、そっと端末を閉じることにする。

（あいつ、本当に凄すごいやつだったんだな……家柄もだけど、それ以外も全部）

　単にお嬢様というだけなら一般の生徒がここまで騒ぐことはないだろう。彩さい園おん寺じ更さら紗さという少女が〝特別〟だったからこそ、今回の件がこれほどの大事になっているわけだ。

　……そういえば、まだちゃんと謝れてないんだよな、あいつに。

　今の状況で連絡を取るのは難しそうだが、それでも近いうちにどうにか────と、

「……え？」

　交差点を曲がった瞬間。不意に人目が途切れた瞬間。俺の気が少し緩んだ瞬間。

　全ての要素がぴたりとハマったその刹那、俺は、何者かにぐいっと腕を掴つかまれて思いきり路地裏へと引ひき摺ずり込まれていた。





　　　　♯



　──ダン、と固い壁に背中を叩たたき付けられる。

　同時、そいつは俺の両脇に手を突くと、半ば覆い被かぶさるような形で自らの身体からだを近付けてきた。ぜぇはぁ切らした荒い息。ふわりと鼻をくすぐる柑かん橘きつ系けいの甘い匂い。

「ふ、ふふっ……ねえあなた、さっきは随分立派な演説だったみたいじゃない？」

　俺の目の前で口元をひくひくさせているのは──他でもない、例の赤髪の少女だった。

　彩園寺更紗。元７ツ星にして常勝無敗の《女帝》。

　どうにか再会できないかと考えていた彼女が自分から接触してきてくれたのはありがたいのだが、その表情は数時間前に見たものよりもさらに鋭さを増していて。

「…………」

　俺は、思わず黙り込んだ。……何に対してここまで怒ってるんだ？　立派な演説、というからにはやはりさっきのスピーチが原因なんだろうとは思う。だけど、あれは彩園寺側にも都合のいいものだったはずだ。〝１ツ星の雑ざ魚こに負けた〟なんてレッテルを貼られるよりは〝新たな最強に打倒された〟の方が彼女のプライドも傷付かないだろうから。

「……へぇ、そう。そうやって白を切るつもりなの」

　しかし彩園寺の顔色は一向に明るくならない。それどころか、秒を追うごとにどんどん暗くなっていく。よく見ればその足は既に震えていて、発せられる声には分かりやすいくらいの虚勢が混じり始めて──それで、ようやく気が付いた。

　ルビーの瞳に映し出されている感情は、決して怒りなんかじゃない。……恐怖だ。

「ねえ、あなたは何が目的なの？　私の弱みを握って、あんなに目立つ発言をして、それなのにまだ誰にも秘密をバラしてない。……どういうこと？　もっと注目を集めてから徹底的に私を潰そうっていうの？　ねえ、許して……お願いだからもうやめてっ!!」

（……？　何だ、秘密……？）

「分かってる！　都合の良いことを言ってるっていうのは分かってるわ。でも、私にだって事情があるの。どうしてもこの〝嘘〟をつき通さなきゃいけない理由がある。……だから、お願い。言わないで。それ以外なら何でも言うことを聞いてあげるから……っ！」

「……いや、あのさ。お前、さっきから何の話をしてるんだ？」

「っ……ま、まだ惚とぼけるの!?　真剣に頼んでるんだから茶ちや化かさないでよっ！」

　心の底から困惑する俺に、ぎゅっと目を瞑つぶりながら語気を荒げる彩さい園おん寺じ。彼女は伸ばした両手を俺の胸元に添えると、ほとんど縋すがり付いてくるような格好で──こう言った。




「知ってるんでしょう──あたしが、本当は彩園寺更紗なんかじゃないって!!」




「………………は？」

「『は？』じゃないっ！　人払いは済んでるから今さら取り繕う必要なんてないわ！　ええ、ええそうよ。あなたも知ってる通り、あたしは更さら紗さじゃない。一年前から更紗の替え玉として学園に通ってる朱あか羽ばね莉り奈なよ。負けたら嘘うそが全部バレるっていう状況で一年間《決闘ゲーム》に勝ち続けて、これからもそうなる予定だったのに…………今朝、あなたに負けた」

「…………」

「だからこうして訊きいてるんじゃない。……ねえ、あなたは一体その情報をどうするつもり？　あの〝彩園寺更紗〟のスキャンダルだもの、さぞかし最高のネタでしょう。みんなが彩園寺家の令嬢だと思ってたあたしは、実はお嬢様でも何でもなかった。……ふふ、裏切られたって感じよね。きっととんでもない騒ぎになる」

「……騒ぎに、か」

「ええ。でも、それなのに、あなたは私の〝秘密〟を公バ開ラしてない。それは──どういう意図があるのかしら。やっぱり彩園寺家へのダメージが一番大きくなるタイミングを狙ってるの？　そ、それとも本当に、そのネタであたしの身体からだでも要求するつもり……？」

　俺の正面で目尻に涙を溜ためながら、怖々とそんな問いをぶつけてくる彩園寺──もとい朱羽。その声はすっかり怯おびえているが、しかし逃げ出す素振りは見せないまま気丈に顔を上げている。先ほど言っていた〝事情〟とやらがそれだけ大事なんだろう。

　……だけど、この会話にはそもそも大きな誤解がいくつもある。

「なあ朱羽……いや、彩園寺。お前さ、どうして俺に嘘がバレたと思ったんだ？」

「え？　な、何よそれ。そんなの、あなたがあたしに勝ったからに決まってるじゃない」

「……ん？」

「正確に言えば、あなたがあたしの〝赤の星〟を奪ったから。……知ってるでしょ？　赤の星は何でも一つ嘘をつくことが出来る代わりに、自分より後の所持者にその嘘がバレるっていうデメリットがある。だから当然、あなたはあたしの嘘を知ってるはずだわ。っていうか、そうじゃなかったら転校生が式典で出しゃばる理由がないもの」

「…………」

　ああ……なるほど、そういう風に解釈されていたのか。それならこんな反応になるのも無理はない。彼女の目には、俺はさぞかし不気味で邪悪な存在に見えることだろう。

「でもな、彩さい園おん寺じ。……それ、全部お前の勘違いだ」

「…………へ？」

「俺はお前に聞くまで〝嘘うそ〟のことなんか全く知らなかった。お前がどんな想像をしてるのかは知らないけど、俺は本当に昨日この島に来たばっかりだし、端末の操作方法だってろくに知らない。赤の星にデメリット効果があるってのも初耳だよ」

「なっ……そ、そんなわけないじゃない！　あたしに勝って７ツ星になったんだから、あなたはその前の時点で既に６ツ星だったということよ？　そんなの、島に来たばかりの生徒が一日や二日で辿たどり着けるような等級ランクじゃないわ！」

「まあ、本来ならそうなんだろうけどな。でも俺、本物の７ツ星ってわけじゃないし」

「は、はぁあっ!?　７ツ星じゃないって……で、でも、式典の時は確かに！」

「あれが俺のついてる〝嘘〟なんだよ。赤の星の効果を使って、な。……いいか？　俺の本当の等級は１ツ星──それこそお前から奪った赤の星しか持ってない最底辺だ。お前と同じで事情があって、仕方なく星を偽ってるだけ」

「……ぁ……え……」

　俺の話をまるで異国の言語のように聞き流しながら、ぽかんと口を半開きにしている彩園寺。……まあ確かに、そう簡単に受け入れられるようなことではないだろう。それでもさすがに頭の回転は速いようで、彼女は数秒の硬直の後にわなわなと唇を震わせる。

「ちょ、ちょっと待って……待ちなさい。じゃあ何？　あなたは学園島アカデミー最強なんかじゃなくて、《決闘ゲーム》に勝ったのは偶然で、あたしの秘密も知らなかった？」

「ああそうだよ。そういうことだ」

「う、嘘……それじゃあたし、もしかして自分から──」

　小さく項垂うなだれた彩園寺は、俺の胸に頭を押し付けるようにしながら譫言うわごとのように呟つぶやいている。〝自分から〟──そういうことになるんだろう。二人とも嘘をついていたせいで絶妙にすれ違ったというのもあるが、何にしても彼女が盛大に自爆したのは間違いない。

「「…………」」

　そのままお互い何も言えず、密着状態で黙り込む俺たち。

　そうして、そこから一分ほどが経過した頃……彼女は、ようやく顔を持ち上げた。

「……ごめん。私、ちょっと家に帰って頭を冷やしてくるわ。篠しの原はら、でいいのよね。明日にでも時間を取るから、そこでちゃんと話しましょう？　何か、お互いに複雑な状況みたいだし、このままごちゃごちゃしてるのはきっと良くないと思うの。

　だから──それまで絶対、負けないで」

　それだけ言って制服の袖でぐっと涙を拭い去ると、彩さい園おん寺じは赤のロングヘアを翻して路地の奥へと消えてしまった。

　一方の俺は変わらず壁に寄り掛かったまま、小さくなっていくその背中をぼんやり見送ることにする。……衝撃的な情報が多すぎて、まだ頭の中がぐるぐるしていた。彩園寺更さら紗さと朱あか羽ばね莉り奈な。お嬢様の偽物。嘘うそをつかなきゃいけない複雑な事情。

　って……ん？　あれ、ちょっと待て。

「あいつは本物のお嬢様じゃなくて替え玉……つまり、彩園寺家の令嬢とかじゃないんだよな。なら、もしかしてあいつを倒しても理事長の逆げき鱗りんに触れたりしない……？　あ、あれ!?　だったら俺が７ツ星になる必要なんて最初からなかったんじゃねえ……!?」

　今さらになってそんなことに思い至り、大おお袈げ裟さに頭を抱える俺。

　あと数時間早くそれを知っていれば、と思うが──もう今さらだろう。だって俺は、ついさっき学園島アカデミーの生徒全員に喧けん嘩かを売ってしまった。啖たん呵かを切ってしまった。十五万人からなる星獲とりゲーム参加者はとっくに俺を〝新たな学園島アカデミー最強〟だと認識しており、万が一それが〝嘘〟だとバレればどうなることやら分からない。

　そう、すなわち──既に火蓋は切られたわけだ。

「……はあ……、ったく」

　自身の浅慮と悪戯いたずらすぎる運命を同時に呪いながら、俺はとぼとぼと寮へ向かった。
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　　　　♯



　端末に初期インストールされている地図アプリはなかなか優秀な代しろ物もので、微妙に方向音痴の気がある俺を何事もなく目的地まで送り届けてくれた。

　……はず、なのだが。

「えっと……」

　確かに端末の示す座標上にある寮──というか館を見上げながら、俺は今になって『もしかしてコイツぶっ壊れてるんじゃないか』と手元の地図を疑い始めていた。

　館、そう館だ。漫画の中でしか見たことがない巨大な洋館。白を基調とした外観は上品かつ華やかで、これを写し取るだけでも一枚の絵になりそうなくらい雰囲気がある。

「ここに住むのか、俺……？　嘘うそだろ？」

　あまりに想像を超えた光景に息を呑のみ、何度も端末の表示を確認し直してしまう俺。

　もっと安いところで良いのだが──とつい小市民的な思考を展開しかけて、そこでふと気が付いた。……そういえば、ここは〝星の数〟が全てを支配する学園島アカデミーだ。在籍している生徒の衣食住は全て保証されているとはいえ、その程度レベルはやはり星に依存する。これから７ツ星として振る舞う俺が貧相な寮に入るわけにはいかなかったということだろう。

「まあ、そういうことならありがたく使わせてもらうけど」

　やれやれ仕方ないな、みたいな表情でキィッと門を押し開けた俺は、そのまま手入れの行き届いた庭を横切って玄関の前に辿たどり着いた。鍵穴もインターホンも付いていない扉に一瞬戸惑ったものの、そこでガイドブックに書かれていた注意事項を思い出す。

　確か……そう、あらゆる身分証明を端末一つで行えるこの島では、シリンダータイプの鍵じゃなく端末をかざすタイプの電子ロックが一般的なんだったか。

「じゃあ、こんな感じか？」

　試しに端末を持ち上げてみれば、ピッと小さな音がして扉のロックが解除された。

　そうして俺は、重厚感のあるその扉をゆっくりと開くことにする──と、そこには、単に玄関というよりはホールとかロビーだとか言った方が相応ふさわしいような空間が広がっていた。高い天井にはシャンデリアが吊つられていて、床には肌触りの良さそうなカーペットが敷かれていて、何だか空気さえもが高級な気がして、そして目の前にメイドがいる。

「え？」「……あ」

　バタン、と反射的に扉を閉めた。……見間違いか？　今、とんでもなく上流階級的な光景に紛れて可愛かわいらしいメイド服を着た女の子がいたような気がするんだけど。

　でも、冷静に考えてみればそんなことあるわけなくて、あったとしても俺の幻覚だろうから、気を取り直してもう一度中に入ってみることにしよう。

「……よし」

　大きく深呼吸してからそろそろと扉に手を掛ける俺。

　そのまま一歩踏み出してみるが、やっぱりメイドなんかどこにもいな────いた。

「…………」

　さっきと同じ場所でこそないものの、玄関ホール右手にある大きな柱の陰にその少女はいた。隠れているつもりなのか何なのか、白いヘッドドレスの乗った頭だけがこっそりとこちらを窺うかがっている。どうやら警戒されているらしい。

　一応扉の認証にも成功しているわけだし、ここが俺の新居だというのは間違いないはずなのだが……もしかして、手違いでダブルブッキングでも起こったんだろうか。

「あー……えっと、あの」

「！」

　メイド少女が隠れている柱に向かって控えめな声を投げてみると、少しだけ覗のぞいている身体からだがびくっと小さく跳ねたのが分かった。そして、待つこと数十秒、未いまだに隠れたままの彼女がようやく落ち着いた声音を返してくる。

「……失礼ですが、お名前を伺ってもよろしいですか？」

「あ、ああ。俺は篠しの原はら緋ひ呂ろ斗とっていうんだけ──いうんですけど、もしかしてここ、俺が住む予定の家じゃなかったりします？　どっかで間違えましたかね……？」
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「シノハラ様……いえ、でしたら間違いではありません。というより、大変失礼いたしました。ご主人様になるお方から隠れるなどという愚行、お許しいただければ幸いです」

　あまり感情の窺うかがえない平へい坦たんな口調でそう言いながら、俺の前に姿を現す彼女。

　それは──思わず言葉を失ってしまうくらいの美少女だった。

　肩の辺りで切り揃そろえられたさらさらの銀髪。研磨された宝石のように澄んだ碧へき眼がん。どちらかと言えば〝綺き麗れい〟よりも〝可愛かわいい〟に属する顔立ちだと思うが、涼やかな表情をしているためにあまり童顔という印象はない。身長は例の《女帝》──彩さい園おん寺じよりも一回りほど低いだろうか。幼いと表現するほど小柄なわけではないものの、豊かな胸との相乗効果でいっそ背徳的な愛らしさを生み出している。

　そして、そんな彼女の印象を決定づけているのが特徴的なその服、メイド服だ。フリフリこそ控えめだがデザインとしてはどう見ても可愛い路線で、彼女の持つ〝守ってあげたくなるような雰囲気〟とも絶妙に合う。

　澄ましたような仕草や表情も相まって、どこか猫のような少女だと思った。

「……？　どうかされましたか、ご主人様」

　突然黙り込んだ俺を訝いぶかしく思ったのか、彼女はさらりと前髪を揺らしながら小さく首を傾かしげている。俺は慌てて思考を中断し、改めて本題に入ることにした。

「えっと、訊ききたいことはいくらでもあるんですけど……とりあえず、何で隠れてたんですか？　さっきの言い方だと、俺が来ることはちゃんと知ってたみたいなのに」

「敬語はお止やめください。……それと、隠れていた理由ですが、端的に言えば情報伝達の不備ですね。わたしがお待ちしていたのは確かに〝シノハラ様〟ですが、男の方とは聞いていませんでしたので。ふぅ……全く、謀はかりましたねあの女め狐ぎつね」

「……女狐？」

「失礼。わたしとしたことが、つい下品な言葉を使ってしまいました」

　適当な謝罪と共に取って付けたようなお辞儀をする少女。前まえ屈かがみになったことで大きな胸がさらに強調され、俺は思わず視線を逸そらす。

　少し後に顔を上げたメイド少女は、淡々と右手を持ち上げて奥の部屋を指し示した。

「ご主人様を玄関に立たせたままで会話を続けるとはメイド失格ですね。申し訳ありません、続きはリビングで話すとしましょう」




　──玄関ホールから伸びる綺麗な廊下も、まだ昇ってはいないが凝った装飾の施された階段も、何十畳あるのか分からないほどに広大なリビングも、どれも一介の学生でしかない俺にとってはただ存在しているだけで落ち着かなくなるような光景だ。

　けれど、それらに対する驚きは、銀髪の彼女が紅茶を注そそぎながら発した言葉でいとも容易たやすく吹き飛ばされてしまった。

「それでは、簡単に自己紹介させていただきます。わたしは姫ひめ路じ白しら雪ゆき。所属としては三番区桜おう花か学園になりますが、女め狐ぎつね──違いました、四番区の一いちノの瀬せ棗なつめ学長に依頼され、本日より住み込みでご主人様の補佐サポートをさせていただくことになっています」

「…………はい？」

　どうぞ、と目の前に置かれたティーカップに手を付けることも出来ずに固まる俺。

「住み込みって……あの、住み込みのことか？」

「ご主人様がどのような住み込みを想像しているのかわたしには予想も付きませんが、恐らく一般的な意味からそう外れてはいないと思われます。自宅から通うのではなく、この家に泊まり込んで諸もろ々もろのお手伝いをさせていただく、という」

「そ、それってそんな冷静に言っていいことか？　同どう棲せいみたいなもんじゃねえ……？」

「そうなりますね。……あ、でも、ご期待されているところ申し訳ありませんが、寝るのは別の部屋ですよ？　わたし、あくまでメイドですから。同どう衾きんまではいたしません」

「いやそれにしたってマズいだろ！」

　そんなぶっ飛んだオプションが付いていなくても、これほど桁違いの美少女と同じ空間で生活するということ自体がファンタジー過ぎて意味不明だ。

　けれど、メイド少女──姫路は、あまりピンと来ていない表情でこてりと首を傾ける。

「……？　ええと、そんなに恥ずかしいことでしょうか？　それとも恥ずかしいというのはフェイクで、単にわたしと同棲するのが嫌で嫌で仕方ないということですか？」

「何でそうなるんだよ……っていうか、そっちが気にしてないなら別に良いよ。嫌がられないかなと思っただけで、俺の方が嫌ってことは特にないし」

「あ、いえ。率直な意見を申し上げますと、普通に嫌です」

「!?　や、やっぱり嫌なんじゃねえか！」

「はい。ですがそれは、単にわたしが男性という存在に慣れていないというだけの話ですので。わたしのヘイトが向かっているのはご主人様ではなく、むしろあの女狐です」

　じとっとした目で呟つぶやく姫路。……どうやら、彼女は〝ご主人様〟になる人物が女性だと思い込まされていたようだ。そこへ俺が現れたんだから、まあ戸惑うのも無理はない。

　要するに、姫路もまたあの学長に振り回された被害者の一人というわけだ──言葉巧みに唆そそのかされ、いつの間にか学園島アカデミー最強を名乗ることになっていた俺と同じで。

「何かすげえ共感できるぞ、おい……」

「奇遇ですね。わたしも、ご主人様とは仲良くなれそうだなと思っていました」

　姫路はちっとも嬉うれしくなさそうに、小さく息を吐き出しながらそんなことを言う。

　ちなみに、彼女は何な故ぜかさっきから立ちっぱなしだ。紅茶を淹いれ終えた後も、胸元にトレイを抱えたまま俺の隣（といっても少し遠い位置だが）に直立している。

「……なあ、お前も座ったらどうだ？　せっかく席も余ってるんだし」

「いえ、どうぞお気遣いなく。わたしはご主人様のメイドですので」

「メイドでも何でも、隣に立たれてると俺の方が落ち着かないんだって。それに、学長から依頼されたってことは要するに〝身内〟なんだろ？　別に敬わなくていいからさ」

「……ええと……では、はい。ご主人様がそう仰おつしやるのであれば」

　姫ひめ路じはしばらく逡しゆん巡じゆんしてから頷うなずくと、スカートの裾を押さえるようにしながら三つ離れた席に腰掛けた。やけに微妙な距離感だが、その辺はさっきも言っていた〝男性に慣れていない〟という背景が関係しているんだろう。

　まあ、それはともかくだ。

「それで……さっきの話なんだけど、補佐っていうのはどういう意味なんだ？　メイド服だから勝手に家事とか想像してたけど、それなら学長が手配する理由がないよな」

　俺が〝７ツ星らしく〟いなきゃいけない、という事情から百歩譲って寮のチョイスは納得できるにしても、そこにメイドが住み込む意味は分からない。館内の維持だけなら週に何度か掃除に来てもらえば事足りそうだし、そもそも例の嘘うそには何も関係ないだろう。

「……なるほど、そこから聞いていないのですね」

　そんな俺の質問に、姫路はさらさらの銀糸を微かすかに揺らして頷いた。

「では──どうでしょう。少し長い話になりますので、先にお食事にするというのは？」

「え、食事？」

「……ぇ。あ、その、もしかして、どこかで済ませてきてしまっていますか……？　すみません。でしたら、今の言葉は聞かなかったことにしていただければ……」

　俺が咄とつ嗟さに返した反応に何やら勘違いをしたらしく、薄い表情をほんの少しだけ揺らす姫路。よく見ればその顔は〝しょんぼりとしている〟ようで、俺は慌てて両手を振る。

「い、いや、別にそういうわけじゃない。っていうか、色々あって昼もろくに食べられなかったから……あれ、なんか意識したら急にお腹なか減ってきたぞ!?」

　半分はフォローのつもりで、そしてもう半分は純然たる本心で告げる。式典前は例のキャラ作りに四苦八苦していたから昼食を取る時間なんて全くなかった。朝ご飯に簡素な菓子パンを食べたのはもう半日以上前の話だ。

　そんな俺の返事にそっと胸を撫なで下ろすと、姫路は微かな笑みと共にこう言った。

「……はい。それなら、良かったです」





　　　　♯



　異性の作る手料理、というだけで既に若干そわそわしていた俺だったが、それを差し引いても姫路の腕前はプロ並みだった。

　イタリアンのコースを意識しているのだろう。ハムを用いたお洒落しやれな前菜に、甲羅付きのエビやカニが惜しみなく投入されたメインのパスタ。色とりどりの野菜と一緒に盛り付けられたローストビーフは焼き加減も完璧で、その脇にちょこんと添えられたトマトスープにも相当な手間が掛けられているように見える。

「これ……もしかして、全部一人で作ったのか？」

「はい、実はつい先ほどまで。ご主人様の生活費という名目でいただいた島内通貨がかなりの額でしたので、少々張り切り過ぎてしまいました」

「……いやいやいや」

　どこからどう見ても〝少々〟なんてレベルじゃないと思うのだが……。

　まあともかく、せっかく準備してもらった料理なんだから温かいうちに食べるのがせめてもの礼儀というものだろう。先ほどと同じく立ちっぱなしだった姫ひめ路じをどうにか言いくるめて（少し離れた）席に着かせ、さっそく食事を始めることにする。

　そして、フォークに絡めたパスタを一口食べた瞬間、俺は両目を見開いていた。

「!?　う、うまっ……！　ちょ、何だよこれ美う味ますぎじゃないか!?　どう考えても人類の手で生み出せて良い味じゃないんだけど！」

「その言い方だと逆に極限まで貶けなされているような気もしますが……というか、無理に持ち上げなくていいですよご主人様。わたしの料理なら今後も頻繁に食べることになると思いますし、あまり大おお袈げ裟さに褒めていると後が保もちませんから」

「いや、大袈裟どころか全然足りないくらいなんだって！　俺にもっと語彙力があれば一時間でも二時間でも褒め倒してるぞちくしょう！」

　一瞬で胃袋を鷲わし掴づかみにされ、半ば感動しつつも食事を続ける俺。

　そんな俺の反応をどこか不思議そうに見つめながら、姫路は行儀よくスプーンを使ってスープを一口飲んでいた。それから、不意にポツリとこんなことを言う。

「何と言うか……ご主人様は、意外と素直に感情を表す方なのですね。めぎ──一いちノの瀬せ学長からは、表情を取り繕うのがずば抜けて上う手まいと聞いていたのですが」

「え？　ああ、いつもは確かにそうかもな。取り繕うっていうか、つい演技をしちゃうっていうか。でも俺、気を許した相手にはむしろガンガン本音が出ちゃうみたいで」

　言って、小さく苦笑する。……本土にいた頃も、仲の良い連中にはよく笑われたものだった。『お前ほど内心がダダ漏れなヤツもそういねーのにな』とか何とか……多分、普段から無意識に表情をコントロールしている反動なんだろうけど。

「……気を許した相手には、ですか」

　姫路は相変わらず静かな口調でそっと俺の言葉をなぞる。

「言いたいことは分かりますが……少し早すぎませんか？　初対面ですよ、わたしたち」

「ん……まあ、そうなんだけど。でもさ、ただでさえ頼れる相手が少ない状況なのに味方まで疑ってたらキリがないだろ？　それにお前、どう見ても悪いやつには見えないし」

「そう、ですか。……いえ。ご主人様が良いなら、わたしは構わないのですが」

　小さな声で呟つぶやいて姫ひめ路じはそっと俺から視線を逸そらす。もしかしたら、あまりにも思考が単純すぎて呆あきれられてしまったのかもしれない。

（し、失敗したなあ……うーん、これで嫌われたりしてなきゃいいんだけど）

　顔には出さないものの内心でそんな不安を抱く俺。……ちなみに、この会話の直後から姫路が少し饒じよう舌ぜつになるのだが、理由については結局よく分からなかった。




「──では、そろそろ詳しい説明に入りましょう」

　食事後、テーブルの片付けを終えた姫路に案内されて、俺はリビングとはまた別の部屋へと移動していた。シアタールームというやつだろう。内装の類たぐいは一切ないが、その代わり、入って左手側の壁には巨大な液晶スクリーンが埋め込まれている。

　俺をソファに座らせた姫路は静かにスクリーンの近くへ歩み寄ると、そこに設置されたタブレットを操作しながらゆっくりと口を開いた。

「画像や文章での解説についてはこちらのスクリーンに表示させていただきます。本来ならわたしの端末でも行えることなのですが、今はハッキングの危険もありますので」

「……ハッキング？」

「はい。正規に流通しているものではありませんが、他者の端末データを盗み見るアプリも存在します。……念には念を入れておきましょう、ご主人様」

「…………」

　冗談でも何でもない口調でそんなことを言う姫路に、俺はごくりと息を呑のんだ。……ああ、そうか。そうだよな。これから俺がやろうとしているのは、言ってしまえば大掛かりな詐欺だ。善悪で分けるなら明らかに後者。バレたら全てお終しまいなんだから。

　俺の理解がそこまで追い付いたところで、暗転していたスクリーンがパッと光を放ち始めた。間もなく画面に二人分の写真とプロフィールが表示される。一つは俺の、そしてもう一つは《女帝》の──ただし〝朱あか羽ばね莉り奈な〟ではなく〝彩さい園おん寺じ更さら紗さ〟としてのものだ。

「……こほん」

　俺が画面を確認し終えるのを待ってから、姫路は一つ咳せき払ばらいして話を始めた。

「ご主人様は今朝、学園島アカデミー最大のＶＩＰである彩園寺更紗様と《決闘ゲーム》を行い、半ば事故的に勝利してしまいました。この事実を知った一いちノの瀬せ学長は騒ぎが拡大する前にご主人様を確保し、理事会を騙だますべく偽の状況を作り上げます──すなわち、《女帝》を倒した転校生は新たな学園島アカデミー最強である、と」

　姫路の声に従って、画面上では赤髪の少女から俺へと〝星〟が移動している。

　この少女を〝彩園寺更紗〟だと言い切られると少し違和感があるが……しかし、それは彼女の嘘うそがそれだけ大きいということだろう。学長も姫路も理事会も、みんなあいつが本物だと思い込んでいる。……だからまあ、ここは話を合わせておくとしよう。

「ああ、そこまでは大丈夫だ。でも、それが〝補佐〟とどう繋つながるんだ？」

「そう焦あせらないでください、ご主人様。ご主人様はまだ学園島アカデミーに来たばかり。表層のことだけではなく、もっと根本的な部分から知っておくべきです」

　言いながらタブレットを操作して画面の表示を切り替える姫ひめ路じ。と、次のページには大きな正三角形が一つ映し出されていた。それも内部に何本かの横線が引かれていて、上に行くほど領域が狭くなっていく──いわゆる〝ピラミッド〟というやつだ。

「学園島アカデミーの〝星〟というのは、すなわち可視化されたカースト制度を表しています。学園からの絶対評価であり、所持数が多いほど優遇を受けられる確かな指標。そして、それとは別に、目に見えない権限のようなものも確実に強くなっていきます」

「権限？」

「はい。先に申し上げた〝優遇〟が各種の制限を取り払うものだとすれば、こちらの〝権限〟はもう少し深い事情……学園単位の勢力争いに関かかわるものですね。

　学園島アカデミーには、零ぜろ番区以外の各学区に一校ずつ、合計で二十の学園が存在します。そしてそれらの学園は、毎年〝ランキング〟という形で格付けされているのです。ランキングの影響は非常に大きく、順位に応じて翌年の予算や発言力、新入生の受け入れ上限、さらには学区の編成すら決まってしまうとか」

「へえ……じゃあ、そのランキングにも生徒の等級ランクが関係してるのか」

「はい、その通りです。学園に所属している全生徒の《決闘ゲーム》勝利数、一般的に上位とされる５ツ星以上の生徒の在籍数、各種イベントへの参加率と戦績。基準はいくつもありますが、最も重要なポイントが〝星〟であることは間違いありません。この図の上に行けば行くほどその人物の価値は高くなり、７ツ星ともなれば所属している学園がランキングトップにならなかった年を探す方が難しいほどです」

　姫路の説明を聞きながら、俺は静かに考え込む。……７ツ星の生徒がいるというだけで学園同士の優劣すら決まってしまう場合があるのか。なるほど、それは確かに最強だ。

「はい、そうなんです」

　銀髪をさらりと揺らして頷うなずきつつ、表情を変えないままピンと一本指を立てる姫路。

「そして──だからこそ、７ツ星の生徒は狙われます。それはもう、凄すさまじいくらいに」

「……ああ。まあ、そうなるよな」

　７ツ星というのがそれほどまでに価値のあるモノなら、当然どの学校もそれを欲しがっていることになる。６ツ星の生徒が７ツ星に勝てば繰り上がりで新たな〝最強〟になれるし、そうじゃなくても〝他校の勢力を大きく削った〟だけで充分すぎる大手柄だ。つまり７ツ星は、誰から見ても《決闘》を仕掛ける価値がある。

「……でもさ、《決闘ゲーム》ってのは自分の星を賭けて戦うんだよな？」

「そうですね。なので、もちろん無策で挑んでくる人はいないでしょう。ですが逆に言えば、少しでも勝算があるなら突っ込んできてもおかしくないということです。やはり勝った時のリターンがとても大きいですからね」

　そこで一旦息を吸って、姫ひめ路じは小さく指を揺らす。

「本来、７ツ星まで成り上がるような人間であればいくら狙われても問題はないはずなんです。例えば去年の《女帝》なら、トータル戦績で百十七戦百十七勝。完封です。星の数が増えれば《決闘ゲーム》用アプリ──《アビリティ》の選択肢も増えますので、それに見合った実力があるなら防衛は可能ということの証左にもなりますね。……ですが、それはあくまで本物ならの話です。ご主人様には、およそ才能と呼べるものがありません」

「なっ……何を根拠に？」

「……編入試験の点数、見ましたよ？　あれでは英えい明めいどころかどの高校にも受かっていないはずです。そう考えると、あの女め狐ぎつねはよほどご主人様が欲しかったみたいですね」

「!?　……ぐ、はぁっ……」

「……？　あ、申し訳ありません。少々言葉が過ぎました。ええと……そうですね、言い直します。目を覆うほど無残極まりないこの点数でもどこかの中等部ならあるいは──」

「フォローと見せかけた追い打ちじゃねえか！」

　哀れみを含んだ声音でなおも精神を抉えぐってくる姫路に半泣きで指を突き返す俺。元々大した点数が取れたとは思っていなかったが、まさか中等部でギリギリとは。

「こほんっ！　あ、あー……えっと、それで？」

　わざとらしい咳せき払ばらいを一つ挟み、俺はどうにか気を取り直して話を続ける。

「俺に才能がないっていうのはまあ分かったよ。だけど、それだけじゃないよな？　７ツ星って名乗ってるだけで本当は違うんだから──」

「はい。扱いこそ〝学園島アカデミー最強〟ですが、ご主人様の本当の等級ランクは１ツ星。優遇や権限に関しては全て１ツ星相当のものしか受けられません。様々な場面で制限を掛けられてしまいますし……中でもアビリティが最低限しかインストール出来ないのは致命的ですね。一応、《女帝》から赤の色付き星を奪えているのが救いと言えば救いですが」

「……？　色付き星って《決闘ゲーム》にも何か関係があるのか？」

「それなりに、ですね。色付き星を持っている生徒のみ使用できるアビリティというものがいくつか存在しますので、基本的に色付き星所持者シングルカラーは同じ等級の一般生徒カラーレスより少しだけ有利になります。……ただ、色付き星は強力な反面、《決闘》に敗れると真っ先に手放さなければならないという厄介な性質も持ち合わせていまして」

「ああ……それで彩さい園おん寺じが持ってた〝赤の星〟が俺に移ったわけか」

「その理解で間違いありません。つまり現在のご主人様は７ツ星かつ色付き星所持者シングルカラー……学園島アカデミーにこれより高い等級は存在しません。最強も最強、伝説も伝説。だからこそ倒した場合のリターンは破格になり、式典での啖たん呵かも相まって過去最高に〝狙われる〟のに──」

「……才能的にも権限的にも、俺にはそれを捌さばく能力がない、と」

　状況は入り組んでいるが、要約すればそんな感じだ。凄すさまじく《決闘ゲーム》を申請されやすい立場ポジシヨンにいるくせに、実際には１ツ星である俺はろくなアビリティを入れられない。それなのに〝一敗でもしたらアウト〟だなんて、厳しいどころの騒ぎじゃない。

　って……ああ、それなら、もしかして。

「補佐っていうのは、そういうことか？　俺が《決闘》に勝ち続けられるように……？」

「先回りされてしまいましたね──はい、その通りです。演技や立ち振る舞いに関してはご主人様の得意分野とのことでしたが、残念ながら《決闘ゲーム》はそれだけで乗り切れるものではありません。そのため、どうあっても補佐が必要という結論になるわけです」

　こちらをご覧ください、との声に従ってスクリーンへ視線を移してみれば、そこにはいつの間にか数人の男女が映し出されていた。年代も職種もバラバラの集団。真ん中にいるのは姫ひめ路じだが、その他の面子メンツには全く見覚えがない。そして、画面上部に記されているのはこんな単語だ──補佐チーム《カンパニー》。

　それを確認するや、姫路の碧あおい瞳が真まっ直すぐ俺に向けられた。

「いいですか、ご主人様。これから最大二年間──最短でもご主人様の嘘うそがバレてしまうまでの間、わたしたち《カンパニー》は全力でご主人様の補佐をいたします。主には《決闘ゲーム》、それ以外もたくさんです。例えば、ご友人と遊びに行く際に３ツ星制限の店に入れなかったら困りますよね？　高ランクでないと閲覧できない裏ＳＮＳで情報収集が出来ないのは不便ですよね？　ここ学園島アカデミーではそういった状況がいくらでも発生しますので。

　その辺りも含めて、何もかも。わたしたちがご主人様の〝嘘〟に付き従います」

「──────」

「……ええと、ご主人様？　どうかなさいましたか？」

「あ……いや」

　不覚にもちょっと〝格好良い〟と思ってしまったことはさておき。

　なるほど、とようやく腑ふに落ちた。俺の補佐を担当する少数精鋭：《カンパニー》。あの学長は、どうやらそこまでして俺を負けさせたくないようだ。露骨に誘導されているようで癪しやくな気もするが、こちらの目的と噛かみ合っている以上わざわざ拒否する理由もない。

　が……しかし、それでも一つの疑問は残る。

「なあ姫路。補佐っていうのは、具体的にどんなことをするんだ？　ほら、《決闘ゲーム》って一対一の勝負なわけだろ。他のやつが手なんか出したらマズいんじゃないのか？」

「そうですね。多人数参加型の《決闘ゲーム》もあるので一概には言えませんが、確かにそういった例外でもない限り《決闘ゲーム》に第三者が介入するのはご法度はつとです。ですが──いえ、口では少し説明しづらいので、ここから先は実演で」

　そこまで言ったところで不意に言葉を切り、姫路は俺の方へと歩みを寄せてきた。そして少し離れた位置で足を止めると、そっと囁ささやくような声音でこんなことを言ってくる。

「ご主人様、ちょっと端末を確認してみてください。……はい、真ん中にある《決闘ゲーム》のアイコンです。恐らく既に凄すさまじい数の申請が入っていると思うのですが」

「え？　どれどれ……って、うわっ!?　よ、四十二件!?」

　凄まじいなんてレベルじゃなかった。例の宣戦布告をかましてからたった数時間で四十人もの生徒に喧けん嘩かを売られたのか、俺は……。

　若干のショックを受けながら、それでも俺は姫ひめ路じに言われるがまま端末の画面をスクロールしていく。姫路の方はじぃっと碧あおい瞳でそれを見つめていたが、やがて唐突に「止めてください」と呟つぶやくとメイド服に包まれた右腕を伸ばしてきた。

　彼女の指先が触れたのは〝詳細表示〟と書かれた項目だ。

　該当する《決闘ゲーム》申請者の等級ランクや所属している学園名、さらには《決闘ゲーム》内容といった諸もろ々もろの情報がポップアップされていき……その直後、姫路の口元が微かすかに笑んだ。

「これ、ですね。──この《決闘ゲーム》を初陣にしましょう、ご主人様。あまり派手さはありませんが、補佐の実演チユートリアルをするにはぴったりです」

「ん……《決闘ゲーム》名《50／50フイフテイー・フイフテイー》。ルールは──えっと、相手プレイヤーがセットしたカードの裏表を当てるだけ？　……要するに、運ゲーってことか？」

「はい、そのようですね。普通に考えれば戦略の絡む余地はあまりなさそうです」

「はいって……いや、それじゃマズいだろ。俺は絶対に勝たなきゃいけない」

　７ツ星を名乗るというのはそういうことだ。

　いや──もちろん、運ゲーといっても〝心理戦〟の要素はあるのだろう。演技が活いかせるということもあって決して苦手なジャンルではないはずだし、無策で突っ込んだとしても多分どうにかなるとは思う。だが、それでも負ける可能性がある時点でダメなんだ。一度負けたら即ゲームオーバーという縛りがあるんだから、そんなリスクは犯せない。

　けれど、姫路は俺の懸念を淡々と受け流す。

「もちろん、それも承知しています。その上で、この《決闘ゲーム》が最適だと」

「えっ……じゃあ、これを〝必勝〟に出来るってのか？　……どうやって？」

「どうって、決まってるじゃないですか。才能も権限もまるでないご主人様を、それでも絶対に勝利へと導く確かな方法。そんなものは、この世に一つしかありません」

　ナチュラルに酷ひどいことを言いながら、姫路は真まっ直すぐ俺の瞳を覗のぞき込んできた。それからおもむろに右手を持ち上げると、ピンと立てた人差し指を自身の唇に触れさせる。

　そして、ほんの少しだけ悪戯いたずらっぽい仕草と口調で、彼女は静かにこう言った。

「──イカサマ、ですよ」





　　　　♯



　翌朝。

（やばい……やばい、思った以上に集まってるな……）

　姫ひめ路じが選んだ《決闘ゲーム》を受諾することにした俺は、朝一で指定の場所までやって来ていた。英えい明めい学園の最寄り駅である〝学園前駅〟に付随した楕だ円えん形けいのバスロータリー。周囲を道路に囲まれた孤島のような空間に俺はいる。

　何でもない風を装って辺りを見渡してみれば、ざっと二百人近く集まっているだろうギャラリーの姿が目に入った。俺と同じ英明の生徒が大半だが、そうでない連中もちらほらといる。そして彼らは例外なく、輪の中心に立つ俺へと好奇の視線を向けている。

「…………」

　自然、緊張で頬ほおが引き攣つりそうになるが……実際のところ、この盛り上がりは全くの偶然というわけじゃなかった。むしろ半分以上は意図的だ。昨日の夜に俺が《決闘ゲーム》の申請を受諾した際、姫路の指示で〝公開設定〟──《決闘ゲーム》開催の旨むねが島内ＳＮＳＳＴＯＣにて通知される設定──を適用したためにこれほどの人数が集まってしまっているんだろう。

　ちなみに、当の姫路曰いわく。

『──いいですか？　インパクトです、ご主人様。確かにご主人様は《女帝》を倒したことで注目を浴びていますが、逆に言えばまだ注目されているだけです。現段階ではご主人様の実力を疑う人さえいるでしょう──なので、先制して黙らせます』

　とのことらしい。

（要するに〝地盤固め〟ってやつだよな……ま、その理屈は分かるけど）

　そんなことを思い返しながら、俺はこっそりと息を吐いた。《決闘ゲーム》云うん々ぬんもそうだが、人が大量に集まっているということはそれだけ嘘うそがバレるリスクも高くなっているということだ。この《決闘ゲーム》が終わるまで、一瞬たりとも気を緩めるわけにはいかない。

　──と。

「よぉ、待たせちまったみてーだな！」

　俺が内心で覚悟を固めた瞬間、ギャラリーを掻かき分けるようにして一人の男子生徒が姿を現した。髪は明るい茶色で、適度に着崩している制服は俺の知らない学校のものだ。

　彼は、俺の前まで歩いてくると気さくに片手を持ち上げた。

「悪い悪い、準備に手間取っちまってよ。それじゃ改めて──オレは柴しば田た、柴田響ひびきだ。九番区・神楽かぐら月づき学園の二年で、等級ランクはこの前２ツ星に上がったばっか。今話題の学園島最強アンタと《決闘ゲーム》が出来るなんて夢みてーだ！」

「そいつはどうも。けど、その〝最強〟に挑むにしてはやけに自信満々だな？」

「ああ、そりゃまーな！　いくら格差戦って言ったってこちとら貴重な貴重な〝星〟を賭けてんだ。当然、勝つ気でいるに決まってんだろ！」

　そう言って勢いよく両の拳を突き合わせるシバタ。７ツ星を墜おとすという規格外の宣言に、周囲のざわめきがまた一段と大きくなる。……だが、それは俺からしても望むところだった。端はなから負ける気でいる相手に勝ったって何のプロモーションにもなりはしない。

　だから、俺はニッと右の口角を持ち上げて。

「ハッ……面白い。良いぜ、それじゃ好きなだけ試してみろよ──返り討ちにしてやる」

　──煽あおるような口調で思いきり啖たん呵かを切ったのだった。




　学園島アカデミーで執り行われる《決闘ゲーム》には、いくつか共通のルールが定められている。

　──第一に、《決闘ゲーム》は自分より多くの星を持つ相手にしか申請できない。

　これは〝星獲とりシステム〟の根幹を成すルールだ。《決闘ゲーム》は自身より上のランカーにしか申請できず、その勝敗によって星の移動が発生する。基本的には〝勝てば星が増えて負ければ星が減る〟という単純な構造だが、仮に負けたのが１ツ星の生徒なら星ではなく島内通貨でペナルティを代用することが出来たり、逆に５ツ星以上の生徒は上位ランクの相手に勝たないと星が増やせなかったりと、細かなルールがいくつも付随している。

　──第二に、《決闘ゲーム》の内容を決めるのは申請者側である。

　こちらは、言ってしまえば星獲りシステムの〝健全性〟を保つための措置だ。申請者より上位にあたる防衛者キーパーが内容まで決めてしまうと星の移動が全く起こらなくなる可能性があるため、そこだけは申請者側に優位が付くようになっている。また、それと同じ理由から、《決闘》の申請は決して棄却することが出来ないようだ。もし申請が一つでもある状態で一週間《決闘ゲーム》をせずにいると、特別な事情がない限り自動で降格処分が発生する。

　そして──第三に、《決闘ゲーム》には最大三つまで《アビリティ》を持ち込める。

　これまでも何度か耳にした例のアレだ。《決闘ゲーム》に参加する各生徒は、勝負を有利に進めるための〝《決闘ゲーム》用アプリ〟を最大三つまで登録しておける。ここで選んだアビリティは、《決闘ゲーム》中には一切変更できないものらしい。

「…………」

　これらを端的にまとめてみれば、俺は〝データ的には〟７ツ星だから絶対に《決闘ゲーム》の内容を決めることは出来ず、誰に勝っても星は増えず、なのに〝本当は〟１ツ星だからアビリティは最低限しか組み込めない、と。……え、何これクソゲーじゃない？

「──っし、準備完了だ！　それじゃ、ここらでルールの最終確認といこうじゃねえか」

　俺が内心で悪態を吐ついていると、アビリティの登録を終えたらしいシバタがそう言って指を突き付けてきた。その仕草はやたら大おお袈げ裟さで、俺が言うのも何だが──本当にその通りだが──学園島アカデミー最強に挑むという少年漫画的展開イベントに興奮しているのが窺うかがえる。

　そんな彼が右手を振り上げると、連動するようにして端末の画面が投影展開された。

「《決闘ゲーム》名《50／50フイフテイー・フイフテイー》──勝負の方法は単純だ。まず、ランダムで先手と後手を振り分ける。先手になったヤツの端末にはカードが一枚表示されるから、表と裏のどっちでセットするか決めるんだ。んで、もう一人はそれを当てる。表か裏かの二択でな。

　その流れを三回やったら、今度は後手がカードをセットする側になる。こっちも同じことを三回繰り返して、その時点で当てた数に一つでも差があればゲーム終了だ。逆に同点なら最初に戻って仕切り直し。……な、簡単だろ？」

　シバタの説明が終わるなり、ギャラリーのざわめきが少しだけ大きくなったのが分かった。批判や失望めいた声すら聞こえてくる。……が、まあそれも仕方ない話だろう。自信満々に出てきておいて繰り出す勝負が〝運ゲー〟なんて、実際意味が分からない。

　それでも、彼は得意げに笑っている。

「ま、みんなの言いたいことも分かるぜ？　こんなのどう考えても運ゲーじゃねーかってさ。しかもこれ、実はほとんどのアビリティが役に立たないようになってるんだ。このルールなら《確率改変》も《数値管理》も意味がねー。完全に、純然たる運ゲーだ」

「……へえ？　そこまで言い切るってことは、あえてそういう風にしてるのか」

「ったりめーだろ学園島アカデミー最強。いいか？　オレみてーなクソ雑ざ魚こ２ツ星は滅めつ多たなことじゃアンタに勝てやしないんだ。２ツ星と７ツ星じゃ才能も何もかも違い過ぎるから。……でも運ゲーならどうだ？　オレが普通の《決闘ゲーム》をやってアンタに勝てる可能性なんて皆無だけど、それが運ゲーなら常に五割だ。ほら見ろ、圧倒的高確率だろうが……ッ！」

「ん……？　じゃあ、最初から〝勝てればラッキー〟くらいのつもりだったのか？」

「はっはー！　何甘いこと言ってんだよアンタ！　オレの狙いはそんなことじゃねえ、これをムーブメントにすることだ！　たとえオレが勝てなかったとしても、運ゲー戦法の有効性が知れ渡ればみんなアンタに《決闘ゲーム》を仕掛ける！　いいや、アンタだけじゃなく理論上は誰でも引ひき摺ずり下ろせるはずだぜ!?　んでそうなった暁には、オレの評価も爆上がり──!!　あははははは!!　それでこそ星を賭ける価値があるってもんだぜ！」

（っ……なるほど、そこまで考えてやがったのか）

　この茶髪、見た目に反して意外と頭は回るようだ。仮に敗北して星を失うことになったとしても確実に利益リターンを取りに行けるような二段構えの構造。いわゆる番外戦術の類たぐいにはなるが、これが低ランクなりの戦い方ということなんだろう。

（……でもまあ、実際にはちょっと甘く見過ぎってことらしいけど）

　これは姫ひめ路じから聞いた話になるが──例えば、５ツ星以上の生徒がインストール出来るアビリティの中には〝相手の端末を覗のぞけるアビリティ〟というのが存在するらしい。

　他にも有効なアビリティはいくつかあるとのことだったから、やはり情報量の差から来る穴は多そうに思える。……ただ、それらは全て俺が７ツ星であるという偽の想定に基づく結論だ。実際にはそんな規格外のアビリティは入れられないし、もっと言えば今回は何一つ登録セツトしていない。であれば本当に〝単なる運ゲー〟ということになってしまう。

　絶対に負けることが出来ない俺にとって、それはどう考えても致命的。

　だけど……昨日の夜、そんな懸念をぶつけた俺に、姫ひめ路じはくすりと小さな笑みを零こぼしたのだ。『そんな時のためにわたしたちがいるんですよ』と、囁ささやくような声音でそう言って。

　──不意に、右耳に付けていたイヤホンからピッと微かすかな音がした。

『もしもし。聞こえていますか、ご主人様。イエスなら首筋に手を当ててください』

　そして続けて透明な声。……姫路だ。仕草で返事を確認できるということは、どうやらすぐ近くまで来ているらしい。ギャラリーの中にでも紛れているのだろうか。

　視線を正面に固定したまま、俺はそっと右手を首へ遣やった。

『確認いたしました。では本題です──お待たせしました、ご主人様。《カンパニー》メンバー・加か賀が谷やさんの寝坊により少々の遅刻をしてしまったこと、深くお詫わびいたします』

『んぇ？　あたしのせいじゃないよぅ……あたしが朝弱いって知ってるのにこんな時間から《決闘ゲーム》の予定組む白しら雪ゆきちゃんが悪いんじゃんかぁ』

『……まだ眠いみたいですね、加賀谷さん。先ほど差し上げた特製コーヒーの二杯目をご所望ですか？』

『うげっ！　あ、あのゲロマズ拷問黒色流体ならもう二度と要らない……』

『ならしゃきっとしてください。はいしゃきっと』

『うぅ……らじゃあ……』

　イヤホンの向こうでそんな気の抜けるやり取りが展開されるのを黙って聞き流す俺。

　加賀谷さん──現在、姫路と同行しているんだろうその人物は、今回の作戦に参加してくれている《カンパニー》の一員だ。昨晩話した際はもう少しまともなお姉さんという印象だったのだが、今はふにゃふにゃとした声ばかりが耳元から聞こえている。

　その辺りでようやく高笑いを終えたのか、シバタがザッと右腕を振り下ろした。

「おっし、前振りはこれで完璧だ！　そろそろ《決闘ゲーム》に移らせてもらうぜ！」

　そんな発言と同時、彼の背後に展開された投影画面が一瞬で《決闘ゲーム》のそれへと切り替わる。続けて画面いっぱいに映し出された表示によれば、どうやらシバタが先手──つまり先にカードをセットする側、ということに決まったらしい。

（で、俺はそれを表か裏かで当てるだけ。普通に考えればここで鎌掛けでもして揺さぶるのが正解なんだろうけど……まあ、今回は《カンパニー》のお手並み拝見ってことで）

　作戦の内容については最低限しか聞かされていないため、誰にも気付かれないようこっそりと首を捻ひねる俺。すると、イヤホン越しの姫路がこんなことを言ってきた。

『──ご主人様。ここからは、わたしたちの指示に対して〝了解〟なら右手を、逆に〝もう一度言え〟なら左手を、それぞれ肩以上の高さまで上げてください。首でも髪でも口元でも、触る場所はどこでも構いません。ともかく返答はそれで』

（ん……右手か）

『ありがとうございます。……それでは、一通り準備も整ったところで、さっそく昨日申し上げた〝実演〟を始めたいと思います。ただ、今回はさほど入り組んだ案件でもありませんので、わたしは単なる通信役。実際の作業は全て加か賀が谷やさんが担当します』

『うぃーっす、加賀谷のねーちゃんだよん。朝弱いのに無理やり起きてるからテンションがおかしいのは許せ、緋ひ呂ろ斗とくん。……否、ヒロきゅん』

（否って何だよ否って……まあいいか、右手右手）

『やたっ、ヒロきゅん公認だぁ！』

『……このように加賀谷さんは若干面倒な方なので、ご主人様もお気を付けくださいね。

　では、具体的な説明になりますが──実は今回、ご主人様にやってもらうことはそう難しくありません。加賀谷さんのハッキングで相手側のカード選択を三回とも全て〝裏〟に固定しますので、ご主人様は回答フェイズに入り次第ひたすら〝裏〟と答えるだけ。そしてその際に、イカサマを疑われないような演技をしていただきたいのです』

（────は？）

　流れるように耳じ朶だを打った言葉に思考が止まり、右手も左手も上げられずに固まる俺。

　まさかイヤホンの調子が悪くて雑音でも混じったのか、と一瞬思ったが……しかし目の前の光景がはっきりとその想像を否定する。

「あ……あれ？　おかしいな、くそっ……な、何で反応しねーんだ!?」

　指先で端末を連打しながら、焦あせりの滲にじむ表情でそんな悪態を吐つき始めるシバタ。……察するに、彼の手元にある端末は既に一切の操作を受け付けなくなっているんだろう。呆ぼう然ぜんとその様子を眺めながら、俺はそっと左手で髪を弄いじる。

『……？　伝わりませんでしたか、それは大変失礼いたしました。ええと……つまりですね、現在《カンパニー》の電子機器担当である加賀谷さんが対戦相手の端末に強制介入しているのです。介入といっても単に操作が効かないようにロックを掛けているだけなのですが、初期画面のカードが〝裏〟になっているので彼は永遠に裏しか選べない、と』

「…………」

『あ、もちろん手段としては真っ黒ですよ？　《決闘ゲーム》に第三者が介入するのはそれ自体が違反ですし、ハッキング等で他者の端末にアクセスするのも禁忌です。なのでバレたら当然アウトですが──まあ、そんなヘマはいたしませんので』

　涼やかな声音で断言する姫ひめ路じ。……もう、いっそ清すが々すがしいほどに不正イカサマだった。躊ちゆう躇ちよなんか微み塵じんもない、徹底して外げ道どうに振り切った強引な手段。──だけど、

（ああ……そうか、そういうことか）

　それが理解できていてもなお、俺の胸に湧き上がってきたのは忌避感でも正義感でもなく単なる〝納得〟の感情だった。なるほど、確かにこれなら絶対に勝てる。運要素なんか絡む余地はどこにもなく、勝者は《決闘ゲーム》の開始前から決まっている。

　いや、もちろん普通ならそう簡単な話ではないのだろう。何しろここは〝星〟が全ての学園島アカデミーだ、《決闘ゲーム》の重要度は非常に高い。きっと俺以外にも不正を使って《決闘ゲーム》に勝とうとしたやつはいくらでもいるはずで、だからこそその辺りの監視も厳しいはず。《カンパニー》の技術力がいくら優れていたとしても、それ以前の問題として、そもそもイカサマが成立しにくい環境が既に出来上がってしまっている。

（だけど──それなら、誰にも疑わせなければいいだけだ）

　調べられたら困る事情があるんだから、最初から疑われないようにするしかない。怪しまれる隙なんかないくらい完璧に〝７ツ星〟を演じ切ってやるしかない。

　だから俺は、小さく息を吸い込むと、そのまま右の口角を吊つり上げて……言った。

「──なあ、どうしたんだよお前。もしかして、動けないのか？」

「！　ち、ちがっ……そうじゃない。そうじゃなくて、端末が急に壊れたんだよッ！」

「端末が？　いや、そんなはずないだろ。《決闘ゲーム》が何事もなく進行してるんだからお前の端末は壊れちゃいない。言い訳にしちゃ随分とお粗末だな」

「い、言い訳って、何でオレがそんな──」

「簡単だ。……だって、怖いんだろ？」

　威嚇するような足取りでもう一歩シバタとの距離を詰め、俺はギャラリー全体に見えるようにニヤリと顔を歪ゆがませた。酷薄に、凄惨に、あえて恐怖を煽あおるように、得体の知れない学園島アカデミー最強として悠然と言葉を紡ぎ続ける。

「最初から怖かったんだろ？　《女帝》を下した俺が薄気味悪くて仕方ない。大勢が見てる前で無ぶ様ざまに膝を突かされるのが嫌だ。だからそんな空元気みたいなテンションを維持してるんだろ？　本当はここに来たくなくて、そのせいで遅刻までしたっていうのに」

「っ……ち、違うっての。オレは、アンタを引ひき摺ずり下ろすために──」

「へえ。……にしては、手も足も震えまくってるように見えるけどな。そんなんじゃ端末がまともに操作できないのも当たり前だと思うぜ？」

「そ、そんな、わけ……」

　俺の言葉に必死で反論しながら、シバタはカードの選択に入ろうとする。しかし本当は手の震えなんかじゃなくハッキングによってロックされているんだから、どう足あ掻がいても操作が効くはずはない。そのまま一度目の制限時間が終了して俺に回答権が渡される。

　当然、答えは。

「──裏だ」

「…………ッ!!」

　こんなの外しようがない。……真っ青な顔で二度目のカードチョイスに移る彼だが、その動きが先ほどよりも鈍くなっているのは明らかだった。当然ながら今回も無選択のまま回答フェイズに突入し、俺は〝裏〟と口にするだけであっさりと二点目を獲得する。

『おぉおー！　なかなか凄すごいね、ヒロきゅん』

『……はい。直じかに見たのはわたしも初めてですが、見事なものです。これだけの視線に囲まれて一切ボロが出ないとは……確かに、あの女め狐ぎつねが注目するのも頷うなずけますね』

　イヤホンから聞こえる声にも一切反応しないまま、余裕の笑みを浮かべ続ける俺。

　そして、こちらが三回連続でシバタの選んだカードを当て、ようやく先手後手が入れ替わるという段になった辺りで──不意に、彼はがっくりと地面に膝を突いた。

「ぁああああああダメだ！　もうやめてくれっ、これ以上は耐えられねえ！　オレの負けで良い、負けで良いから許してくれぇえええええっ！」

　悲鳴じみた絶叫が空気を裂く。……どうやら、恐怖が膨らみ過ぎて限界まで追い込まれてしまったようだ。まあ、この状況では賢い選択と言えるのかもしれないが。

　ともかく──そんなシバタの〝敗北宣言〟によって、ギャラリーの盛り上がりはまた一段と大きくなった。「狙いは良かったんだけどなあ」と悔しがる連中。「待て、今何が起こったんだ……？」と呆あつ気けに取られている連中。「連勝とはやるじゃねえか」と好戦的に呟つぶやく連中。内容は様々だが、訝いぶかしげな顔をしているやつは多少なりとも減った気がする。

（これがインパクト、ってやつか。荒業だけど……うん、確かに効果は出てるみたいだ）

　内心でホッと胸を撫なで下ろしながら、俺は誰かに呼び止められないうちにさっさとその場を去ることにした。ギャラリーを突っ切って、ロータリーを抜け出して、大通りを経由してから人ひと気けのなさそうな小こ径みちに入る。周囲を確認しつつぐったりと壁に寄り掛かる。

　そうして右手の甲を額に当てながら、一言。

（こ、怖かったぁああああああああああああああああっ！）

　──正確には口に出したわけじゃないが、心の中で大声を上げる。

　いやもう、本当にどうにかなってしまいそうだった。シバタには平気な顔で『怖いんだろ？』なんて煽あおっていたが、本来ならその言葉が相応ふさわしいのは俺の方。ずっと大勢の視線に晒さらされまくっていたせいで、《決闘ゲーム》の開始から終了まで……いや、何なら今でもバクバクと心臓が早鐘を打っているんだから。

　７ツ星になってから初めての《決闘ゲーム》。初めてのお披ひ露ろ目め。

　それから、衝撃という意味では補佐チーム《カンパニー》のことも思考の大半を占めていた。……ああ、確かにあれは使える。今回の《決闘ゲーム》に関しては俺が一人で挑んだとしても恐らく勝てただろうが、それでも〝確実な〟勝利を目指すという意味ではこれ以上に頼りがいのある手段は他にない。相手の意図や、場合によってはアビリティをも上回る圧倒的なイカサマ。俺の〝嘘うそ〟を貫くために、姫ひめ路じたちの補佐は間違いなく役に立つ。

「最悪すぎる状況だって思ってたけど……おかげで、少しは楽できそうだ」

　額に手を遣やったまま、ポツリと小さく呟く俺。

　と──そこに、姫路からの着信が入った。今回はイヤホンではなく普通に端末への連絡だ。俺はもう一度辺りを見渡してから、抑えた声で電話に出る。

「もしもし、姫ひめ路じか？」

『はい。いかがでしたか、ご主人様。先ほどの〝チュートリアル〟の手応えは』

「いかがも何も、凄すごすぎるって……！　完全に予想以上だった。正直言うと昨日まで半信半疑だったんだけど、もう疑いなんて欠片かけらもねえよ。ホントありがとな、助かった」

『……良かった、認めていただけたようですね。それなら何よりで──』

「ああ。面倒な状況に巻き込んじまって悪いけど、めちゃくちゃ頼りにしてるから！　これからもよろしくな！」

『！　……そ、そう、ですか。そう言っていただけるとわたしも……いえ、何でもありません。忘れてください。……ともかく、本日は始業式が行われます。何かあれば音声にてサポートいたしますので、そろそろ学園に向かうことにしましょう』

「？　あ、おう。そうだな」

　何な故ぜか少し口籠もっていた姫路だったが、すぐに気を取り直してそう続けた。……もしかして、ちょっと照れてるのか？　うーん……まあ確かに、いくら信用したとはいっても軽々しく使っていい言葉じゃなかったかもしれない。

（気を付けないと……ったく、だからいつも素直すぎるって笑われるんだ）

　自戒を込めて何度か首を横へ振り、俺は溜ため息いき交じりに地図アプリを起動した。





[image: ]
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「──うげ」

　早朝の《決闘ゲーム》で華麗なイカサマ勝利を収めてから少し後。

　地図アプリのナビゲートに従って英えい明めい学園を目指していた俺は、その途中で遭遇した光景に思わず顔をしかめていた。

　学園の門前に広がる少しばかり開けた空間──そこに、どう見ても英明のものではない制服を着た連中が集っているんだ。数は七人ほどで、性別はいずれも女子。華やかな雰囲気が目を引くためか、登校中の生徒たちも次々に足を止めている。

　そして、その中心で腕を組んでいる赤髪の少女は、やたら見覚えのある顔をしていた。

「……やっと来たわね」

　朱あか羽ばね莉り奈な──もとい、彩さい園おん寺じ更さら紗さ。つい半日ほど前に、ちょっとした勘違いと行き違いが原因で俺にとんでもない嘘うそを告白してしまった元７ツ星の《女帝》である。

　そんな彩園寺（言い間違えてもアレだから呼び名はこちらで統一しよう）は、取り巻きたちを片手で制しながらツカツカとあえて音を立てるように近付いてきた。そして二メートルほど離れた位置で静止すると、皮肉っぽい笑みと共に口を開く。

「おはよう、篠しの原はら。昨日はよく眠れたかしら？」

「……？　ああ、まあいつもと同じくらいは寝たと思うけど……それが何だよ？」

「いえ、別に？　あなたに負けたことが悔しくて悔しくて結局一睡も出来なかった私に対する謝罪なんか全く求めてはいないけど？」

　出会い頭がしらから機嫌の悪さを隠そうともしない彩さい園おん寺じ。……ただ、態度こそ刺とげ々とげしいものの、彼女の口調はちゃんと〝お嬢様モード〟に切り替わっている。昨日とは違って、あくまでも冷静さを保った上でこの会話を持ち掛けてきているということなんだろう。

　まあそれ以上の意図はさっぱり読めないが、とりあえず乗ってみることにした。

「ハッ……知るかよ、そんなの。お前が負けたのは単にお前が俺より弱かったからだ。そこに謝罪が必要か？　『お前より才能があって悪かった』って？」

「こ、のっ……やっぱり調子に乗ってるみたいね。その言葉、後悔させてあげるから」

「へえ？　ま、出来もしないことを吠ほえるのは弱者の特権ってやつだよな」

「あら、どうかしら？　私の信条は〝有言実行〟っていうの。あなたみたいな一発屋と一緒にしないでもらいたいわ」

「ああ、奇遇だな。俺もお前とは一緒にされたくない」

「……チッ」

　おいこのお嬢様（偽）舌打ちしたぞ……自分から煽あおってきたくせになんてやつだ。

　ちなみに、ボソボソと聞こえる声を拾ってみた限り、俺たちのやり取りを見ている連中の大半は単なる興味本位らしい。実際、俺と彩園寺の関係性については〝敵対〟が一番妥当なわけで、そこに疑いの目を向けてくるやつは今のところいない。

　大勢のギャラリーに見守られながら、彩園寺は慣れた仕草で豪ごう奢しやな髪を掻かき上げた。

「ふん……まあいいわ。今日はとりあえず〝私がまだ折れてない〟ってことを主張するために来ただけだから、話はこれでおしまいよ」

「ん？　ああ、何だ。そうなのか」

　彼女の言葉にちょっと拍子抜けしたようなテンションで答える俺。

　と……そうやって俺の気が緩んだ瞬間、目の前で腕を組んでいた彩園寺がほんの一瞬ルビーの瞳を動かした。何かを確認するようにちらりと俺の制服を見み遣やって、そして。

「──全くもう、だらしないわね」

　不満げな表情を崩さないまま、彼女は俺との距離をさらに詰めてきた。ざわ、とギャラリーに大きな動揺が走る中、彩園寺は彼らにも聞こえるような声でこう続ける。

「ネクタイが曲がってるわ。……ねえ、あまり７ツ星の価値を貶おとしめないでもらえる？　この私がすぐに取り返す予定なんだから」

　口端に小さな笑みを浮かべながら俺の胸元に手を伸ばし、器用にネクタイを整えてくれる彩園寺。同時にふわりと柔らかな香りが鼻をくすぐる。……出会いが出会いだけにどうしても突っかかってしまうが、こうして見るとやっぱりとんでもなく可愛かわい──

「……うーん、このまま締め上げてやろうかしら……」

「おい」

　前言撤回。やっぱり（顔以外は）全然可愛くなんかない。こいつにドキドキすることがもし仮にあったとしても、それはきっと恋じゃなくて恐怖だ。心因性のアラートだ。

　俺のネクタイを整え終えた彼女は、つい、と身体からだを離しながら悪戯いたずらっぽくこう言った。

「それじゃ、また今度ね。あなたが７ツ星陥落の最短記録を更新できるかどうか、陰ながら楽しみにしているわ」

　最後まで煽あおりに煽りを重ね、ようやく満足したのかくるりと俺に背を向ける彩さい園おん寺じ。彼女はそのまま一度も振り返ることなく三番区の方面へと歩いていき、少し遅れて取り巻きたちも──俺をキッと睨にらみ付けてから──その背中を追い始める。

　そうして一人残された俺は、とりあえず「……ふう」とクールキャラぶった溜ため息いきなんか吐ついていたのだが……何気なく視線を下に向けた瞬間、ふとあることに気が付いた。

（胸ポケットの中に、紙……？　もしかして、さっき彩園寺あいつが入れたのか？）

　四つ折りにされた紙片。無理やり押し込まれたからか、角かどの部分がほんの少しだけ折れている。……ああ、なるほど。ネクタイがどうのというのはこれを仕込むための口実だったわけか。確かに俺も彼女もどうしたって注目を浴びすぎる。お互いの連絡先を知らない現状では、こうでもしないとコンタクトすら取れやしない。

　後で確認したところ、メモには座標データと共にこんな指令が書き付けられていた。

《──放課後、誰にも見られないようにこの店に来ること。いい？　遅刻厳禁だから！》
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「はい！　はい、みんな聞いてください！　学年が上がってクラス替えがあって、興奮するのは分かりますけど他にも大事なお話があるんです！　注目！　先生に注目～っ！」

　……ざわざわと喧けん騒そうの止やまない教室に一際高い声が響く。

　それに従って室内に静けさが浸透していく中、一人廊下に立つ俺は、右手を胸に押し当てながらゆっくりと深呼吸を繰り返していた。

　あの後──彩園寺との煽り合いを終えてすぐのこと、急ぎ足で学校に向かった俺を待ち受けていたのは年度初めの始業式だった。そして、それも三十分やそこらで終わり、今日は授業も行われないため残るはホームルームのみという状況になっている。

　それ自体は有り難い話なのだが……しかし、俺にとってはここからが正念場だった。

（ふう……気合を入れろ、俺。今この教室には三十人以上の生徒がいる。で、そいつらは多分、今後俺との関わりが一番多くなる連中だ。……ってことはつまり、例の〝嘘うそ〟がバレる可能性もそこら中に転がってるってことだからな）

　所属生徒の持つ星の総数が学校ランキングに影響する、という制度の関係上、同じ学園の生徒同士が《決闘ゲーム》をすることは基本的にない。けれど、俺の嘘うそが関かかわるのは何も《決闘ゲーム》だけじゃないんだ。ボロを出さないよう常に気を張っている必要がある。

「──うんっ！　静かになりました。ありがとうございます、優秀なＡ組みんなの担任になれて先生すごく嬉うれしいです。これから一緒に頑張って……じゃなかった！　そうそう、大事なお話！　あのですね？　今日はなんと、みんなに転校生を紹介したいと思います！」

「…………」

「へ？　そんなのみんなもう知ってるって？　う……わ、分かってますよぅ。でも先生がこのクラスの担任なんだもん。だから紹介は先生の役目！　というわけで──どうぞ！」

　明るい声が扉越しに投げ掛けられ、俺はそっと右手を前に伸ばした。そしてガラリと躊ちゆう躇ちよなく引き戸を滑らせ、視線を揺らさないようにしながら教卓の近くまで足を進める。

　それから一転、堂々とした所作でクラスメイトの方へと向き直った。

（うっ……当たり前だけど、みんな興味津しん々しんって感じだな）

　誰一人として例外なく、三十人からなる同級生たちは揃そろって俺を見つめている。……とはいえ、その視線は昨日や今朝のそれとは違い、ほぼ全てが好意的なものだ。尊敬、あるいは羨望。島唯一の７ツ星が同じクラスにいるという非日常的なワクワク感。

　もちろんどれも間違った評価でしかないのだが、それでも平然と受け止めて口を開く。

「──初めまして。もう知ってる人もいるみたいだけど、俺が転校生の篠しの原はらだ。一昨日おとといこの島に渡ってきたばかりで不慣れなことも多いから、諸もろ々もろ含めてよろしく頼む」

　用意してきた言葉を紡ぎ終え、礼の代わりに視線をわずかに下げる俺。若干ふてぶてしいような気もしたが、恐らく例の宣戦布告スピーチを聞いていたやつが多かったんだろう。それより大分マイルドになった今回の挨拶は割と普通に受け入れられた。

「うん。ありがとう、篠原くん」

　そこで俺に声を掛けてきたのは、今まで教壇の脇に立ってニコニコしていた若い女の先生だ。栗くり色いろのショートボブにゆるふわなウェーブをかけた、どことなく大学生みたいなイメージの女性。彼女は生徒たちに向き直るや人差し指をくるくる回して続ける。

「そんなわけで、転校生の正体はみんなの予想通り篠原緋ひ呂ろ斗とくんでした。篠原くん、何か困ったことがあったら遠慮なく頼ってくださいね？　それに──それに、そう！　みんなもただ『すごーい！』って圧倒されてるだけじゃダメですよ？　お互い良い刺激になるように、Ａ組みんなで切せつ磋さ琢たく磨ましていきましょうっ！　えいえいお～っ!!」

「「「おぉーっ！」」」

　掛け声と共に右手を突き上げた先生に対し、全員とはいかないまでも多くの生徒が追従して声を上げる。それも、恐らくは単なるノリというわけじゃないんだろう──何しろここは二年Ａ組。星の数に応じてクラス分けを行う英えい明めい学園において、同学年中で最も優秀な生徒が集う教室だ。

　姫ひめ路じに調べてもらったデータによれば、現時点でのクラス全体の星平均は２・９７。

　島全体の星分布が１ツ星と２ツ星だけで六割近くになることを考えれば、二年生の最初期でこの数字に届いているというのは驚異的なまでの好成績と言っていい。

（だから……本当なら、ここにいる全員が俺より〝格上〟なんだよな）

　だというのに、こんな俺に対してキラキラと尊敬の眼まな差ざしを向けてくるやつがいる。対抗意識と興味が綯ない交まぜになったような複雑な表情を浮かべているやつがいる。

「…………」

　それら全てが嘲笑に変わる最悪の結末エンドを避けるため、俺は改めて気を引き締め直した。




　色々と特異な点も多い学園島アカデミーだが、その後のホームルームはごく一般的な流れに沿って進行した。軽い連絡事項の伝達に時間割りの配布、さらにはクラス替え後特有の自己紹介タイム。……ただ、そこからが少しおかしかった。転校生イベントの常として俺に学内を案内してくれるという話が持ち上がったのは良いのだが、その案内役を決めるために何な故ぜか疑似的な《決闘ゲーム》を用いた選考会（トーナメント形式）が開催されたんだ。

　しかも、例の担任まで含めて俺以外のクラスメイトは全員参加。

　そんなぶっ飛んだ催しを、内心で若干引きながら──もちろん表面上は『誰が俺に相応ふさわしいか見み物ものだな』くらいのスーパークールテンションで──眺め続けること一時間弱、ようやく全ての勝負に決着がついたところだった。

「──ってわけで、改めて自己紹介するね。わたしは多た々た良ら楓ふう花か！　Ａ組のクラス委員長だよ。だから篠しの原はらくんも気軽にいいんちょって……って、って……あれ!?　そういえばまだ今年の委員は決まってないんだ!?　じゃ、じゃあ……予定！　のちの委員長であった、ってことでここは一つ！」

「いやまあ、そんなに面子メンツ変わってないし、そもそも委員長なんて面倒な役やりたがるの多々良さんくらいしかいないでしょ。……まあいっか。ボクは[image: ]つじね、[image: ]友ゆう紀き。下の名前だと女の子に間違われたりするから、出来れば苗みよう字じで呼んでよ」

「ああ、覚えとくよ」

　教室を出てすぐの廊下を歩きながら、前を行く二人の話を頭に叩たたき込む俺。姫路によれば〝自分より低ランクの情報は端末で抜ける〟とのことだったから、７ツ星たる俺がクラスメイトのことを知らないのは色々とマズいんだ。

　そんなわけで──一人は、快活な印象の女子生徒、多々良楓花。元気で明るくて人懐っこい笑みの似合う可愛かわいらしい少女だ。素直に感情が出るタイプらしく、さっきから大きなリアクションを取る度に背中のポニーテールが跳ねている。

　そしてもう一人が中性的な美少年、[image: ]友紀。本人も自覚しているようだが、男物の制服を着ていなければ女子に見えそうなほど綺き麗れいな顔立ちをしている。身長も隣の多た々た良らより少し低いくらいで、何と言うか年上ウケが良さそうな感じだ。

「いやー、でもホント良かったよ」

　いかにも嬉うれしそうな仕草で後ろ手を組みながら、不意に多々良がそんなことを言った。

「わたし、委員長だから篠しの原はらくんに色々教えてあげるんだって朝からずっと楽しみにしてたのに、みんなして横取りしようとするんだもん。もうびっくりしちゃった」

「いやいや、別に横取りとかじゃないでしょ。あの彩さい園おん寺じ更さら紗さを入学初日で倒した話題の転校生だよ？　卒業まで無敗を貫くんじゃないか、って散々言われてた《女帝》をさ。そんなの無関心でいられる方がおかしいって」

「？　そうかな。そうかも。……う、じゃあわたし、みんなに悪いことしちゃったかな」

「何でそこで落ち込むのさ。良いでしょ、別に。勝ったんだから。むしろボクらは篠原くんの期待に応える義務がある」

「……うん、確かにそれもそうだよね。よしっ──それじゃ篠原くん、訊ききたいことがあったらわたしたちが何でも答えるよ！」

　自信満々にそう言って、ぽすん、と豊かな胸に手を乗せる多々良。俺はそれに釣られて視線を下げたりなんか一切せずに二人の顔を見つめ返すと、小さく一つ頷うなずいてみせる。

「ああ。それなら……えっと、かなり根本的なところから訊いてもいいか？」

「根本的な、っていうと……分かった！　えっとね篠原くん。実はこの銀河系って、最初はすっごくすっごく小さかったんだよ。でも、それがある時ばーんって爆発したの！　それがいわゆるビックバンって呼ばれてる現象で──」

「ストップ。多々良さんストップ。宇宙史の初めから話し始めたらボクら数日は帰れないよ。……ねえ篠原くん、根本的っていうのはどの辺りから？　校舎の案内じゃなくて学園全体の概要から、みたいな理解で合ってる？」

「ああ、それで頼む」

　端的に返す。すると[image: ]つじは記憶を辿たどるように天井を見つめて、

「うーん、そうだね。それじゃ、本当に基本中の基本から。──私立英えい明めい学園は、学園島アカデミー四番区に位置する学校だよ。初等部から大学部まで揃そろってて、生徒総数は約二万。高等部だけでも九千人近く在籍してる。結構エリート志向が強い、って言われてて、ここ数年の学校ランキングは常に五位以内だ。身内贔びい屓きを抜いてもかなりの名門だと思うよ」

「へえ……じゃあ例えば、ここにしかない特徴とかは？」

「ん、やっぱり学長の方針で学内での《決闘》が推奨されてるっていうのが一番かな。もちろん申請を介さない疑似的なものなんだけど、英ウ明チではちょっとしたことを決めるだけでも《決闘ゲーム》をするのが普通になってる。そこで新しいアビリティを試したり、ルールをブラッシュアップしてみたり……ま、常に鍛錬を怠らずに、みたいな考えだね」

「そうそう、そうなのっ！　だから、例えばお昼の購買とか、凄すごいよ……？　《決闘ゲーム》に勝てないとそもそも列に入れてもらえないし、それに一番人気の焼きそばパンを買うにはおばちゃん考案の多人数《決闘ゲーム》で勝ち抜かなきゃいけないの！」

「…………ふぅん」

　なるほどね、みたいな相あい槌づちを打ちながらこっそり頬ほおを引き攣つらせる俺。……マジか。明日からは何か持ってこないと食いっぱぐれる羽目になりそうだ。

　ともかく、そんな風に色々な話を聞きながら、俺は二人の案内でぐるりと校舎を一周していった。一年生から三年生までの教室、図書室や保健室といった特別教室、ついでに体育館や校庭などなど、思い付く限りの施設を紹介してもらう。

　そして、それも終盤に差し掛かった今、話題は専もつぱら〝俺〟のことへと移行していた。

「──ね、ね、凄かったんでしょ昨日の《決闘ゲーム》っ？」

　すぐ隣を歩く多た々た良らが興奮気味に両手を握り締めながら無防備に顔を近付けてくる。

「わたし、その場にはいなかったから後でＳＴＯＣストツク見ただけなんだけど……でもでも、すっごい大騒ぎになってたもん！　篠しの原はらくんが五時間にも及ぶ壮絶な攻防の末に《女帝》をやっつけて、もう逆らいません許してくださいって号泣＆土下座させたとか！」

（……は？　な、何だそれ、どこの外げ道どうの話……って、俺!?）

「うん、ボクも聞いたよそれ。というか、今朝も《決闘ゲーム》したんだって？　九番区の生徒を〝不可視の腕〟でギリギリと縛り上げるように拘束したとか……恐ろしい話だよね」

（本当にね！　だってそれ、誇張だからね！）

　畏怖と尊敬が入り混じったような瞳でこちらを見てくる二人に対し、俺は内心でそんな悲鳴を上げる。……ただ、それが二人の〝７ツ星〟像である以上そう簡単に否定するわけにもいかず、結果として曖昧な返事を選ぶしかない。

「ま、まあそんなこともあった……かな。ちなみに二人とも、そういう情報ってどこで仕入れてるんだ？　まさか口コミだけなんてことはないよな。島内ＳＮＳ、ってやつか？」

「ううん、ちょっと違うかな。ＳＴＯＣストツクも使うけど、もっと便利なアプリがあるの！」

　言いながら端末を取り出し、慣れた手付きで認証を解除する多々良。そうして彼女は一つのアプリ──ＬＮＮ、なるロゴが描かれたアイコンを指先でタップしてみせた。

「〝Librarian Net News〟……《ライブラ》っていう学園島アカデミーの公認組織が発行してるニュースアプリだよ。配信は不定期なんだけど、島で起こった色んな出来事イベントをぎゅぎゅっとまとめてくれるんだぁ。内容も結構面白くって人気なんだよ？」

「へえ、そんなのがあるのか」

　素直に感心しつつ、多々良が差し出してきた端末の画面を覗のぞき込む。そこにはいくつもの記事が一覧で並んでおり、中でも最新のものはこんな内容になっていた。

《激震!!　新年度開幕戦で《女帝》陥落。勝者は７ツ星の転校生!?》

《四月六日早朝、学園島アカデミー三番区内で歴史を揺るがす大一番が発生した。桜おう花か学園所属・彩さい園おん寺じ更さら紗さ──通称《女帝》の連勝記録に待ったをかける次世代の王者が現れたのだ》

《（中略）その場に居合わせた中で、何が起こったのかを完全に理解した者は恐らく一人もいなかっただろう。それほどまでに巧みな手腕で篠しの原はら緋ひ呂ろ斗とは《女帝》を追い詰め、ついには勝利をもぎ取ってしまった。初めは筆者も自らの目を信じられなかった、が──しかし、崩れ落ちた彩園寺更紗の目に光る涙は、彼女の敗北を雄弁に物語っていた》

《（中略）そうして彼は、今朝もまた一人の生徒を撃破したのだという。対戦相手（匿名希望）は本誌のインタビューに対して『恐怖で感覚が麻ま痺ひしていた』と話している。『動けなかったんだ、実際。怖くてさ。端末に触ってるのかどうかも分からなかった』》

《ちなみに、かの転校生については未いまだ情報が錯さく綜そうしているらしい。彩園寺に比肩する財閥の御曹司であるという説、某国が送り込んできたスパイであるという説、都市伝説の中にある裏ゲームを攻略した異端者イレギユラーであるという説など様々な憶測が飛び交っているが、その真偽についてはいずれも定かではない。今後の記事にご期待いただければ幸いである》

「…………」

　過剰な装飾に彩られたニュース記事を見つめながら俺はしばし硬直する。硬直して、大きく息を吸い込んで、それから思わず内心で一言。

（よ、よ……余計なことをぉおおおおおおおおおおっ!!）

　何だよ！　何だよっていうか、もはや誰だよこいつ！　煽あおりや脚色が強すぎて意味不明だ。これで経緯を知ったというのなら、そりゃ多た々た良らたちもあんな認識になるだろう。

　ただ──ただ冷静に考えて、それが俺にとってデメリットになるかと言えば決してそんなことはなかった。むしろどちらかと言えば追い風だ。これだけ煽られれば注目度も跳ね上がってしまうだろうが、それでも最強を名乗るにあたっては良い箔はく付けになる。

　だから……まあ、受け入れるしかなさそうだ。

　複雑な感情を孕はらんだ息を零こぼしながら、俺は誤ご魔ま化かすようにゆっくりと首を横に振った。





　　　　♯



『──これからしばらく通信を切っておいて欲しい、ですか？』

　放課後。正確には放課となってからしばらく経たっているが、ともかく[image: ]つじと多々良による校舎案内を一通り受けた後、俺は三番区方面に向かいながら姫ひめ路じと連絡を取っていた。

「ああ。確か、今もこっちの音は拾い続けてるんだよな？」

『そうですね。ご主人様に何かあった場合に備えて、失礼ながら回線を繋つながせていただいています。というか、わたし自身も控えていますよ？　今も背中は見えています』

「あ、じゃあそれも含めて、なんだけど……今だけ、ちょっと一人にしてくれないか？」

『…………』

　端末の向こうでじっと黙り込む姫ひめ路じ。……正直、心苦しいことこの上なかった。献身的に尽くしてくれている彼女を邪険にするような真ま似ねは、俺だって出来ればしたくない。

　ただ、これからする話は、たとえ姫路であっても聞かれるわけにはいかなくて。

「だから……ごめん！　詳しくは話せないけど、でも妙なことはしないから！」

『…………分かり、ました。仕方ないご主人様ですね』

「ほ、本当か！」

『はい。わたしは物分かりの良いメイドですので。しかし……そうですね、わたしが把握している限りでは、四番区に風俗街はありません。そういった施設をお探しなら五番区方面に出ることをお勧めしますが、単純に安いホテルということであれば近場でも──』

「違うから。本当にそういうんじゃないですから。いじめないでくださいお願いします」

『……なら、いいのですけど』

　少し拗すねたような口調で呟つぶやく姫路に、俺は重ねて「悪い」と謝罪を口にする。と、やがて端末の向こうでそっと息を吐き出す音が聞こえた。

『分かりました。……今度は本当です。ご主人様の仰せのままに。ただ、一時的にあらゆるサポートが出来ない状態になりますので、くれぐれもお気を付けくださいね』

「ああ、もちろんだ。姫路も帰り道、気を付けてな」

『え？　あ、はい。……ええと、その。ありがとうございます』

　一瞬だけ不意を突かれたような間を開けてから、姫路はそう言って俺との通話を切り上げた。……恐らく、尾行や音声傍受に関しても既に停止してくれているんだろう。実は俺の方からそれを確かめる術すべなどないのだが、姫路を疑う理由はもっとない。

　よし、と一つ頷うなずいて、俺は端末から地図アプリを起動した。




　──彩さい園おん寺じが〝待ち合わせ場所〟として指定してきたその店は、どういうわけか異常に発見しづらい場所に存在していた。

　大まかな座標としては三番区と四番区の境界付近。まずもってあらゆる交通機関からのアクセスが悪く、人通りも少ないような僻へき地ちだ。だというのに、該当の店は表通りに面してすらいない。路地裏にポツンと建っている古書店の奥も奥、本棚の陰に隠れた階段を下りることでようやく入口に辿たどり着く、というとんでもない立地である。

　そんな場所へ向かうべくゆっくりと足を沈ませながら……俺は、彼女の誘いに乗ってここまで来てしまったことを早くも後悔し始めていた。

（やばい……これ、判断ミスったかもなあ。こんな人ひと気けのない場所に、しかも〝誰にも見られないように〟来いとかどう考えても罠わなじゃねえか。多分アレだろ？　この下にあいつの仲間が集まってたりするんだろ？　うっわどうしよこれ。今からでも姫路にＳＯＳを……いや、その前に逃げるか？　でも古書店うえの店主もグルだったら詰みだし……）

　ぐるぐるぐるぐる、無駄な思考を延々と続ける。……けれど、そうこうしているうちにいつの間にか階段を降り切ってしまったようだ。地下一階。ゆっくりと顔を上げてみれば、目の前には何の装飾もなくいかにも重そうな扉がドンッと威圧的に鎮座している。

　ここが彩さい園おん寺じの本拠地アジト、なのだろうか。

（め、めちゃくちゃ不穏な空気だけど……ここまで来たんだ、もう行くしかないだろ）

　怯ひるみながらも覚悟を決め直して、俺はそろそろと手を伸ばすことにした。途端、ガチャリと大きな音がして扉がゆっくりと開いていく。その中で俺を待ち構えていたのは、大量のならず者集団が鉄パイプを担いでニヤニヤ嗤わらっている光景──などではなく。

「……え？」

　想像していたのとはまるで違う、案外お洒落しやれな喫茶店だった。

　隠れ家カフェ、みたいなコンセプトなのだろうか。照明は弱めで薄暗いのだが、代わりに色とりどりのアロマキャンドルがそこら中で焚たかれている。そのため室内には仄ほのかに甘い香りが漂っていて、全身の緊張がすーっと弛し緩かんしていくような感覚を受けた。

　まるで異世界に迷い込んでしまったかのような、幻想的かつ独特な雰囲気。

　と──その時、暗がりからぴょこんとウエイトレスらしき制服の少女が姿を現した。

「いらっしゃいませ☆　お客様、お一人でのご来店ですか？」

「あ、いや……待ち合わせで、もう来てるんじゃないかと思うんですけど」

「そうでしたか☆　かしこまりました。ではでは、こちらの席へどうぞ～」

　ふわふわした口調のウエイトレスは、そう言ってすぐに店内へと向かい始めた。まだ待ち合わせ相手の名前すら告げていないのだが、そんなのは聞くまでもないのだろう。だって多分、ここを利用している客なんて俺の他には一人しかいないから。

　──ウエイトレスが案内してくれたのは、店の奥にある二人掛けのテーブルだった。

　綺き麗れいなお辞儀と共に「ごゆっくりどうぞ～☆」と去っていく彼女から視線を切り、俺は嘆息交じりにそちらへと身体からだを向けてみる。すると、そこには、案の定。

「遅いわよ。……バカ」

　どこか不ふ貞て腐くされたような表情でアイスコーヒーを飲んでいる彩園寺更さら紗さの姿があった。




　しばらく、どちらも何も切り出さなかった。

　彩園寺の対面に座った俺は、先ほど注文した飲み物（レモンティーにした）を一口飲んだところでちらりと顔を上げてみる。すると、彼女は細い指先でくるくるとストローを回しながら、ツンとそっぽを向いたままこんなことを言ってきた。

「……ここ、あれだから。等級ランクでの入店制限はないけど、そもそも誰も知らない秘密基地みたいな場所だから……絶対、誰にも見つからない。もし他のお客さんが来たらあのウエイトレスが教えてくれるし、それにここ、どの席でも端末が圏外になるのよ」

「なるほど。それは、確かに便利だな」

「でしょ？　秘密の会合をするにはもってこいというわけよ。……んんっ、こほんっ」

　彩さい園おん寺じが何か言いたげな顔で──否、何か言って欲しそうな顔でわざとらしく咳せき払ばらいをしているが、俺は迷った末に無言を貫くことにする。……昨日の出会いと再会、それから今朝の煽あおり合いも含めて、俺と彩園寺の関係は微妙過ぎるんだ。きっと彼女も似たような心境で、だからこんな探り合いみたいな状況が生まれてしまっているんだろう。

　そうして、チラチラと視線を交わしたり交わさなかったりすること五分余り。

　先にそんな空気に耐えられなくなったのは──彩園寺の方だった。

「ぐ、ぬぬ……ああもうっ！　なんでよ、なんで黙りこくってるのよ篠しの原はら！　あたしがここまでセッティングしてあげたんだからあんたの方から切り出しなさいよ！」

「は……はあ？　いや、切り出すも何も、話があるのはそっちじゃないのかよ？」

「な、何よその言い草。女の子をこれだけ待たせておいてよくそんなこと言えるわね！」

「これだけって……何だよ、そんな長いこと待ってたのか？　それはまあ、悪かっ──」

「本当よ。ちゃんと謝りなさい？　このあたしを七分半も待たせるなんて重罪よ！」

「って、いや誤差じゃね？　〝放課後集合〟なんだから七分半の遅れは誤差じゃね!?」

「そんなわけないじゃない！　だってそもそも、あたしが遅れたのはあなたのせいよ？」

「俺のせい……？　何だよそれ、どういう意味だ」

「今日一日、あたしはあんたのせいでとんでもなく苦労させられたって言ってるの。誰と会ってもどこに行っても、事あるごとに昨日の《決闘ゲーム》が７ツ星陥落が篠原が初黒星がってああもうほんっと馬鹿ばっかり！　あたしはあんたらのオモチャじゃないっての！」

「そ、それは何かすまん……でも、それならこっちも似たようなもんだって。俺、お前に勝っちまったせいで色々と大変なことになってるんだぞ？」

「大変なこと？　それってどれくらいよ。あたしよりマシだったら怒るわ」

「大変さ度合いでマウント取り合うのは限りなく虚むなしい気がするけど、程度で言うなら軽く人生棒に振りそうなくらいだよ」

「またそんな誇張──って、別に誇張でもないか、彩園寺家だし。……何かごめんね？」

「…………正直、そこは否定して欲しかった！」

　絞り出すような声で言ってから、テーブルの上に身を乗り出していた俺は脱力と共に自分の席へと座り直した。落ち着くためにレモンティーを一口啜すする。

　見れば、対面の彩園寺も──ついさっきまで俺と同じく立ち上がっていたのだが──同じように席に着いてアイスコーヒーを飲んでいた。それも片手で頬ほお杖づえを突き、俺にジト目を向けながら、だ。……どう考えてもお嬢様のしていい格好じゃないが、恐らく今はモードが違うということなんだろう。〝彩園寺更さら紗さ〟を演じるつもりがない。

「はあ……まあいいわ」

　そんな彼女は、やがて小さく溜ため息いきを吐つくと、グラスを脇に退どけながら口を開いた。

「それじゃあ、ここからが本題なのだけど。……ねえ篠しの原はら。あたしも後で絶対話すって約束するから、先にあなたの〝事情〟を教えてもらえないかしら？」

「え？　いや、別にいいけど……俺の方は、昨日話したのでほとんど全部だぞ？」

「いいのいいの。あたし、昨日は全然冷静じゃなかったし、それどころか途中から頭真っ白になっちゃってたもの。だから、改めて聞かせてくれると嬉うれしいわ」

「……まあ、そういうことなら」

　一つ頷うなずいて、俺はこうなるに至った経緯を話していく。偶然が重なって彩さい園おん寺じとの《決闘ゲーム》に勝利してしまったこと。処罰を回避するために〝赤の星〟の効果で等級ランクを偽ることにしたこと。現在も７ツ星に相応ふさわしい〝最強キャラ〟を演じ続けていること。

　そんな説明をじっと聞いていた彩園寺は、話が終わってからもしばらく無言でテーブルを見つめていたが……やがて、深い溜め息と共にゆっくりと首を横に振った。

「はあ……ダメね。一晩現実逃避してみたけど、やっぱり夢じゃなかったみたい」

「ああ。まあお前にとっては悪夢だろうな、残念ながら。……でもさ、俺だってお前と同じで巻き込まれた側なんだよ。せめてそこだけは分かってくれ」

「はいはい。あたしだって、ここまで喋しやべらせておいてまだ疑うほど極悪な性格はしてないわ。あの《決闘ゲーム》はお互いにとって不幸な〝事故〟だった。それでいいでしょ？」

「……ああ」

　まだ少し不満そうではあるが、一応俺の言い分を聞き入れてくれたらしい彩園寺。けれど、彼女はそこでふと眉根を寄せると、小首を傾かしげてこんなことを訊きいてくる。

「でも……ねえ篠原、あなたはどうしてそっちを選んだの？　素直に謝っておけば、もしかしたら島外追放くらいで済んだかもしれないじゃない。卒業まで〝７ツ星〟を偽り続けるなんて、そんなのはっきり言って無む茶ちや苦く茶ちやよ？」

「あー……まあ、そうなんだけどな」

　いや、正確に言えば〝島外追放くらいで済んだ〟かどうかは微妙なところだ。学長の認識を信じるなら、どっちの道を選んだところで俺は〝普通の人生には戻れない〟はず。

　だけど、それはあまり重要な情報じゃなかった。俺が島に残った理由は別にある。

「誰にも言うなよ、彩園寺？　実は──俺、探してるやつがいるんだ。この島に」

「え……？　じゃあ、その人に会うために？」

「そう、そんな感じ。相手は俺の幼おさな馴な染じみで、もう何年も会ってないけどこの島にいること自体は間違いない。っていうか、俺はそもそも〝そいつ〟を追い掛けてここまで来たんだよ。高校受験でもこっちの学園をいくつか受けてたんだけど、その時は全部落ちて、一年越しの編入でようやく拾ってもらえたんだ。だから、そいつを見つけるまで本土に帰るつもりはない……まあ、それだけだよ。別に大した理由じゃない」

「……本当にそう思ってるなら、わざわざこんな苦労を背負ったりしないと思うけど？」

「うっ……」

　ジトっとした目を向けてくる彩さい園おん寺じ。……確かに、それはそうかもしれない。幼い頃に離れ離れになり、ずっと再会したいと思っていた少女。名前も容姿もほとんど覚えていないのに、その存在は俺の記憶にしっかり刻み込まれているんだから。

　それこそ、彼女に会うためなら学園島アカデミー全体を敵に回すような嘘うそを──イカサマを利用してしまおうと思えてしまうくらいには。

「ただ……そうは言っても、こんな状況じゃ人探しなんて当分できないだろうけどな」

「そうね。しばらくは何をしても目立つと思うし、大人しくしてた方がいいかも。……でも、話してくれたお礼に一つ良いことを教えてあげる。もし──もしもあなたがいつか本物の７ツ星になったとしたら、その権限で島内の全情報を閲覧できるようになるわ。もちろん生徒のデータベースもね。ふふっ、そうすれば人探しなんて一瞬で終わるわよ？」

「いや、本物のってお前……」

　思わず呆あきれ交じりの溜ため息いきが漏れる。本物も何も、既にシステムを騙だまして最も高い等級７ツ星になっているんだから俺は誰に勝っても星を増やしたり出来ないはずだ。仮定の仮定もいいところだが……まあ、頭の片隅にでも置いておけばいいか。

「それで、だ。──昨日の話だと、お前は〝彩園寺更さら紗さ〟じゃなくて〝朱あか羽ばね莉り奈な〟だってことだったよな。それは、結局どういう意味なんだ？」

「どうっていうか、そのままの意味よ。あたしは確かに朱羽莉奈だけど、公には彩園寺更紗ってことになってるの。更紗の名前を名乗ってるし、学校にも更紗として通ってる」

「そんなこと、何で……いや、そもそもどうやって？　赤の星の効果でデータは騙せるとしても、そう簡単に人と人が入れ替われるわけないだろ？」

「ま、普通はそうね。でも更紗の場合はちょっと特殊だったから。……あのね？　彩園寺の家って、代々の方針としてあんまり子供を外に出さないのよ。中等部を卒業する年になるまではほとんど軟禁状態で、学校に通えるのは高等部から。純粋培養ってことなのか箱入りのままにしておきたいのかは知らないけど、とにかくそんな決まりがあるの」

「へえ……」

「そんなわけだから、例に漏れず更紗もほとんど家を出たことがなかったわ。当然、顔を知ってるのは彩園寺家の身内だけ。……本当に少ないわよ？　家族と直近の使用人と、あとはずっと前から更紗の〝友達枠〟として会うのが許されてたあたしくらいね」

「友達枠？　何だそれ」

　耳馴な染じみのない言葉だが、上流階級の中ではスタンダードだったりするんだろうか。

「んー、実はあたしもよく知らないんだけど……多分あれでしょ？　同年代の思考や価値観を全く知らずに育つのもどうなのか、みたいな」

「ああ……まあ、何となく想像は出来るけど」

「そう？　ならいいわ。とにかく彩さい園おん寺じ家は更さら紗さと同い年の〝友達〟を探してて、それであたしに白羽の矢が立てられたってわけ。何しろあたし、当時から超優秀だったからね」

　ふふん、と自慢げに（あまり大きくはない）胸を張る彩園寺。

　聞けば──彼女は元々類たぐいまれなる才能を買われて学園島アカデミーに招待された口らしい。初等部入学の時点で既に高等部を卒業できるほどの学力を有しており、そのため学校には一切通わず零ぜろ番区の大学が通信展開している能力開発プログラムを受講していたんだとか。

　そして、そのプログラムも当然のように首席で卒パ業ス。

　何でも十歳の時点で理論上最高値となる評価点を叩たたき出したらしく、自信を失った他の受講者が軒並みアカウントを消したという伝説的エピソードまで残っているそうだ。

「な、何それすげえ……」

「ふふ、でしょ？　そう思うでしょ!?　何よもう、ちゃんと分かってるじゃない篠しの原はら。ねえねえ、遠慮しないでもっといっぱい褒めてもいいのよっ？」

「いや、凄すごいけどそのドヤ顔は普通にムカつく」

「うっ……し、仕方ないじゃない。普段はどんなに褒められても更紗に対しての賛辞だから、あたし自身が認められることって滅めつ多たにないんだもの。それに、いつもは何言われても『大したことないですよ（謙遜）』とか『努力の成果が出て安心しています（天使みたいな笑み）』とかやらなきゃいけないし」

「……あー。それは、何かちょっと分かるかも」

　俺の方はまだ嘘うそをつき始めて二日目の新米だが、《決闘ゲーム》の際の演技やクラスメイトへの対応など、思い当たる節はいくらでもあった。むーっと拗すねたように唇を尖とがらせている彩園寺が急に身近な存在に感じられて、俺は慌てて首を振る。

「そっ……それで？　お前が彩園寺更紗──本物の〝お嬢様〟と友達だってところまでは分かった。けど、その後は？」

「？　その後は簡単じゃない。更紗の顔を知ってる人が外部にいないんだから、彩園寺家の協力さえあれば誰でも更紗を名乗れることになるわ。あたしも学校には通ってなかったから、朱あか羽ばね莉り奈なの素性を知ってる人だってこの島にはほとんどいなかったし」

「……なるほど。じゃあ次は理由の方だ。今の話だとお前の嘘は彩園寺家も公認──っていうか家ぐるみでついてる嘘、ってことになるよな。何でそんなことをしてるんだ？」

「ん…………あー、え、えっと……そ、それはね」

「……ん？」

　俺の順当な質問に対し、彩園寺はやたら微妙な反応を返してきた。答えを迷うみたいにちらっと指の先を見つめて、眉毛を伏せて、俯うつむいて。それから十数秒後、ようやく腹を決めたようにルビーの瞳を俺へと向ける。

　そうして彼女が口にした言葉は……酷ひどく衝撃的なものだった。

「あのね────更紗は、誘拐されてるのよ」




　物憂げな表情で語り始めた彼女の話をまとめると、次のようになる。

　曰いわく、お嬢様──本物の〝彩さい園おん寺じ更さら紗さ〟は誘拐されている。

　時期としては今から一年と少し前のこと、かの令嬢は突然姿を消したらしい。いち早くそれに気付いた使用人が総出で彼女を捜索したが、いつまで経たっても見つからない。彩園寺家の調査部隊によれば〝誘拐〟の説が最も濃厚とされてはいたものの、犯人からの声明があるわけでもなく、状況は完全に手詰まりとなっていた。

　そこで、彩園寺更紗の失踪から数日後。去年の入学式典のちょうど前日にあたる日。

　朱羽は彩園寺の当主に、すなわち島の最高責任者に向かってこんな提案をしたそうだ。

『それでは──私が更紗の代わりになる、というのはどうでしょうか』

『更紗が私に何も言わないでいなくなるなんて有り得ません。十中八九、これは第三者による誘拐事件です。ですが、犯人側が動いてくれないとどうしようもありません……そこで、こちらから揺さぶりをかけてみるんです』

『私が更紗として学園に通う。彩園寺家としては──学園島アカデミーの総意としては、更紗がいなくなったことを公表しない。そうすれば、何を狙っているにしても犯人は焦あせってくれるはずです。きっと次の手を打ってくる』

『お願いします。私にやらせてください。……更紗の一番の友達は、私ですから』

　声こそ多少震えていたものの、視線や覚悟は真まっ直すぐに保たれた直じか談だん判ぱん。

　理事長・彩園寺政まさ宗むねは長らく逡しゆん巡じゆんしていたが、最終的にはその提案を受け入れた──。




「……ま、結局その作戦は空振りで、更紗は今も見つかってないんだけどね」

　アンニュイな口調でそう言って長い話を締めくくる彩園寺。彼女はどこか自嘲気味に見える笑みを口元に張り付けると、俺の反応を窺うかがうようにそっと小さく首を傾かしげる。

「どう？　これが、あたしが今まで嘘うそをついてた理由。バレちゃいけなかった理由。要するに、あたしの嘘は彩園寺家の嘘ってことよ。もしバレたらあたしだけじゃなくて彩園寺も一緒にバッシングを受けることになる。お嬢様を誘拐されて、一年以上も取り戻せなくて……多分、非難轟ごう々ごうよ？　学園島アカデミーが国から特別自治権を貰もらってるのは彩園寺がそれに足る力を持っているからだもの。その前提が崩れたら、きっと島の存続すら危うくなる」

「…………」

「……篠しの原はら？　ねえ、何とか言ったらどうなのよ」

　じっと黙り込んだままの俺に対し、彩園寺は少し焦じれたように言いながらこちらへ身を乗り出してきた。その表情は不満げだ。今日の主題となる〝事情〟を打ち明けたんだからもっと驚くなり同情するなりしろと、多分そんな感じの意味合いだろう。

　ああ……とりあえず、彼女が抱えている〝理由〟については理解できた。思った以上に深刻な背景だし、それを踏まえると例の《決闘ゲーム》に勝ってしまったことが余計に申し訳なくなってくる。そう感じているのは本当だ。

　けれど──次の瞬間、俺の口を突いて出たのは全く別の言葉だった。

「…………わねぇ」

「……え？　ごめんなさい篠しの原はら、聞こえなかったわ。今なんて言ったの？」

「いや、だから……似合わねえ、って言ったんだよ」

「なっ──!?」

　俺の反応があまりに予想と違っていたからか、大きく目を見開いて絶句する彩さい園おん寺じ。そんな彼女を前に、俺は「いや」と言い訳するような口調で話を続ける。

「別に煽あおってるわけじゃないんだ。お前の境遇は昨日から気になってたし、想像してたより数段ヤバい話が飛んできて普通にビビってるってのもある。だけど──」

「……だけど？」

「それをお前が大おお真面目まじめに語ってると何かめっちゃムズムズするっていうか」

「あ、あんたがあたしの何を知ってるってのよ!?」

　ほとんど涙目で指を突き付けられた。

　何を知っているのかと言えば何も知らないが……しかし、これまでの遭遇イベントで軒並み好感度が下がっているんだからこんな反応にもなるだろう。というか、単純に疑問が湧いてくる。〝誘拐犯を釣り出すために仕方なく替え玉をやっている〟？　本当なのかその話は。そんな殊勝な性格をしているやつにはとても見えないのだが。

　……まあ、でも感情の話は一旦置いておくとして。

　今の話を大筋で信じるとすれば、つまりこういうことになる──彩園寺は、一年前に誘拐された本物の〝お嬢様〟を救い出すために彼女の替え玉を務めていた。その一見トンデモな入れ替わりを成立させていた要因は〝彩園寺家の協力バツクアツプ〟と〝赤の色付き星ユニークスター〟だ。そしてだからこそ、彩園寺は７ツ星の座を死守せざるを得なかった。

　何せ色付き星所持者が《決闘ゲーム》に敗北すれば、確実に特殊星を奪われてしまう。

　そして、赤の星の持つデメリット効果は嘘の精算だ。ついていた嘘うそが後の所持者に明かされる、という負の効果。つまり彩園寺は、一度でも敗北すると〝本物の彩園寺更さら紗さではない〟ことがバレてしまうという状況下でずっと戦い続けてきたわけだ。

「それで、俺に嘘がバレたと思って口止めしようとして……盛大に自爆したんだな」

「くっ……だ、だって仕方ないじゃない！　あんたの宣戦布告、まるで演技には見えなかったんだもの。なのに、それが端末の使い方も知らないような新参だったなんて……ああもうっ、そうと分かってればあんなこと絶対にしなかったのにぃいいい！」

　グラスからストローを抜き取り、残ったコーヒーをぐいっと一気飲みする彩さい園おん寺じ。けれど、苦さのせいか量が多かったのか、直後に「け、けほっ」と軽くむせ始める。……なので、仕方なく飲みかけのレモンティーを手渡してやることにした。

「へ？」

　対面の彩園寺は一瞬だけ戸惑ったように俺の瞳を見返してきたが、やがて、片手でそっとグラスを受け取った。それからストローだけは自分のものに差し替えて、微かすかに俯うつむいたままこくんと何度か喉を鳴らす。

　琥こ珀はく色いろの液体がなくなる頃には、彼女はすっかり落ち着きを取り戻していた。

「……え、えっと、その…………あ、ありがと」

「いや……まあ、別に」

　そんなやり取りを交わした直後、気まずい空気が流れ始める。……お互いの事情を知っておこうというだけの理由で集まったのなら、これで目的は果たされたと言ってもいいはずだった。何な故ぜか彩園寺は席を立とうとしないが、そろそろ解散にしても問題ない。

　でも──と、俺は自分でその行動に待ったをかけた。

　これだけで終わるなら、昨日の別れ際に彼女が発した言葉の意味が分からない。『それまで絶対負けないで』……多分、話はまだ終わっていないんだ。そしてその内容にも大体の見当は付いている。

「……なあ、彩園寺。俺、一つ気付いたことがあるんだけどさ」

「気付いたこと……？　何よ」

「お前は今、赤の星の加護を失ってる。だから誰かにプロフィールを見られれば〝彩園寺更さら紗さ〟じゃないってことはバレるわけだけど、でもお前は６ツ星だ。学園島の星管理システムが絶対不可侵である以上、６ツ星の情報を抜けるのは７ツ星だけ──で、その７ツ星が偽お物れなんだから、現状でお前の嘘うそはまだバレてない。そういう理解でいいんだよな？」

「あんた以外には、だけど。まあそうね」

「だったらさ、要するに今はまだセーフってことだろ。俺には彩園寺の嘘をバラすメリットなんか一つもないし、気が変わる予定も今のところない。だけど、もし俺が誰かに負けたら──俺の嘘がバレたりしたら、その場合お前はどうなるんだ？」

「ああ、それ。……そう、やっと気付いたの」

　目の前の彩園寺は小さく吐息を零こぼしながらそんなことを言う。その表情はやっぱり不満気だが、俺を責めているというよりは単に〝疲れている〟といった様子だ。

「そうよ、その通り。あんたが７ツ星から転落するとき、その〝赤〟の星はあんた以外の誰かに渡る。そしてその〝誰か〟には、あんただけじゃなくあたしの嘘までバレることになるわ。だって、赤の星のデメリット効果──〝嘘の精算〟っていうのは、後の所持者全員に自分のついていた嘘が明かされるって効モ果ノなんだから」

「そうなる、よな……ああ、よく考えたらとんでもないペナルティだ」

「他ひ人と事ごとみたいに言わないでよ……ねえ篠しの原はら、本当に分かってる？　一応言っておいてあげるけど、これって逆もそうなんだからね？」

「……逆？」

「ええ、逆。要はあたしの嘘がバレたらあんたも困るはずってこと。だって……あたしが本当は彩さい園おん寺じ家のお嬢様なんかじゃない、ってことが島中に知れ渡るのよ？　もしそうなれば、四番区の学長があんたを守る理由がなくなるわ。あんたが７ツ星でなきゃいけないのはあくまでも〝あたしが彩園寺更さら紗さだから〟なの。……違う？」

「っ!?　い、いや……違わない」

　正確には、あの学長は俺を守っているのではなく利用しているんだろうが、どちらにしても彩園寺の言う通りだ。そもそも俺が７ツ星を名乗ることになったのは〝彩園寺家に目を付けられないようにするため〟。その前提がぽっかり消えてなくなるんだから、学長からしても俺を支援する動機は激減してしまう。

「……はあ……もう、なんっで、こんな……」

　力なくテーブルに突っ伏す彩園寺の怨えん嗟さの声は、俺の心境と完璧に符合していた。

　だって、そう──要するに、お互いの嘘が絡み合ってしまったんだ。俺の嘘うそがバレれば彩園寺の嘘もバレる。彩園寺の嘘がバレれば俺の嘘もバレる。……しかも、それだけじゃなかった。俺たちがこんな複雑な表情をしているのは、決してそれだけが理由じゃない。

　気付いているからだ──この状況での最善策に。

「つまり、色々整理してみると……こういうことだよな。状況は最悪に近いけど、二人ともギリギリ、首の皮一枚で繋がってる。まだ致命的なダメージには至ってない」

「ええ、そうね。彩園寺の家も、あんたが７ツ星でいる限りは静観を貫いてくれると思うし。……でも、あたしも篠原も《決闘ゲーム》に負ければ即アウト。《決闘ゲーム》じゃなくても、嘘がバレるようなことがあったらその瞬間に破滅、っていう状況よ。しかも……とんでもなく厄介なことに、あたしたちの嘘は完全に繋つながってる」

「そうみたいだな。俺は、俺の嘘だけじゃなく、お前の嘘がバレるのも困る」

「お互いに、ね。あたしの方も、あんたの嘘がバレたらさすがに隠し通せなくなるわ」

「……じゃあ、やっぱり答えは一つだろ」

「……そうね。認めたくないけど、忌いま々いましいけど、信じられないけど……その通りね」

　何とも微妙な表情で消極的すぎる肯定を口にする彩園寺。

　そう、そうだ……俺だって嫌で嫌で嫌すぎるが、それでもこの状況での正解は間違いなく手を組むことだ。星を偽っている俺と存在を偽っている彩園寺。お互いの嘘を明かせないんだから、俺と彼女は〝共犯者〟になれる。仲間だとか協力者だとかそんなポジティブな間柄じゃないが、少なくとも敵にはなり得ない。そんな〝同盟〟を結ぶことが出来る。














「「…………」」

　苦々しさ全開の顔で彩さい園おん寺じの方を見み遣やると、彼女も似たような表情で俺のことを見つめていた。そのまま視線を交錯させること十数秒、彩園寺は諦めたように溜ため息いきを吐つく。

「あーあ……もう、あんたがいなければこんな面倒なことにはならなかったのに」

「いや、それはお互い様だろ。俺だってお前に遭わなければこんな苦労はしてなかった」

「む。……ま、でもこうなっちゃったからには仕方ないわ。ねえ篠しの原はら、とりあえず連絡先だけでも交換しておきましょう？　知らないとさすがに不便だし」

「ああ、確かにな」

　端末同士を軽く触れさせ、お互いのＩＤを交換する。……これで、今度こそ今日の用件はお終しまいだ。彩園寺の機嫌は相変わらず良くなさそうだし、早めに退散するとしよう。

「……あ」

　そう思って席を立ったその瞬間、座ったままの彩園寺が不意に小さく声を漏らした。

「ん……？　あれ、今なんか言ったか？」

「……や、その。大したことじゃないんだけど……っていうか、義理で一応言っておくってだけなんだけど、あのね？」

「？　……お、おう？」

「こっ…………これから、よろしく」

　ぷい、と俺から顔を背けた状態で、膝の上に乗せた手を持ち上げつつ微かすかに揺らす彩園寺。やけに可愛かわいげのあるそんな仕草を見つめながら、俺は、苦笑交じりにこう返した。

「ああ──こちらこそ、よろしくな」





　　　　♯



　結局、彩園寺と別れて店を出たのはそろそろ陽も沈み始めた頃だった。

　ギリギリ四番区内といっても俺の住む寮からは微妙に距離があり、そのため帰宅したのは午後七時過ぎ。「ちょうど」「たまたま」「偶然」玄関の掃除をしていたという姫ひめ路じにほっとしたような笑顔で迎えられ、危うく天使と見間違えそうになった。

　ともかく──そんなこんなで夕食も済ませ、今は食後の多幸感に包まれながらまったりとした時間を過ごしているところだ。斜め前の席に座った姫路は相変わらずのメイド服姿で何かの教材テキストを開いており、俺は俺で、自分の端末をじぃっと睨にらみ付けている。

「うーん……」

「……どうかされましたか、ご主人様？　そんな構って欲しそうな声なんか漏らして」

「えっ。いや、そんなつもりはなかったんだけど……ちょっと、覚悟を決めようかなと」

「覚悟？　……何についての、ですか？」

　さらりと白銀の髪を揺らしながら涼やかな声で問いかけてくる姫路。俺はそれに小さく頷うなずいてみせると、既に若干ビビりつつもどうにか喉を震わせる。

「ああ。それは、もちろん……エゴサの、だ」

　──エゴサ。もとい、エゴサーチ。

　それは、主にＳＮＳ等で自身の名前や愛称、もしくは関かかわった作品のタイトルなんかを検索する行為のことだ。クリエイターやアーティストが宣伝目的で行ったり、あるいはファンの反応を窺うかがうために使ったりする、というのが一般的な認識だろう。

　もちろん俺はそのどちらでもないわけだが……状況的には、恐らく後者が近い。

「……ごくり……」

　静かに唾を呑のみ込みながら、今まで閉じていた目をそろそろと開いていく。

　すると、徐々に広がっていく視界に入ってきたのは、『篠しの原はら緋ひ呂ろ斗と』という検索ワードとそれを含む数多あまたの投稿だ──その数なんと二千四百七十一件。フルネームでなく単に『篠原』だったり『転校生』などといった言葉も含めれば、余裕で一万件を超えている。

　全てを追うことはとても出来ないが、目に留まった一部を抜粋するならこんな感じだ。

『あの転校生なに!?　新学期の頭から超展開すぎてやべーな！』

『篠原緋呂斗とかいうやつウザ過ぎて笑えないレベル。まーた勘違い野郎かよ』

『え、ちょ、聞いた？　聞いた!?　篠原様もう二勝目だって！　すごっ！』

『〝篠原緋呂斗実はザコ〟説唱えてたやつ顔真っ赤じゃん。見てるー？』

『雑ざ魚こだろうが最強だろうがムカつくもんはムカつくんだよなぁ』

　などなど、ポジティブなものからネガティブなものまで様々な意見が溢あふれている。

　そう……今回、俺が突然エゴサをしようと思い立ったのは、こういった反応を直じかに見ておくためだった。俺の取った行動が周りの連中にどう思われているのか。知識だけでは測れない生の情報を手に入れられるという意味で、ＳＴＯＣストツクは最高の手段と言える。

　──ただ。

　とてもとても残念なことに……俺は、単に感情を隠すのが若干上う手まいというだけで、別に〝何を言われても動じない最強メンタルの持ち主〟とかじゃないわけで。

「『名前忘れたけど新しい７ツ星は厨ちゆう二にっぽくて推せる』？　うん、まあ悪くな──『篠原何たらのニヒル気取った笑い方マジで嫌いだわ消えろ』!?　ぐっ……い、いやでも『あの転校生オーラあるし今年はあいつが天下取りそう』って言ってるやつも──『篠原緋呂斗クソ過ぎて草』!?　し、辛辣ぅっ！　名前まで覚えてくれてるくせに！」

「ああ、なるほど。そういった用途ですか。確かにご主人様の世間的な評価は押さえておきたいところですね。いずれは情報操作なども検討するとして……あ、こちらにアンケートがありますよ？　『篠原緋呂斗と彩さい園おん寺じ更さら紗さ、７ツ星に相応ふさわしいと思うのは？』」

「おおっ！　で、結果は!?」

「ええと……ぁ。…………すみませんご主人様、結果を見てからお伝えするべきでした」

「ちっくしょう！」

　そっと目を逸そらしながら謝罪の言葉を口にする姫ひめ路じに対し、大おお袈げ裟さに天を仰ぐ俺。

　ただ……まあ、多少言い訳っぽくはなってしまうが、そもそも《女帝》は絶対的なトップランカーとして一年間７ツ星に君臨し続けていた存在だ。尊敬や憧れを集めまくっていたとも聞いているし、俺がどうというよりは単に彼女を支持する人間が多いのだろう。

　タイムラインの中には『僕の女神を穢けがしたね……？』だの『彼女に敗北は似つかわしくない』だのという危ない投稿も散見され、彩さい園おん寺じの人気の程が窺うかがえる。……いや、ここまでストーカーめいた発言をされると普通に怖いような気もするけど。

「まあ、それはともかく……アンケートの結果を気にしなければ、見た感じ俺に好意的な反応とそうじゃない反応で半々くらいってとこだよな」

「そのように見えますね。……あの、それにしては顔色が優れないようですが？」

「あー……いや、何か、こういうのって批判ばっかり記憶に残ったりしないか？　そっちの方が強い言葉で書かれてるからってのもあるんだろうけどさ」

「……ええと。それなら、最初からエゴサーチなんてしなければ良いじゃないですか」

　少し呆あきれたような、あるいは気遣うような口調でそんなことを言ってくる姫路。その気持ちは純粋に嬉うれしいのだが、しかし俺はそっと首を横に振った。

「いや、多分これくらいの批判ならこの先いくらでも受けることになると思うし、早いうちに慣れておきたいんだよ。ほら、いつまでも逃げてばっかじゃいられないだろ？」

「そう、ですか。……分かりました。ご主人様は意外にドＭなのですね」

「言い方！　違うって、別に精神的ダメージを受けることそのものが目的ってわけじゃないからな？　ただ超重要な情報源だから、ってだけで」

「それは分かっていますが……では訂正します。意外に真面目まじめなんですね、ご主人様」

　艶あでやかな嘆息を一つ挟んでから、姫路は再び端末に視線を落とした。さっきまで取り組んでいた課題は脇へと退どけられ、俺の作業エゴサを手伝ってくれる気満々といった様子だ。

　──そんな姫路が、不意に「あ」と小さな声を漏らした。

「ご主人様。こちらに、少し気になる投稿が」

　どうぞ、と呟つぶやきながら自身の端末を差し出してくる彼女。そこに映し出されている表示は俺の画面とほとんど同じだが、よく見れば細部のデザインが微妙に異なっている。

　左上に配置されたロゴも別物だ──曰いわく、裏ＳＴＯＣ。

「こちらは、名前の通りＳＴＯＣストツクの〝裏アプリ〟です。一応正式な認可を受けて運営されているものですが、３ツ星以下の端末では利用することが出来ません。そして〝高等級ランクばかり〟かつ〝匿名性が高い〟という性質上、通常のＳＴＯＣよりも選民意識が強く鬱陶しい──失礼、向上心が高く好戦的な人間が集まりやすいという特徴があります」

「なるほどな……って、３ツ星以下は取れないアプリ？　それじゃ、姫路って──」

「？　あの女め狐ぎつねから聞いていませんか？　姫路白雪わたしの等級ランクは現在４ツ星です」

「よ、４ツ星……」

　思わず鸚鵡おうむ返しに呟つぶやいてしまった。……高い。俺自身が７ツ星を名乗っているせいであまり実感は湧かないが、４ツ星というのは学園島アカデミーの上位10％に食い込むような等級だ。

　まあ──ともかく、裏ＳＴＯＣが低ランクの端末で閲覧できないアプリだというなら仕方ない。俺は少し身を乗り出して、姫ひめ路じの端末を覗のぞき込むことにする。

「えーっと……？」

「これです。こちらの、約一時間前の投稿。……読み上げますね？　『でも篠しの原はらナントカが今朝倒したのって２ツ星っしょ？　何か騒がれてるけどフツーだって、フツー。むしろ雑ざ魚こ叩たたいてご満悦とかぜってー性格悪いわ。控えめに言ってクズ』」

「!?　く、ぉおおおお……っ！」

　突如死ぬほど冷めた瞳で俺を見つめながら強烈な悪態を吐ついてくる姫路。表情はさほど変わっていないが、普段の献身的な態度とのギャップで俺に凄すさまじい桁数のダメージが叩き込まれる。……しばらく心臓に手を押し付けたままプルプルと震えていると、テーブルの向こうの姫路が申し訳なさそうに頭を下げてきた。

「すみませんご主人様。悪ノリが過ぎたことは反省していますので、そんな虐いじめて欲しそうな顔をするのはやめてください。新たな趣味に目覚めてしまいそうです」

「やめて。ほんっとにやめて」

「冗談です。……というか、わたしが言いたいのはこの投稿の危険性についてです。今後もし〝雑魚ばかり狩る７ツ星〟の印象が付いてしまったら面倒なことになりますので」

「あ、ああ……そういうことか」

　いきなりドＳキャラ属性が付与エンチヤントされたのかと思って普通に焦あせった。

　ホッと胸を撫なで下ろしながら、姫路が見つけてくれた投稿を再度確認してみる。……確かに、派手な勝ち方をしたといっても今朝の相手はかなりの格下だ。このまま低ランクばかり叩いていたらすぐに批判が湧くはずで、それが〝疑念〟に繋つながらない保証はない。

「……参考までに、去年の彩さい園おん寺じはどれくらいだったんだ？　対戦相手の等級とか」

「《女帝》のですか？　ええと、公開されている範囲だと……平均４ツ星超えオーバーですね」

「え……よ、４ツ星超え!?　冗談だろ!?」

「気持ちは分かりますが、間違いありません。……あの方の場合、１ツ星や２ツ星では相手にならないと分かり切っていましたし、逆に高ランカーは記念受験のような感覚で挑みまくっていましたからね。このような結果になるのも頷うなずけます。一時期は〝彩園寺更さら紗さに負けると運気が上がる〟なんて噂うわさまで信じられていたくらいですよ？」

「何それ怖い」

　もはや神仏レベルの敬われ方だった。……まあ、あいつ顔はとにかく可愛かわいいからな。その上〝お嬢様モード〟で性格も完璧になるんだから、そりゃ心酔されもするだろう。

「……ふぅ。それはともかく、です」

　俺が彩さい園おん寺じの伝説に感心していると、斜め前の席に座った姫ひめ路じが小さく息を吐いた。彼女は透き通るような白銀の髪を二、三度揺らし、その奥にある碧あおい瞳で俺を捉える。

「《女帝》の残した数字については、当面バグのようなものだと認識していただいて構いません。歴代の７ツ星と比較しても明らかに異常値ですし……なので、焦あせらなくても大丈夫ですよご主人様。何戦かに一度４ツ星以上との《決闘ゲーム》を挟めばそれで充分です」

「そう、だな。……でも、それじゃちょっと物足りないだろ？」

「え？」

「ＳＴＯＣストツクの投稿を見ても分かる通り、俺はどうしたって《女帝》と比較される立ち位置だ。いくら気にする必要がないって言ったって、周りの連中は絶対に〝数字〟を持ち出してくる。で、質じゃ敵かなわないのは分かり切ってるんだから、残りは量でカバーするしかない──ってわけで、姫路さえ良ければ明日も《決闘》を受けるってのはどうだ？」

「……ふふ、ふふふっ。嬉うれしいです。まさかご主人様の方からそう提案していただけるとは思ってもいませんでした──はい。わたしも、それが良いかと思います。転校初日から三日連続で勝利、というのは、それだけで《女帝》にも劣らない強烈なインパクトになりますので。……少々お待ちくださいね？　すぐに《決闘ゲーム》を選別いたします」

　いつもより勢い込んだ口調でそんなことを言いながら、嬉しそうに口元を緩ませ始める姫路。……昨日の夜もちょっと思ったが、《決闘ゲーム》が絡んだ時の彼女はやけにノリノリな気がする。テンションが高いというか何と言うか、軽い嗜虐的性質Ｓつ気すら感じるほどだ。

　いやまあ、俺からすれば有り難い話でしかないのだが……。
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（──って、鼻歌!?　え、何これ無意識なの!?　う、うーん、めっちゃ気になる……けど、気付かなかったことにしておくか。……なんか、やたら可愛かわいいし）

　クールな表情でじっと端末を見つめているのかと思いきや、その実、華きや奢しやな身体からだをちょこちょこ揺らして上機嫌にリズムを取っている姫路（フリフリメイド服）。

　突っ込みどころは多々あるが、姫路が楽しそうだから何でもいいかと思うことにした。
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　とりあえず《決闘ゲーム》の受諾だけを終え、その他の細かい段取りや作戦会議については明日に回すと決めた──その日の夜。

　ベッドの上ですぅっと両目を閉じながら、俺は、ぼんやりと思考を巡らせていた。

「色々あったな、今日も……」

　早朝の《決闘ゲーム》から彩園寺との衝突、初登校にクラスメイトとの顔合わせに謎のカフェでの密会、さらには精神を削りまくるエゴサタイムに《決闘ゲーム》の選別と盛り沢山だ。中でも特に印象深かったのは、やはり彩さい園おん寺じとのことだろうか。

「あいつ、まだ何か隠してそうだったけど……それにしても、共犯関係ね」

　目を瞑つぶったまま微かすかに嘆息する。……何と言うか、凄すさまじく微妙な関係だ。彩園寺は去年の〝絶対王者〟で、俺はそれを下した新たな〝最強〟。あくまでも外見的にはバチバチに敵対してなきゃいけないのに、裏ではこっそりお互いの嘘を守り合う必要がある。

「はあ……って、そうだ」

　嘆息交じりに一つ呟つぶやいて、俺は緩やかに上体を起こした。

　そういえば、せっかく彩園寺と連絡先ＩＤを交換したのにまだ何のメッセージも送っていなかった。別に何か用事があるというわけではないが、とはいえ今後（一応）味方になる相手だ。多少気を遣ってやってもきっと罰は当たるまい。そんなわけで、

『篠しの原はらだ。とりあえず挨拶な。……ちなみに、ここではどこまで喋しやべっていいんだ？』

　ちょっとした質問も交えたメッセージを送信する。そして、これでは淡白すぎるかとスタンプの一つでも追加しようとしたところで──すぐに〝既読〟の二文字が目に入った。

「……お？」

　少し驚いて目を瞬まばたかせる俺。直後、間髪容いれずに彩園寺からの返信が送られてきた。

『おっっっそい！　もう、今まで何してたのよあんた！　このあたしにＩＤ貰もらったんだから帰ってすぐに連絡するのが常識でしょ!?　全くもう……それと、このアプリでの会話については特に気を遣わなくていいわ。厳重にプロテクトしてるし、そもそも偽のダミーアカウントだから。……でも、一応あたしの名前は伏せてもらえる？　貴女で統一しておいて』

『了解。──で？　何で怒ってるんだよお前。連絡なんていつでもいいだろ』

『良いわけないじゃない！　あたし、あんたからいつ連絡が来るのかなってそわそわしながらずーっと待ってたのよ!?』

『え。……待ってた？　いや、何でだよ。急ぎの用でもあったのか？』

『待って待って今のなし撤回キャンセル！　えっと……そう、映画を観てたの。映画を観ながら、ついでにあんたのメッセージを待ってたのよ。いえ、正確な序列で言うならついでのついでのついでくらいね』

『じゃあ俺が怒られる理由とか全然ないじゃん……っていうか、お前こんな時間まで起きてていいのかよ？　お嬢様キャラが遅刻とか洒落しやれにならないぞ』

『大丈夫よ。なんたってコレで一年やってるんだもの。むしろ、あんたこそ早く寝なさいよ？　さっきも言ったけど、あんたの嘘うそがバレたらあたしも巻き添えなんだから』

『それこそこっちの台詞せりふだっての。一瞬で俺にバラしたくせに』

『あんな特殊ケースがもう一回起こるようならお祓はらいにでも行くわよ……もちろん、あんたも引ひき摺ずってね』

『ああ、そりゃいいな。その時点でまだ嘘うそがバレてなければ、だけど。……って、そういえばお前に一つ訊ききたいことがあったんだ。さっきＳＴＯＣストツクで見たんだけど、この投稿──僕の女神がどうとかってやつ、こういうのってよくあるのか？』

『め、女神!?　って……ああ、久く我が崎さきね。んー、まあそれならしょっちゅうかしら』

『危険性は？』

『危険性？　それって、もしかしてストーカー被害とかってこと？　ないない、別にそういう話じゃないわ。執着されてるのは本当だしすっごく面倒な相手ではあるけど、あくまでも《決闘ゲーム》の話だから。……っていうか何よ、心配してくれるの？　ふふん、まあそうよね！　可愛かわいいあたしが狙われないかって不安になっちゃう気持ちはよく分かるわ！』

『違っげーよ。お前に憧れてるやつが〝本性〟を知ったら可哀かわい想そうだなって思っただけだ』

『む！　それ、どういう意味よ』

『そのままの意味だろ。……まあいい、とにかく俺は寝る。お前も夜更かしすんなよ？』

『え？　あ、うん。そうね、あたしも眠くなってきたわ──それじゃ篠しの原はら、いい夢を』

　澄ましたメッセージと共にスタンプが貼り付けられ、そこで彩さい園おん寺じとの会話は一段落した。俺は寝転んだまま端末を手放し、溜ため息いきと共に右手の甲を額へ遣やる。……ふう。

「アンバランスな共同戦線、ってとこか……ったく。上う手まく行けばいいんだけどな」

　そんな益やく体たいもないことを考えながら、俺は今度こそ眠りに落ちた。
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　翌日、金曜の朝。

　今日の《決闘ゲーム》は放課後に行う予定のため真まっ直すぐ学校に向かっていた俺は、昨日と同じく校門前に人だかりが出来ているのを見てピタリと足を止めた。

　その顔触れは揃そろいも揃って見覚えのあるものだ。桜おう花か学園の制服を着たスクールカースト高めの女子数人と、それに囲まれて立つ一人の〝別格〟──彩さい園おん寺じ更さら紗さ。

「ふふん、奇遇ね篠しの原はら」

　俺の姿を認めると、彼女は腕を組んだままこちらへ歩み寄ってきた。周囲の生徒がざわついているのが分かるが、これくらいの反応ならさすがにそろそろ慣れてきている。

　ルビーの瞳を見つめつつ、嘆息交じりに言葉を返すことにした。

「奇遇ね、じゃないだろ彩園寺。これで二日連続だぞ？　どう考えても意図的だ」

「あら、そうでもないわ。だって桜花の高等部ってここのすぐ裏手にあるんだもの。ちょっと寄り道すればこの道に出るの。……ふふっ、自惚うぬぼれないでもらえるかしら？」

「……ああ、そうするよ。じゃあ俺は行くから」

「ちょっ──っと、待ちなさい！　ええ、待つべきよ。あなたに用なんかこれっぽっちもないけれど、それでもそんなに急ぐことはないと思うわ」

　早々に立ち去ろうとした俺の腕を反射的に掴つかみ、そのままぐいっと力を込めて引っ張ってくる彩園寺。その予想外の行動に二人ともバランスを崩し、危うく額と額が触れてしまいそうな距離にまで顔が近付くことになる。

「！！？！　……ぅ……ぁぅ……」

　耳まで真っ赤に染まっているところを見るに、彼女の方もまさかこんな体勢になるとは思っていなかったんだろう。けれど、俺も彩園寺も（世間的には）一種の〝完璧超人〟キャラだ。今のが失ミ態スだと思われるのもこの程度で照れるのもイメージに合わない。

「…………チッ」

　だから、俺はくらくらするほど甘い彼女の香りを意識の外へ追いやりつつ、至近距離からガンを飛ばすことにした。すると彩園寺の方も俺の意図を察してくれたらしく、すぐに恥ずかしさを押し殺して余裕の笑みを貼り付ける。

　そして──お互い、煽あおり全開の口調で口火を切った。

「ふ……ふふ、聞いたわ篠原。あなた、今日も《決闘ゲーム》をするそうね？（近い……近いわよ、もうちょっと離れて）」

「ああ、そうだけど。だから何だよ？　去年の連勝記録が抜かれそうで急に不安にでもなったのか？（い、いや……無理だって。お前に腕掴まれてるんだぞこっちは）」

「いえ、別に？　私、記録なんてどうでもいいもの。でも、あなたが無ぶ様ざまに負けるシーンならとてもとても興味があるわ──だから、今日の《決闘ゲーム》は私も見に行ってあげる。光栄に思いなさい？（ぅう……もう、分かったわよ。へ、変なとこ触ったら怒るから！）」

「光栄に？　ハッ、そうだな。６ツ星の天才お嬢様に観戦してもらえるなんて嬉うれしくて涙が出そうだ（……この状況でそんなこと出来るやつ、ちょっと無敵すぎないか？）」

「っ……あなた、本当に性格悪いわね。……いいわ。それじゃ、今日はとびっきりのカメラを持っていくから。あなたの薄笑いが引き攣つる瞬間をばっちり撮っておかなくちゃ（まあ確かにそうね。……それにしても、あんたのせいで眠いわ篠しの原はら。責任取ってよ）」

「へえ、そりゃ良いな。専属カメラマンみたいなもんじゃねえか。ＬＮＮネツトニユースから取材依頼が来たら写真はお前に当たるよう言っとくよ（いや、責任て。どうしろと）」

「ふん、だ。今のうちにたくさん吠ほえておけばいいわ。あなたの記事なんて、どうせ来週には一つも更新されなくなるんだから（うーん……そうね。それじゃあ、眠気覚ましに思いっきりあたしをイライラさせてくれない？）」

「あ？　それはお前の末路だろ（え、何その……ええ……）」

　体裁のために大きな声で言い合いをしつつ、ほとんど口を動かさないまま全く別の会話を交わす俺と彩さい園おん寺じ。それ自体は特に問題なくこなせているのだが。

（思いっきりイライラさせてって……難しいこと言うな、こいつ）

　ちらりと彩園寺の表情を窺うかがってみれば、彼女はどこか愉快そうな笑みを湛たたえて俺の言葉を待ち侘わびているようだった。桜色の唇は片側だけがわずかに吊つり上げられており、また身体からだの前で腕を組んでいるため、必然的にとある部分が強調…………ん？

「？　何よ、どうしたの篠原？」

　もしかして、そうでもない……？

　いや、別に断崖絶壁というわけじゃないのだが、比較対象として浮かぶのがどうしても姫ひめ路じになるせいかやはり小さく見えてしまう。もし本人が気にしていたらと考えると若干アレな気もするものの、しかし彼女は『イライラさせろ』とご所望だ。

　──ならば。

「ま、現７ツ星の俺はともかく……どっかに記事を載せてもらいたいなら写真映えするように毎朝牛乳でも飲むんだな、貧乳」

「──────」

　俺がその台詞せりふを口にした瞬間、彩園寺の全身が一気に硬直した。……いや、違う。よく見ればぷるぷると腕が震えている。ギャラリーを意識しているのか口元だけは笑顔のままだが、瞳には恨みがましい怒りの炎が揺らめいている。

「……ん、でるってのよ、毎日毎日……っていうか、これでもちょっと盛って……！」

「えーっと、その……彩園寺さん？」

「っ……何でもない。……ええ、本当に何でもないわ。素敵な挨拶ありがとう篠しの原はら。おかげで今日も一日快適に過ごせそうよ？」

「お、おう。それなら良かった……？」

「ええ！」

　ふん、とそっぽを向きながらそう言い捨てて、彩さい園おん寺じは苛いら立だたしげな様子で俺の腕を振り払った。そうして、ほんの一瞬だけギャラリーの隅へ視線を遣やったかと思うと、どこか嫌そうに──あるいは不安そうに眉を顰ひそめて、そのまま去って行ってしまう。

　……イライラさせろと頼まれてイライラさせてみたら本気でイライラされた件。

（いや待て、じゃあ今のってどうするのが正解だったんだ……!?）

　どうにも釈然としないが……まあ、言われた通りにやったんだから責められる謂いわれはないだろう。さくっと気持ちを切り替えて、彼女が気にしていた方向に視線を向けてみる。

（……あいつ、か？）

　そこで俺の目に留まったのは、ギャラリーの集団から少し離れた位置にいる一人の男子生徒だった。制服の上から仰々しい漆黒のマントを着込んだ異質な青年。それも、どういう理わ由けか、値踏みするような険しい視線は間違いなく俺に向いている。

　彼はやがて群衆の中に紛れてしまったが、その独特すぎるオーラのせいか彩園寺の意味深な態度のせいか、俺の意識にははっきりと焼き付いたままだった。




「──マントの男を知らないか、って？」

　英えい明めい学園高等部二年Ａ組。授業の合間の休み時間。

　ざわざわと喧けん騒そうが広がっていく中、俺は隣席の多た々た良らにそんな質問をぶつけていた。

「そう、黒いマントの。さっき偶然見かけたんだけど、珍しい格好だなと思ってさ」

「あ、なるほど！　うんうん、目立つよねー久く我が崎さきくん」

「久我崎？　……あいつがそうなのか。ちなみに、多々良の知り合いか？」

「ううん、違う違う。そうじゃなくて、単に久我崎くんが有名なの。久我崎くん──久我崎晴せい嵐らんくん。八番区音おと羽わ高校の三年生で、知名度なら島内でもトップクラスだよ」

「へえ……その有名っていうのは、何で？」

「えっとね──」

「それは彼が５ツ星だから、だよ。それも色付き星所有者シングルカラーだ」

　多々良の台詞せりふを遮るように、いつの間にか近付いてきていた[image: ]つじがそんなことを言ってきた。む、と多々良が頬ほおを膨らませるが、[image: ]は特に悪びれるでもなく続ける。

「久我崎先輩は音羽高校のエースとして島中に名を馳はせている。篠原くんと比べると霞かすんじゃうかもしれないけど、５ツ星だって千人に一人の超エリートだからね。つい二ヶ月前に〝藍〟の色付き星を手に入れてからは『６ツ星とほぼ同格』って思ってる人も少なくないし、それにあの人には他にも色んな伝説がある」

「そうそうっ！　例えば音おと羽わに入学してから今まで定期テストで点を落としたことが一回もないとか！　それにそれに、非公式の治安維持組織でリーダーをやってるとか！」

「《我流聖騎士団》、だよね。久く我が崎さき先輩が一年の時に立ち上げたグループで、最初こそ零細だったけど今じゃ三百人以上のメンバーが所属してる一大組織だ。多分、非公式グループの中じゃ最大規模なんじゃないかな？　カリスマ性の塊ってやつだよ」

「変人っぽく見えるけど意外に人望あるもんね、久我崎くん。あとあと……そうだ！　久我崎くんと言えば面白い二つ名があるんだよ──あのね、不死鳥っていうの」

「……不死鳥？」

　謎の単語に首を傾かしげる俺。鸚鵡おうむ返しのその問いに、[image: ]つじが苦笑しながら答えをくれる。

「そう、不死鳥。今言った通り久我崎先輩はとんでもなく頭脳明めい晰せきで、だから元々一定の支持はあったんだけど……そんな彼の知名度を急激に押し上げた事件があって。……実はね？　去年の今頃、入学したばかりの彩園寺更紗に《決闘》を挑まれて最初に負かされたのが久我崎先輩だったんだ。しかも彼、それで《女帝》に心酔しちゃったみたいでさ」

「え？　……負けたのに、か？」

「負けたから、だよ。初めての感覚にすっかりハマっちゃったみたい」

「…………」

「まあ天才のよく分かんないツボは置いておくとして。……ともかく尋常じゃないくらい慕ってるんだよ、《女帝》のこと。あまりにも《女帝》ファーストすぎて、優秀さの割に所属学園からの評価は低いって噂うわさもあるくらい」

「噂っていうか、絶対そうだよ。だって久我崎くん、去年の四月から《女帝》にしか《決闘ゲーム》を仕掛けてないんだよ？　負けたら星が減っちゃうって分かってるはずなのに」

「確かに、ちゃんと相手を選べば６ツ星は固いはずだからね。一いち途ずというか懲りないというか……でも、不死鳥の名はそこからだよ。一見ただの変人エピソードなんだけど、実はこの間、久我崎先輩は一つも等級を落としてない。《女帝》に負けて４ツ星に落ちる度に一瞬で別の《決闘》に勝利して５ツ星に返り咲いてる。……あはは、そんな人に執着されるなんて、ホント《女帝》も大変だよ」

　大おお袈げ裟さに肩を竦すくめながらやれやれと苦笑する[image: ]。それに合わせて俺も「確かにそりゃ災難だな」と口元を緩めるものの、しかしその実、内心では全く別の感情を抱いていた。

（そんなに強いのか、久我崎晴せい嵐らん。……ちょっとマズいな）

　例の投稿。執着。《女帝》。久我崎晴嵐は、彩さい園おん寺じの〝強さ〟に惹ひかれて《決闘ゲーム》を挑み続けている。その行為自体は別に咎とがめられるようなものではないが、俺と彩園寺の関係を考えれば放置も出来ない──だって、あいつが負ければ俺も一緒に破滅するんだ。

（それに、赤の星を失ってるんだから彩園寺が弱くなってるのは間違いないんだよな。その責任は俺にもあるし、何とかしてやりたいとこだけど……さて、どうするか）

　黙り込んだまま思考を巡らせていく。……一応、今の俺の立場を使えば全く手が打てないでもないんだ。もちろんかなりの迷いどころではあるが、しかしこうして悩んでいる間にも今朝の彩さい園おん寺じが浮かべていた不安げな表情が脳裏を過よぎっているわけで。

（…………ん。まあ、今は一応〝共犯者〟だからな。面倒だけど、少しは働くか）

　ポケットから端末を取り出した俺は、早速ちょっとした仕込みを始めることにした。





　　　　♯



　姫ひめ路じからの〝通話要請〟が入ったのは昼休みが始まって少し経たった頃だった。

　イヤホン越しの指示に従って上う手まく人目を逃れつつ、本来なら封鎖されているらしい屋上（電子錠はハッキングで無効化してもらった）で作戦会議を開始する。

『まずは簡単なおさらいから行きましょう。本日ご主人様が受けることになっている《決闘ゲーム》の名称は──《疾しつ風ぷう怒ど涛とう》』

「ああ。……確か、１００メートル走をするんだったよな？」

『その通りです。二人のプレイヤーが同時にスタートし、先にゴールラインを通過した方が勝利という非常に単純なルールですね。ただ、特殊な点が一つだけ──移動方法に関しては何の指定もありません』

「移動方法が定められてない……ってことは、つまり〝乗り物でも何でも自由に使っていい〟ってことだよな。……いや、まあ多分それだけじゃないんだろうけど」

『慧けい眼がんですねご主人様。なんとこの《決闘ゲーム》、対戦相手の最高記録ベストタイムは一秒台だそうです』

「……は!?　い、一秒台って、そんなわけ──」

『驚くのも無理はありません。ご主人様はまだこの島に来て日が浅いですからね。ですが知識としては知っているはずです──学園島で行われる《決闘》には、アビリティと呼ばれる特殊な要素が存在することを』

「あ、ああ……そりゃまあ知ってるけど」

　アビリティ。それは《決闘ゲーム》を優位に進めるために用いる〝特殊アプリ〟の総称だ。昨日の《50／50フイフテイー・フイフテイー》はハッキングだけで勝ててしまったから、アビリティ云うん々ぬんという話は全く出て来なかったが──

「……それを使えば、１００メートルを一秒で走る相手にも対抗できるってことか？」

『はい。簡単に言えばそうなります』

　俺の問いに短く肯定の言葉を返してから、姫路はすぅっと息を吸い込んだ。

『アビリティは、大きく攻撃・防御・補助の三種類に分類することが出来ます。自身の作戦の主軸になったり相手への干渉を行ったりする〝攻撃〟のアビリティ。相手からの干渉を遮断する〝防御〟のアビリティ。そして、記録データへの直接干渉や攻撃アビリティの支援等を行う〝補助〟のアビリティ──《決闘ゲーム》参加者は、これらを好きなように組み合わせて実際に持ち込むアビリティ構成を決定するわけです』

「なるほど……えっと、一つの《決闘ゲーム》で使えるアビリティは三つまでだったよな？」

『はい。例えば今日の対戦相手なら〝攻撃・攻撃・補助〟で完全速度特化の構成にしている、という具合ですね。もちろん今回もこれで来るという確証はありませんが、他のアビリティ構成を使っている記録は一つもないようです。それなりに信頼は出来るかと』

「ああ、そういう風に分析するんだな。で、それを受けてこっちも構成を考える、と」

『その通りです、ご主人様。相手の妨害を優先するか、自身の記録を伸ばすのか……とにかく状況に合わせて最適な組み合わせを作るのが《決闘ゲーム》の中核、と言っても過言ではありません。読み違えればそれだけで負けるということも充分有り得ますので』

「……確かに」

　真剣な声音で呟つぶやきながら一つ頷うなずく。……つまり、名目上は〝１００メートル走〟になっていても、結局のところ〝アビリティの読み合い〟こそがこの《決闘ゲーム》の本筋になるわけだ。相手の思考を読み切って、その上で絶対に勝たなきゃいけない。

（案だけならいくつか浮かぶけど……でもまあ、必要なさそうか）

　姫ひめ路じの口振りから察するに、既に《カンパニー》の方で必勝の策略を用意してくれているんだろう。なら、色々と頭を捻ひねるのはそれを聞いてからでも遅くない。

　こほん、と可愛かわいらしい咳せき払ばらいを一つ挟んでから、姫路は静かに語り始めた。

『それでは、今回の〝作戦〟ですが──』




　──学園島アカデミー四番区・総合陸上競技場。

　学区を跨またいだイベントにも使われるというこの広大なグラウンドは、現在約二千人の観客が放つ物もの凄すさまじい熱気に包まれていた。

　会場自体は五千人規模の収容能力を持つため〝アリーナが満席になっている〟というほどではないが、これだけの人数がたった一組の《決闘ゲーム》を見に来ているという時点で注目の程が窺うかがえる。制服を見る限り、他学区から来ている連中も少なくなさそうだ。

　そして、そんな中、俺は競技場の中心で一人の生徒と向かい合っている──の、だが。

「さんっ、にぃっ、いちっ……ゼロっ！　というわけで、時間だにゃあああ!!」

「「「うぉおおおおおおおおおおおおおおおっ！！！」」」

　快晴の空へと解き放たれた宣言の後、間髪容いれずにノリノリの歓声が沸き上がる。それは俺の対戦相手が発したものではないし、もちろん俺が言ったものでもなかった。

　若干の嘆息交じりに声の方へと視線を向ければ……そこにいるのは、ヘッドセットのマイク部分に手を遣やっている快活そうな女子生徒。

「皆様、大変お待たせしましたにゃ！　さっそく本日のメインイベントに突入──する前に、もうほっんのちょっとだけお時間いただきたいのにゃ！　よろしいですかにゃー!?」

「「「いいよぉおおおおおお!!」」」

「元気なお返事ありがとうござまいますなのにゃ！　ではではお言葉に甘えて自己紹介タイムっ！　ワタシは学園島アカデミー公認組織グループ《ライブラ》所属、二年の風かざ見み鈴すず蘭らんにゃー!!」

「「「ふぅうううううううう！！！」」」

　名乗りと同時に横ピースを決め、それから前後左右に手を振り始める謎の少女。

　今彼女が口にした《ライブラ》というのは、多た々た良らにも紹介されたネットニュースアプリ・ＬＮＮを運営している一大組織だ。島で起きた様々なイベントを取り上げて、毎日のように情報発信を行っているらしい。

　基本的にはそちらがメインの活動内容、とのことだったが……しかし《ライブラ》の役割はもう一つあった。それが、今回のような〝助すけっ人と業務〟だ。

　そもそもの話、規模の大きな《決闘ゲーム》というのは内容次第で審判やスタッフが必要になる場合が少なくない。本来なら参加者が自分で誰かに依頼するわけだが、そこに《ライブラ》は目を付けた。何せ〝スタッフ代行〟という体なら労せずあちこちのイベントに潜り込める。邪険にされることもなく効率的に取材が出来る。

　加えて、その手の《決闘ゲーム》は必然的に注目度が高くなるため、そんな場所で頻繁に司会を務める《ライブラ》メンバーは一部アイドル的な人気を得たりもするらしく。

「ありがとにゃ！　にゃふふ、そんなに喜んでもらえるとくすぐったいにゃぁー！」

　──今目の前ではしゃいでいる彼女なんか、まさにその筆頭とのことだった。

　風見鈴蘭。等級ランクは３ツ星。彩さい園おん寺じと同じ三番区の所属で、もちろん着ている制服も桜おう花か学園のもの……であるはずだが、しかし相当着崩されているためパッと見ではよく分からない。極限まで短くされたスカートの裾からは惜しげもなく太ももが晒さらされ、また右肩には〝敏腕記者！〟と書かれた腕章が安全ピンで留められている。

　ついでに、肩下で揃そろえられた栗くり色いろの髪がぴょこんと外側にハネているのは、恐らく今も被かぶっているボーイッシュな帽子キヤツプのせいなんだろう。口調や仕草はとんでもなくあざといのだが、そういった活動的なガジェットが彼女の印象に奇跡的な調和を生み出していた。

　そんな風見は一通りのＭＣトークを挟んだ後、八重歯の覗のぞく笑顔を俺たちに向ける。

「それではお待ちかねっ！　今日の《決闘ゲーム》に参加する二人を紹介するにゃあ！」

　言いながら俺の正面、対戦相手の方へと足を進める風見。彼女の指示に従って、カメラを持った数人もくるりと身体からだの向きを変える。

　……そう。実は今回、会場が広いことも考慮して撮影班が動員されているんだ。俺たちの《決闘ゲーム》の様子は観客席の随所にあるスクリーンに映し出される。さらに《ライブラ》の公式アプリ〝island-tubeアイ・チユーブ〟ではリアルタイムの動画配信も行われているんだとか。

　そんな事情もあって、今は念のため右耳のイヤホンを外していた。

（姫ひめ路じと連絡が取れないのはちょっと困るけど……とにかく、気を引き締めてかないと）

　微かすかな頷うなずきと共に内心で覚悟を決める俺。

　と、そんな俺の眼前では、既に風かざ見みが《決闘ゲーム》申請者の紹介を始めていた。

「まずは──挑戦者レイダー！　十一番区所属の三年生・浦うら坂さか波は留るセンパイ！　等級ランクは３ツ星、趣味はＶ系バンドとツーリング！　パンクでロックなイカしたセンパイだにゃ！」

「……どーも」

　風見のテンションに気け圧おされたのか、対面の少女は一瞬遅れてそれだけ口にする。

　そんな彼女の格好は……ダーク系、とでも言えばいいのだろうか。ヴィジュアル系バンドが好きという趣向の表れなのか、短めの黒髪に赤のメッシュが混じっている。着ている服も制服ではなく、バンドハウスがよく似合うスタイリッシュな黒装束だ。

　風見はしばらく彼女に話を振り続け、ギャラリーの関心と拍手を誘う。

　そして一転、ダイナミックに身体からだを翻すと、そのまま勢いよく俺の方へと駆けてきた。

「それからこちらっ──受諾者キーパー！　歴代最速最強の７ツ星・篠しの原はら緋ひ呂ろ斗とくんにゃ！　英えい明めい学園高等部二年、つい三日前に学園島アカデミーへ渡ってきたばかりのニューフェイス！　二日連続で《決闘ゲーム》に勝利し学園島アカデミー中を大いに沸かせている王者が、今日もまたその力を見せつけるのかにゃー!?　ではでは篠原くん、意気込みの方をお願いしますにゃ！」

「意気込み？　……いや」

　至近距離でマイクを突き付けながらワクワクと言葉を待ってくれている風見に対し、俺は、静かに首を振りつつ真顔で返すことにする。

「そんなもの必要ないだろ──どうせ、俺が勝つんだから」

「おぉおおおおおおおお！　何という余裕！　何という自信！　これこそが７ツ星だと言わんばかりの傲岸不遜、唯我独尊！　さっっすが篠原くんですにゃ!!」

　興奮に頬ほおを上気させながらわーきゃーと騒ぐ風見。俺はどうでも良さげに視線を逸そらしつつ、恥ずかしくなって内心頭を抱える羽目になる。……今の台詞せりふ、完全に黒歴史入るよな？　というか今さらだけど、俺の嘘うそって〝イキり黒歴史量産システム〟だよな……？

（……ま、まあ、今はバカにしてきそうなやつがいないのが救いだけど──）

「それではっ！　ここで、本日のスペシャルゲストを紹介しますにゃ！」

　俺がそうやって自分を誤ご魔ま化かしていると、風見がぱっと手を振り上げてそんな言葉を口にした。それに応じて入場口の一つが開放され、そこから一人の女子生徒が現れる。

　彼女は俺を見て一瞬だけ口元を歪ゆがめてから、マイクの近くで優雅に礼をしてみせた。

「こんにちは、ご紹介に与あずかりました彩さい園おん寺じ更さら紗さです。今回の《決闘ゲーム》はどうせ篠原くんが勝つとのことでしたが、私の知る限り《決闘ゲーム》に絶対はありません。どうせちょっとしたリップサービスのようなものなんだろうと思いますし、どうせなので私も皆さんと一緒に愉たのしんで観戦するつもりです。……ふふっ、よろしくお願いしますね？」

「「「うぉあおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！！？？！？！」」」

　──尋常じゃない盛り上がり方だった。

　実際、彼女の立ち姿は凛り々りしく魅力的で、これだけの人気が出るのも分からないとは言わない。……が、しかしその瞳は今もおかしげに俺を見つめていて、明らかにさっきの発言を小馬鹿にしているのが見て取れる。何なら今にも吹き出しそうな表情だ。

（あ、あいつ……！）

「はいっ！　というわけでここからはワタシ風かざ見み鈴すず蘭らんと、クラスメイトでもあり桜おう花かの絶対的エース・彩さい園おん寺じ更さら紗さちゃんの二人でお送りさせていただくにゃー！」

　俺と彩園寺の水面下でのやり取りには気付くことなく、風見は《ライブラ》の撮影班に何やら合図をしてみせた。そして、今度は俺の対戦相手である先輩の近くに歩み寄り、

「それでは浦うら坂さかセンパイ、さっそく《決闘ゲーム》名のコールをお願いしますにゃ！」

「ん、了解。あーしがシノハラに申請したのはこの《決闘ゲーム》だ。……《疾しつ風ぷう怒ど涛とう》」

　先輩がその単語を口にした瞬間、ドンッ、と派手な効果音と共にアリーナに設置されたスクリーンの全てに《決闘ゲーム》タイトルが表示された。

　それをちらりとだけ確認してから、風見は跳ねるような口調で続ける。

「《疾しつ風ぷう怒ど濤とう》！　格好良いにゃ！　ちなみに、これはどういったゲームなんですにゃ？」

「んー……まあ、簡単に言えば〝短距離走〟だよ。この陸上トラックを使って、あーしとシノハラで１００メートル走をする。そんだけ」

「シンプル！　シンプルイズザベストな回答にゃ！　でもでも浦坂センパイ、それだと体格的にセンパイの方が不利になっちゃうんじゃないですかにゃ？」

「いや、そうでもないよ。だって……これ、何でもアリの１００メートル走だから」

　そう言って小さく右の口角を上げる先輩。そんな彼女の声に呼応するように、端末とスクリーンの両方に《疾風怒涛》のルールテキストが表示されていく──曰いわく。

・プレイヤー二人はスタート地点からゴール地点までの１００メートルを移動する。

・スタートは審判──今回は《ライブラ》の風見鈴蘭が務める──による合図と同時に行い、先にゴール地点まで辿たどり着いたプレイヤーが勝者となる。

・ただし、これは普通の１００メートル走ではない。何でもアリ──すなわち、スタート地点からゴール地点までの移動方法は一切問わないものとする。

「…………」

　確認のつもりでルールに目を遣やりながら、俺は小さく一つ頷うなずいた。……まあ、ついさっき姫ひめ路じと話し合った通りのものだ。今さら動揺するようなことは何もない。

　ただ、そんな俺とは対照的に、風見の方は興奮気味に右手をぎゅっと握り締めている。

「何でもアリの１００メートル走──っ！　あ、熱い！　熱すぎるにゃ！　センパイセンパイ、もし良ければこの《決闘ゲーム》内容を選んだ理由を教えてもらえますかにゃ!?」

「ん、まあ……普通に、これなら勝てるかもって思ったから。……ふっ、もう知ってるだろうけど、一応教えてあげるよシノハラ。この《決闘ゲーム》、あーしの最速記録は一秒台だ」

「一秒台！　もはや意味不明だにゃ！　こ、この挑発に７ツ星はどう答えるか……っ!?」

　得意げな表情で自己ベストを申告する先輩。同時、ざわつくギャラリーの心中を代弁するように風かざ見みがマイクを近付けてくる──が、俺は何でもないような口調でこう答えた。

「どうも何も。……それがどうかしたのか？」

「っ……じゃ、じゃあアンタ、あーしよりも速いっていうの？」

「さあな。というか、そんなの訊きいてどうするんだ？　やってみれば分かることだろ」

「……あっそ。ならいいよ、そうやっていつまでもスカしてれば。あーし、こう見えても速さだけなら絶対負けないって自信があるから」

　気け怠だるそうにしながらも目には確かな闘志を籠めて、先輩はそんな啖たん呵かを切ってくる。

　ああ……確かに、それはその通りなんだろう。７ツ星を相手に真っ向から《決闘ゲーム》を仕掛けてくるくらいなんだから、自信がないなんて有り得ない。

　だけど。

　残念ながら、そんなことは全く微み塵じんも関係なくて。

「そうか、奇遇だな。──俺は、速さだけじゃなく何でも負けない自信があるんだ」

　相変わらずの最強宣言ビツグマウスに湧き上がる会場のド真ん中で、俺は不敵な笑みを浮かべた。




　心境としてはこのまま《決闘ゲーム》に突入しても良かったのだが、ここで一旦準備のための時間が設けられた。《決闘ゲーム》中に声を拾うためのピンマイクが俺と先輩に取り付けられ、また《ライブラ》の面々により即席の〝解説席〟がセッティングされる。

　そしてちょうど今、バンギャルルックからジャケットに着替えた先輩が乗り物の準備を終えたところなのだが……それを見て、俺は既に先ほどの発言を後悔し始めていた。

「あーしの趣味はＶ系バンドとツーリングだ。それはさっき言ってもらった通りなんだけど、一つ補足がある。……あーし、乗るだけじゃなくて弄るのも好きなクチなんだよ」

　視線の先で、楽しげにそんなことを語っているバンギャル先輩。

　そんな彼女の隣にあるのは──バイクだ。それも原付やスクーターの類たぐいじゃなく、体積で言えば先輩自身が三人くらい収まってしまいそうな大型マシン。塗装も自分でやっているんだろう、黒一色に染め上げられた車体にはド派手な赤のラインが入っている。

「と、と、と……とんっでもない大物が出てきたにゃぁああああああ！」

　沈黙を保ったままの俺だが、今回は風見が大興奮で叫ぶのも頷うなずけた。……だって、先ほどの〝作戦会議〟の際に見た先輩の《決闘ゲーム》履歴には、こんなモンスターマシンなんて一度も登場していなかった。お気に入りの電動自転車に様々な改造を施し、アビリティを駆使して限界まで加速する、というゲームスタイルだったはずなのに。

「──でしょ？　すごいっしょ、こいつ」

　対照的な反応を見せる俺と風かざ見みに、先輩はあくまでも飄ひよう々ひようとした口調で告げる。

「実は今日が初お披露目なんだよね。目立つ舞台で自慢したかったっていうのもあって」

「初お披ひ露ろ目め！　にゃんと、今までは全く使ってなかったんですかにゃ？」

「まーね。ほら、あーし高三で四月生まれだから、つい先週十八になったとこなわけ。要は大型が運転できるようになったばっかりなんだよ」

「……うにゅ？　あれ、免許ってそんなにすぐ取れるものでしたかにゃ？」

「うっ……ま、まあ細かいことはいいっしょ。あーし、ちゃんと免許持ってるし！」

　焦あせったように言いながら免許証を取り出し、顔写真の部分をピシっと指差してみせる先輩。確かにカードは本物のようだが、右上に記された生まれ年が十九年前であることに気付いて俺は密ひそかに納得する。……なるほど。どこかで一つ留年していて、それを隠すために去年はバイクを使っていなかったのか。道理で記録にないわけだ。

（まさか狙ってたわけじゃないだろうけど……うーん、マズいな。大丈夫なのか？）

　作戦内容を考えれば相手の〝足〟が変わったところであまり問題ないとは思う。けれど目の前のマシンが例外に当たらないのかと言われれば、それはちょっと自信がない。

「ま……ともかく、あーしはこいつと一緒ならもっともっと速くなれるってことだよ。シノハラにも誰にも追い付かせない。今日、あーしは風になる」

　言うだけ言って、先輩はひらりとバイクに跨またがった。ハンドルとハンドルの中央にある窪くぼみに端末を嵌はめ込み、サイドに引っ掛けていたヘルメットをずぼりと被かぶる。それから「ちょっと慣らさせて」と言い残してグラウンドの外周を回り始める。

　そんな先輩を待つ穴を埋める意味合いもあってか、風見が再度マイクに声を乗せた。

「さあ、それではそろそろお待ちかねの《決闘ゲーム》突入となるわけですが……にゃふふ、ちなみに更さら紗さちゃん的にはどうにゃ？　この《決闘ゲーム》の見どころは！」

「ん……そうね。まず、あのバイクを見てもらえれば分かると思うのだけど、単純な速度勝負に持ち込まれたらどう考えても浦うら坂さか先輩が有利になるわ。だから篠しの原はらがどんなアビリティを採用してるか、ってところが重要なんだけど……」

「けど、にゃ？」

「……どうなのかしらね。例えば、もしも私がこれと同じ《決闘ゲーム》を誰かに申請されたとしたら、真っ先に採用するのは対戦相手を妨害するようなアビリティよ。それが一番順当だし、勝ちやすいと思うから。でも……何か嫌な予感がするのよね。わざわざ〝何でもアリ〟って明言されているところが逆に怪しいというか、誘導されている感じがするというか。まあ、ちゃんと検討したわけじゃないから気のせいかもしれないのだけど」

「ふむむ、にゃるほど……裏の裏ってやつかにゃ？　これは面白くなってきたのにゃ！」

　彩さい園おん寺じの冷静な分析に、風見が相も変わらずハイテンションな相あい槌づちを打つ。

　面白いかどうかはともかく、彩さい園おん寺じの指摘はもっともだ。何でもアリ、というテキストから連想されるのはやはり対戦相手への妨害や干渉。もし先輩が意図的にその誘導を行っているというのなら、当然どこかに〝カウンター〟が仕込まれていてもおかしくない。

　けれど──それら全てを理解した上で、俺は悠然とスタート位置まで歩き始めた。

「え……徒歩？」

「し、篠しの原はらくん、まさかバイク相手に普通に走って勝つつもりかにゃ!?」

　乗り物の一つも用意せず単身で《決闘ゲーム》に挑もうとする俺に、解説席の二人だけでなくギャラリーからも戸惑いの声が上がっている。……が、俺はそれに一切の反応を返すことなく、代わりにぐるぐるとバイクを走らせている先輩の方へ視線を遣やった。

　そして、静かに記憶を辿たどる──《カンパニー》の解析によれば、先輩が主力として使っているアビリティは《速度上限解放》だ。効果は名前の通り、リミッター解除。バイクや車が設定している〝限界速度〟を無視してどこまでも加速できるというものである。

　一歩間違えれば違反扱いの〝無認可アビリティグレーゾーン〟だが、その性能は折り紙付き。

　他二枠の構成については確証があるわけじゃないが、履歴では一応《加速》と《安全装置》というのが基本デフオルトの組み合わせになっていた。徹底的に速さを追い求め、最後に自衛としての《安全装置》。姫ひめ路じも言っていたように〝攻撃・攻撃・補助〟の構成だ。

（もし今回もその三つで来てるなら、防御アビリティがないんだからこっちからの干渉は素通しってことになる。でも……）

　と──そこまで思考を巡らせた辺りで、試走を終えた先輩が戻ってきた。彼女は俺の隣にバイクを止めると、一旦ヘルメットを外してどこか含みのある笑みを向けてくる。

「お待たせ。……今さ、何か面白い話してたみたいじゃん？　嫌な予感がする、とか」

「それを言ったのは俺じゃなくて彩園寺だけど、まあそうだな。俺も同感だ」

「へえ……やっぱり鋭いね。それ、大正解だよ」

　バイクの上から俺を見下ろしながら、バンギャル先輩は笑みを深くして続ける。

「もうアビリティの変更は出来ないから言っちゃうけどさ、あーしは今回、シノハラへの対策として《干渉無効》を採用してる。《決闘ゲーム》相手からのあらゆる干渉を無効化するっていう〝防御〟のアビリティだよ。この《干渉無効》、あーし自身は今まで一度も使ってない上に、そもそも評価も知名度も高くない──だから警戒されにくいって踏んだ」

「…………」

「データを調べたなら分かると思うけど、あーしはいつもなら完全に速度特化だ。その上でルールを〝何でもアリ〟にしておけば、普通は〝どうやってあーしを妨害するか〟考えるっしょ？　ってわけで、あーしの計画通りならシノハラのアビリティにはあーしを止める手段ばっかり詰め込まれてるはずなんだよ。……でもそれ、全部無意味だから」

「「「お、おぉおおおおおおおお……っ！！！」」」

　先輩の宣言に、下克上を期待しているのだろう観客の一部が大きな歓声を上げる。

　……ああ。それは、確かにそうだ。登録できる枠が三つしかない以上、相手の行動に依存してしまうアビリティは選ばれにくい。だからさっきの彩さい園おん寺じも言及しなかったんだろうが、そんな前提があるからこそ、《干渉無効》は最強のカウンターとして機能し得る。

　いや、もちろんそれを行うからには何か別のアビリティを削っているはずで、必然的に一種の〝賭け〟にはなってしまう──が、その程度のリスクなら〝７ツ星を倒せるかもしれない〟というリターンの前では考慮するにも値しない、ということだろう。

「篠しの原はら……」

　そんな状況を前にして、解説席の彩園寺は微かすかに表情を歪ゆがめていた。ちらちらとこちらを窺うかがうルビーの瞳もどこか不安げな様相だ。……まあ、そうなる気持ちも分かるけど。

（でも──お前はそこで見てろって、彩園寺）

　俺は、改めて先輩に向き直ると、小さく口角を上げつつ煽あおるような口調でこう言った。

「そうかよ。で……御託はそれくらいで良いか？　ならそろそろ始めようぜ、先輩。いい加減待たされ過ぎて眠くなってきた」

「な…………、チッ」

　先輩は俺の反応にしばらく黙り込んでいたが、やがて小さく舌打ちをすると乱暴にヘルメットを被かぶり直した。それを見て、近くで待機していた風かざ見みが再度マイクを取る。

「それでは、お二人の準備も整ったみたいにゃので、早速《決闘ゲーム》開始とさせていただきますにゃ。……よろしいですかにゃ？」

「ああ」「ん、どうぞ」

「あい了解にゃ。ではではっ──皆様、長らくお待たせしましたのにゃ！　本日のメインイベント《疾しつ風ぷう怒ど涛とう》！　ここから１００メートル先のゴールまで先に到達するのはどちらのプレイヤーににゃるか!?　勝負は一瞬！　瞬まばたき禁止でお願いしたいにゃ！」

　先ほどまでよりもさらに一段階テンションを引き上げて、大おお袈げ裟さな語彙と身振り手振りでギャラリーの熱気を煽りまくる風見。──そして、

「さんっ、にぃ、いちっ……よーいドンッ!!」

　彼女の号令とほとんど同時、ギュルルルルと凄すさまじい回転音を奏でながら先輩のバイクが急加速した。恐らく《加速》と《速度制限解放》の同時使用。二つのアビリティの効果を受け、通常ではあり得ないほどの短時間で漆黒の車体がトップスピードに到達する。冗談抜きで、近くにいた俺の身体からだが風圧で吹き飛ばされそうなくらいの超高速だ。

「ふっ……なんだ余裕じゃん！」

　ヘルメット内のピンマイクがそんな吐息と声を拾う。絶好調で飛ばし続ける先輩は一瞬で俺を置き去りにすると、１００メートルの区間をみるみる踏破していき──そして、見ている誰もが彼女の勝利を確信した、その時だった。

「…………え？」

　それが風かざ見みの声だったのか彩さい園おん寺じの声だったのか、あるいは観客の呟つぶやきが漏れたものだったのかは分からない。が、しかしどちらにしても、多くの人がそれと似たような感情を抱いたことは間違いないだろう。

　何せ、先輩のバイクが止まったんだ──ゴール手前でハンドルが真横に切られ、つんのめるような形で先輩の身体からだを投げ出した。あわや大クラッシュといった転倒だが、直後に先輩が着ていたジャケットが膨張して一瞬でエアバッグを形成する。また、同時にグラウンドの材質が急変し、一種の衝撃吸収材となって先輩とバイクをふわりと受け止める。

「────なあ、お前ら」

　そんな光景が予定通り展開されたのを見届けてから、遥はるか後方を歩く俺はゆっくりと口を開くことにした。恐らく返事が出来ないだろう先輩にではなく、誰にともなく告げる。

「本当に、７ツ星おれがそれくらい読めてないとでも思ったのか？」

「ど……どういうことかにゃ？」

　案の定というか何と言うか、真っ先に言葉を返してきたのは風見鈴すず蘭らんだ。

「全然意味が分からないのにゃ。せ、説明！　説明を要求するにゃっ！」

「言われなくてもそのつもりだよ──いいか？　さっき彩園寺も言ってた通り、今回のルールは意味深だ。何でもアリ、だから〝妨害〟に思考が向かいがちだけど、そういう誘いに見えないこともない。……でも、そこまで分かってるなら情報として充分だろ？」

「充分……？　な、何が充分なのかにゃ、篠しの原はらくん？」

「〝かもしれない〟とか〝多分〟とか、そういう想像の話はどうでもいいってことだ。評価が高くない？　今まで一度も使ってない？　だから何だ。可能性があるなら潰せばいいんだよ。悪いけど俺は７ツ星だからな、こんなところで負けるつもりはさらさらない」

　ゴールに向かって悠然と歩きながら、俺は数時間前の作戦会議で交わした姫ひめ路じとの会話を脳裏に蘇よみがえらせてみることにする──曰いわく。

『ご主人様。本日使用するアビリティは《無効貫通キヤンセルキヤンセラー》三つにしましょう』

『……は？』

『ですから、《無効貫通》です。対戦相手の防御アビリティを一時的に無効化する、という効果を持つ補助アビリティですね』

『あ、ああ。それは良いんだけど……三つってのは？』

『文字通り、全ての枠を同じアビリティで埋めるという意味になります。何しろ本日の対戦相手・浦うら坂さか様の等級ランクは３ツ星。もし防御系を採用されていた場合、その強度はＬｖ３です。そうなると、ご主人様のＬｖ１アビリティではとても性能が追い付きませんので』

『いや、でも……相手の策を読んで最適な構成を考えるのが《決闘ゲーム》のキーポイントなんだろ？　なのにそんな極端な──って、いや。…………そうか』

『お気付きになられましたか、ご主人様。──そうです、《カンパニー》が付いている限りアビリティのバランスなど考える必要はありません。外部からの干渉が有効になりさえすればわたしや加か賀が谷やさんのハッキングでどうとでも操作できますので……つまりこの《決闘ゲーム》、ご主人様の負け筋は最初から《干渉無効》だけなのです。よって、それ以外の可能性を考慮する価値はありません』

　とのことで。

　要するに──俺たちは元々《干渉無効》を読んでおり、それだけをピンポイントで対策していたんだ。使用確率が高いとか低いとかそんなことは関係ない。だってそれさえ封じられれば《カンパニー》のイカサマが軒並み通るようになるんだから。

　だから俺は、持ち込むアビリティの全てを《無効貫通Ｌｖ１》にした。

　一応、この時点で《決闘ゲーム》の勝利自体は確定できるのだが……しかし、それだけでは少し足りない。前回もそうだったように、俺の〝嘘うそ〟を成立させるためには完璧なイカサマとそれを疑わせないための演技が必要不可欠だ。ここまで見事にお膳立てしてもらったんだから、ここから先は俺の役目。ああ、そろそろネタばらし（偽）の時間だろう。

　しっかりとカメラに映る角度を計算しながら、俺はニヤリと笑みを浮かべてみせた。

「そんなわけで、俺が登録した一つ目のアビリティは《無効貫通Ｌｖ７》だ。こいつの効果で、二枠目の《強制停止》が必ず通るようにしておいた」

「一点読みでアビリティを二枠も割いて、確実に妨害を通した……？　じ、地味に凄すごいこと言ってるのにゃ。でもでも篠しの原はらくん、それじゃあ最後の一枠は何だったのにゃ？」

「最後の一つ？　それなら、もうお前にも見えてるはずだぜ？」

「……へにゃ？」

　そこまで話が進んだ辺りで、ようやく先輩の近くまで辿たどり着く俺。

　そう、そうだ──もしかしたら彩さい園おん寺じなんかは気付いているかもしれないが、今回俺たちの取った方法には一つだけ負け筋があった。それは、たとえバイクを止めたとしても先輩が単身でゴールまで駆け抜けてしまう可能性だ。そうなれば俺が追い付くのはまず不可能だし、だからこそちゃんと潰しておく必要があった。

　けれど、今言った通り、それに対する〝回答〟なら既に露あらわになっている。

「分からないなら教えてやるよ──俺のアビリティの三枠目、それは先輩に対する《安全装置》だ。ほら、対戦相手に怪け我がでもされたら寝覚めが悪いだろ？」

「「「なッ────!?」」」

　……まあ、もちろんそんなのは建前というか偽の理屈で、本当は〝予あらかじめ仕込んでおいたやたら重いエアバッグを展開させることで先輩の身動きを封じた〟だけなんだけど。

　ともかく、俺は最後まで走らないまま、余裕の笑みでゴールラインを通過した。




「──いやもう、ほんっとに凄すごかったのにゃ篠しの原はらくん！」

　バンギャル先輩との《決闘ゲーム》が終しゆう焉えんを迎えてから少し後。

　観客たちが三々五々と解散していく中、俺は瞳をキラッキラと輝かせた風かざ見みに捕まって両手をぶんぶん上下させられていた。

「とっても素敵だったにゃ！　良い画えがいっぱいいっぱい撮れたし、視聴者数はうなぎ登りにゃし……大収穫過ぎて鼻血が出そうにゃ！　篠原くん大好きにゃぁあ！」

「そりゃどうも。でもまあ、これくらいは勝って当たり前の《決闘ゲーム》だからな」

「か、格好良いにゃ……今の台詞せりふ、記事に使っていいかにゃ!?　《──勝って当たり前だからな。そう言って獰どう猛もうな笑みを浮かべる彼は、まさに孤高の頂点と呼ぶに相応ふさわしい。穢けがれなき勇者よりも、それは鮮血に濡ぬれた魔王の姿を想起させる──》とかとか！」

「……あの記事書いたの、お前かよ」

　そういえば《ライブラ》はＬＮＮネツトニユースの発行元なんだったな……まあいいけど。

　そんな風見の隣では、つんと明らかに不機嫌そうな（風を装ってはいるもののどこか安あん堵どの色が窺うかがえる）彩さい園おん寺じが胸の下で緩やかに腕を組んでいる。

「ふん……三連勝おめでとう、篠原」

「褒めてるような顔には見えないけどな」

「だってちっとも嬉うれしくないもの。何なら浦うら坂さか先輩のバイクに轢ひかれてさくっとゲームオーバーになればいいのにって思ってたわ」

「…………」

「……ちょっと篠原、何で突っ込んでくれないのよ。その……冗談だからね、一応？」

「お前のは冗談に聞こえないんだよ……」

　頬ほおを引き攣つらせながらどうにか悪態を吐つき返す俺。

　ちなみに、バンギャル先輩の方はとっくに会場を去っている。《決闘ゲーム》結果としては彼女の敗北となったわけだが、愛車を披露できたからかどこか満足そうな表情をしていた。

　諸もろ々もろの処理も終わっていることだし、俺もそろそろ寮に──

「あぁーっはっはっはっはっはっはっはっは！！！」

　……帰ろうと思った、その瞬間。

　競技場内の弛し緩かんした空気を大音量の高笑いが切り裂いた。

　同時にアリーナの一部からシュゥウウウと白い煙が立ち込め、それに乗じるようにして一つのシルエットが観客席から飛び降りる。華麗な着地。白煙が徐々に薄れていく中、その人影はバサッとマントを払いながら静かにこちらへ歩み寄ってくる。

　それは、見覚えのある男だった。というか今朝見かけたばかりだ。

　黒いマントの男──久く我が崎さき晴せい嵐らん。細身で背はそれなりに高く、顔立ちもまあ美形と言って差し支えない。ちょっと気き障ざにも見えるが長めの前髪もよく似合っている。

　だが、それよりも何よりも、彼の印象を決定付けているのはその出いで立たちだった。襟を立たせた漆黒のマントに右手首の包帯。加えて銀フレームの眼鏡を押し上げる左手の甲には何かの紋章。まさに一時代前の〝厨ちゆう二に病〟像を具現化したような様相だ。

　彼は真まっ直すぐに俺の目の前まで近付いてくると、そこでようやく足を止めた。

「やあ──お初にお目にかかる、７ツ星。僕の名前は久く我が崎さき晴せい嵐らんだ。覚えておけと言うつもりなど欠片かけらもないが、しかしいずれ嫌でも記憶することになるだろう。何せそれは、貴様に初めて膝を突かせる男の名だ」

　芝居がかった仕草に特徴的な言い回し。長いマントを風に靡なびかせた久我崎は、ニィッと薄ら笑みを浮かべたまま敵意全開の挨拶をぶつけてくる。

「……へえ？　そうかよ。で、そいつが俺に何の用だ？」

「よくぞ聞いてくれた！　実を言えば、貴様に少しばかり相談があってな」

「相談……？」

「ああ。というのも数時間前、ＳＴＯＣストツクにて妙な投稿を見かけてな？　それによれば、この僕よりも貴様の方が女神のライバルとして相応しいんだそうだ──ふん、全く面白かった。面白すぎて思わず端末の画面を叩たたき割るところだったぞ。

　でも、僕は冷静だからそんなことはしなかった。代わりに貴様の《決闘ゲーム》を観戦してやろうと思ってここまで来たんだ。いや見事だったよ、女神以外の《決闘ゲーム》でここまで感心させられたのは久方ぶりだ。けれど──否、だからこそ僕は貴様と《決闘》がしたい。僕の女神を堕おとしたその力、紛まがい物でないならもう一度見せてみろッ!!」

　眼鏡の奥の瞳を一瞬だけ彩さい園おん寺じに向けてから、鋭い気迫を俺にぶつける久我崎。そんな熱の籠もった言葉を贈られた彩園寺の方はと言えば、恐らく既に慣れているんだろう、特に動揺するでもなく面倒そうに溜ため息いきなんか吐ついている。

　そして、俺は俺で、あくまでも表向きは何でもない風を装いながら。

（まさか、こんなに早く来てくれるとはな）

　──密ひそかにそんなことを考えていた。

　そう。久我崎がいきなり《決闘ゲーム》を吹っかけてきたのは、俺にとっては予想外の出来事でも何でもなかった。何せバンギャル先輩との《決闘ゲーム》が始まる前、ＳＴＯＣに匿名のメッセージを投稿しまくって彼を挑発したのはこの俺だ。これほど行動が早いとは思っていなかったが、久我崎が俺に《決闘ゲーム》を申請してくるよう〝火種〟を用意しておいた。

　それもこれも、全ては久我崎の執着を彩園寺から引き剥がすため。

　今の俺が〝《女帝》を倒した７ツ星〟という特殊な立場にいるからこそ使える芸当だ。

「ハッ……なるほどな。じゃあ、要は俺に《決闘ゲーム》の申請をしに来たってわけか」

「ああそうだ。正確には、僕が貴様より〝上〟だということを証明するだけの話だが」

「冗談ならもっと分かりやすい顔で言ってくれ。……うーん、そうだな。《決闘ゲーム》を受けるのは構わないけど、それには一つだけ条件がある」

「!?　ちょっ、篠しの原はらあんた何言って──」

「……条件、だと？」

　ぎょっとしたような表情で割り込んで来ようとする彩さい園おん寺じを遮って、訝いぶかしげに眉を顰ひそめた久く我が崎さきがそう尋ねてきた。それに対し、俺は平然と言葉を続ける。

「そうだよ。だって、俺にはお前の《決闘ゲーム》を受けるメリットが一つもない。《決闘ゲーム》の申請が棄却できないものだってことは知ってるけど、順番は自分で選べるんだろ？　で、俺には現時点で五十件以上の申請が入ってる。これを使えばお前との《決闘ゲーム》だけを永遠に後回しにすることだって出来るわけだからな」

「それは、確かにそうだが……ぐっ、小こ賢ざかしい。して、その条件というのは何だ？」

「ああ。さっきの言い分だと、これは《女帝》のライバルに相応ふさわしいヤツを決めるための勝負なんだろ？　なら話は簡単だ──〝この《決闘》に負けた側は、二度と彩園寺に《決闘》を挑まない〟。この条件を呑のめるならお前の申請を受けてやってもいいぜ」

「「な……っ!?」」

　俺の唐突かつ法外な要求に、久我崎だけでなく彩園寺までもが驚きよう愕がくに目を見開いた。特に彩園寺の反応は顕著で、ぽかんと口を半開きにしたまま俺のことを見つめている。

　だから当然、先に立ち直ったのは久我崎の方だった。

「き……貴様ッ、僕を愚弄しているのか!?　僕にとっての〝女神〟は神聖で高潔な存在だ！　間違っても賭けの対象などにしていい方ではッ──」

「へえ、だったらいいよ。《決闘ゲーム》相手なら他を当たってくれ。……にしても、妙な話だよな。絶対勝てるって信じてるなら〝賭け〟でも何でもないってのに……まあいいか。逃げるってことは所詮その程度の覚悟しかないんだもんな」

「っ……！」

　俺が煽あおりを重ねていくに従って、久我崎は徐々にひくひくと頬ほおを引き攣つらせ始めた。怒りと苛いら立だちがその表情を支配していき、そして──数秒後、一瞬だけ強く目を瞑つぶったかと思えば、彼は大きく振りかぶった右手を思いきり俺に突き付けてきた。

「逃げる、だと？　この僕が？　……まさか。５ツ星ランカーとして、また《我流聖騎士団》リーダーとして、僕は絶対に貴様から逃げるわけにはいかない。改めて、だ──篠原緋ひ呂ろ斗と。貴様の条件などいくらでも呑んでやるから、僕の《決闘ゲーム》を受諾しろッ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に放たれた覚悟の証明。

　どう見ても〝主人公側〟の台詞せりふにしか思えないその言葉を受けて、俺は──

「ハッ……上等だ。格の違いってやつを思い知らせてやるよ、三さん下した」

　微かすかに笑みを濃くしながら、ニヤリと口角を吊つり上げてみせた。





　　　　♯



「────すいませんでしたぁあああっ！」

「…………」

　その日の夕方、時刻にして午後の六時過ぎ。

　最大限の格好を付けた〝受諾宣言〟の後に競技場を去り、そのまま颯さつ爽そうと帰路についた俺は──自宅の扉を開けるなり、玄関ホールに立っていた姫ひめ路じに土下座を決めていた。

　もちろん強制されたわけじゃない。……が、しかし〝頭を下げない〟なんて選択肢は存在しなかった。何せ、俺が計画していたのはあくまでも〝久く我が崎さきを釣る〟ところまでであり、１ツ星の現状で彼に勝てる見込みなんかどこにもない。要するに俺は、姫路に一言も相談していないのに勝手に久我崎を挑発し、勝手に《決闘》に持ち込んだんだ。

　しかも日取りは明後日あさつての日曜。……こんなの、そろそろ見限られたっておかしくない。

「…………」

　当の姫路の方はと言えば、俺と顔を合わせてからまだ一言も発していなかった。土下座している最中だから表情は窺うかがえないが、恐らくは失望、次点で怒りといったところか。どちらにしても、姫路にそんな顔をさせてしまったという事実が既に申し訳ない。

　と──そこで、不意に微かすかな足音が聞こえた。それに釣られて少しだけ顔を上げてみれば、さっきよりも近い位置に立った姫路がじっと俺のことを見つめている。

「……一つ、訊ききたいことがあります。ご主人様」

「え？　あ、ああ。一つでも二つでも、好きなだけ訊いてくれ」

「ありがとうございます。では──先ほどから頭を下げていらっしゃいますが、ご主人様は何故謝っているのですか？　理由を教えていただきたいのです」

「理由？　……って、いや、そんなの決まってるだろ？」

「決まってないです。とても──とても、大事なことです」

　そう返してくる姫路の表情はいつも以上に真剣だ。

　久我崎に喧けん嘩かを売った理由でも彩さい園おん寺じを《決闘ゲーム》受諾の条件に入れた理由でもなく、今ここで俺が頭を下げている理由。……彼女が何をもってその問いをぶつけてきているのか俺にはよく分からなかったが、だからこそ真摯に答えることにする。

「俺が謝ってるのは単純な理由だよ。だって、せっかく《決闘ゲーム》が一つ終わったばっかりだってのに、またお前に迷惑を掛けることになるんだから。それに、今回はとんでもなく厄介なのが相手だし、なのに準備期間は全然ないし……ホントごめん！　反省してるからどうか力を貸してくださいっ!!」

　言葉の途中から再びぐりぐりと頭を床に擦こすり付ける俺。自分の目的のために《カンパニー》を利用している身ではあるが、だからと言って姫路たちに対して悪意を持っているわけではもちろんない。こんな状況はちっとも望んじゃいなかった。

　だけど……それでも、こうすると決めたのは俺自身だ。例の嘘うそを守るために久く我が崎さきを彩さい園おん寺じから遠ざけようと思ったのは俺で、そのために行動を始めたのも俺。だったら、今さら逃げるのはナシだろう。俺に出来ることは全部やる。

　全部──だからそう、例えば。

「きょ、今日の夕飯は俺が作るから！」

「もう用意できています、ご主人様。本日は女子力高めに和食です」

「ありがとう！　なら……掃除！　掃除は俺に任せてくれ！」

「そちらも既に済んでおります。ご主人様がどこで土下座しても汚れないように、と」

「完璧すぎる！　じゃ、じゃあ……そうだ！　疲れてるだろうし、肩かた揉もみとか！」

「いえ、これくらい慣れておりますので。……というか、そもそもメイドがご主人様にそのようなことをさせるわけにはいきません。お気持ちだけで結構です」

「くっ……手詰まりか。こうなったら靴でも舐なめるしか──って、そういえばこの館って靴は脱いで上がるんだよな。なら…………く、靴下とか舐めるけど!?」

「そっ、それはちょっと変態的すぎますのでやめてくださいご主人様っ！」

　少しだけ顔を赤くしながら、太ももを擦こすり合わせるような仕草で俺から一歩距離を取る姫ひめ路じ。……まあ確かに、メイドのニーソックスを舐める男子高校生の図は控えめに言って相当ヤバい。下へ手たしたら靴を舐めるよりアウトな行為なんじゃなかろうか。

　スカートに両手を押し当てた姫路が、小さく唇を尖とがらせながらジト目で尋ねてくる。

「その……失礼ですが、ご主人様はプライドという言葉をご存じないのですか？」

「え!?　あ、あー……いやほら、プライドじゃ嘘は守れないから……うん」

　微妙に顔を上げてはいるが体勢的には土下座のまま、俺は半ば本気でそう答えた。プライド。もちろん俺にもないわけじゃないのだが、今はそれより大事なモノが多すぎる。

「…………ふう」

　と──そんなことを考えていた俺の耳に、ふと姫路の微かすかな吐息が届けられた。

「ご主人様の変態性については一旦置いておきまして。……少し、安心しました」

「安心？　って……何に対してだ？」

「先ほど伺った〝理由〟に対して、です。実は、もしご主人様が次の《決闘ゲーム》に勝つことを諦めているのなら──つまり〝今まで協力してもらったのに負けるよゴメン〟という意味で謝っていたのなら、わたしはきっと、少なからず失望していたと思います。もしかしたら怒ったかもしれませんし、お力になれなかったことを悔やんだかもしれません」

「…………」

「ですが、ご主人様が今仰おつしやった理由なら。……先ほどの土下座が〝また迷惑を掛けるけどよろしくな〟という大変図ずう々ずうしく自分勝手な意味合いなのであれば、わたしの返事ははじめから決まっています」

　静かな口調でそう言って、姫ひめ路じは透き通るような碧へき眼がんを俺に向けた。それから右手をすっと胸に添え、思わず息を呑のんでしまうほど洗練された仕草で礼をする。……そして、

「──謝る必要などありません。わたしはご主人様を勝たせるためにここにいますので」

「……え？　それじゃあ……」

「はい。料理など作っていただかなくとも、靴下など舐なめていただかなくとも、わたしはいつまでもご主人様に添い遂げさせていただきます。……ただ、これだけは理解してくださいご主人様。今回の《決闘ゲーム》は、これまでとは比較にならないくらい攻略難易度の高いものになります。どれだけ準備をしても〝確実に勝てる〟とは言い切れないでしょう。

　それでも──わたしを信じてくれますか？」

「ぁ……」

　さらりと白銀の髪を揺らすように小首を傾かしげ、俺の目を見てそんなことを訊きいてくる姫路。けれど、ついさっきも聞いた言葉じゃないが……俺の答えなんて、わざわざ口にするまでもなく最初から決まり切っていた。

「──ああ。もちろんだ」





　　　　♯



　翌朝、俺は学園前駅のロータリー付近でとある人物が来るのを待っていた。

　土曜の早朝という微妙な時間帯ではあるが、そこは区内で最も大きな駅だ。週末を使って遠出する連中や単に暇を潰しに来ている連中など、人出はそれなりに多いと言える。

　けれど、それでも、彼らが俺に意識を向けるようなことは全くなかった。

「このくらいの変装でどうにかなるものなんだな……」

　そう──実を言えば、今の俺は姫路によって軽く変装イメチエンさせられているんだ。それほど大掛かりなものではないものの、髪型はワイルド風にセットされ、ついでにお洒落しやれなサングラスも装着させられている。服は俺が本土から持ってきた無難なジャケットだが、学園島アカデミーではずっと制服で過ごしていたため印象はかなり変わって見えるはずだ。

「……個人的には、変装と言えば眼鏡とマスクのイメージだったんだけど」

　東京のド真ん中でならともかく学園島アカデミーでその格好は逆に目立つ、ということでさくっと没になってしまった。……まあ、確かに言われてみればそうかもしれない。

　例えば今目の前を通ったやつなんかパーカーのフードを極限まで深く被かぶっており、さらにファスナーを締め切っているせいで口元もほとんど隠れているわけだが、こんな不審者が歩いていたら誰だって──

「篠しの原はら？」

　──瞬間、当の不審者が近付いてきたかと思えば耳元でこそっと囁ささやいてきた。

　その声にはとても聞き覚えがある。……彩さい園おん寺じだ。俺と同じで〝変装〟のつもりなんだろう、特徴的な赤髪とルビーの瞳は灰色のフードで隠されている。パーカーの裾がホットパンツよりも長いため、思わず下に何も穿はいていないのかと錯覚しそうになる格好だ。

「良かった。やっぱり篠しの原はらね」

　彼女は一瞬だけフードを持ち上げて素顔を露出させると、そう言って口元を緩ませる。

「人違いだったらどうしようかと思ったわ」

「ん……？　何でだよ、場所はちゃんと伝えておいただろ？」

「そうだけど、でも髪型も全然違うし、あんまり篠原に見えなかったから」

「俺に見えたら困るから変装してるんだよ。……っていうか、そんなの俺の台詞せりふだ。お前の方が俺よりよっぽど印象変わって見えるぞ」

「え、そう？　ふふっ……なになに、やっぱりパーカー女子は可愛かわいく見えちゃうわけ？」

「いや、どっちかって言うと不審者的なベクトルだけど……」

「む！　あーもう、これだから篠原はモテないのよ」

　俺の返事がお気に召さなかったようで、ぷいっと顔を背けてさっさと歩いて行ってしまう彩さい園おん寺じ。……理不尽では？　目も口も隠れているのに可愛く見えるも何もない。フードの下から覗のぞく顔立ちが整っているのは認めるが、お前の顔が良いのは元からだ。

　ともかく、俺も少し遅れて彩園寺の背中を追うことにする。スカートの時より露出の大きい生足が強烈に目を焼いてくるが、煩悩は振り払ってどうにか彼女と肩を並べる。

「……ねえ」

　と──そこで、隣を歩く彩園寺が不意に微かすかな声を漏らした。

「あのさ、篠原。昨日のって……その、あたしのためにしてくれたの？」

「……何の話だよ？」

「久く我が崎さきに《決闘ゲーム》を申請させるよう仕向けたことよ。しかもあんな条件まで付けて」

「違う。……そんなんじゃないって。久我崎を挑発したのは確かだけど、それはあくまでも俺の嘘うそを守るためだ。お前のことは関係ない」

「はいはい、じゃあそれでいいわ。……はあ。もう、ほんとに勝手なんだから」

　俺の言葉などこれっぽっちも信じていない様子でそんな悪態を口にする彩園寺。溜ため息いき交じりのその声は、怒っているというよりどこか呆れているといった雰囲気だ。

「分かってるの？　強いわよ、久我崎。あたしが危ないからって助けてくれたつもりなんでしょうけど、あんたが負けたら何の意味もないじゃない。もう、篠原のバカ。ほんとバカ。あたし、びっくりし過ぎて昨日は何も言えなかったわ」

「か、返す言葉もアリマセン……」

「本当よ、ちゃんと反省しておくこと。…………ふふっ、でも」

　謝意を示すために項垂うなだれていると、ふと耳に届く声音が少しだけ柔らかくなったのが分かった。不審に思って顔を上げてみれば、いつの間にか彩園寺がこちらを向いている。後ろ手を組みながら、フードの下の悪戯いたずらっぽい笑みをちらりと覗のぞかせている。

　そして、

「びっくりしたけど、馬鹿だって思ったけど、呆あきれてるけど……ちょっとだけ、ほんのちょっとだけ嬉うれしかった。だから──その、ありがとね？」

　やけに素直な態度でそんなことを言いながら、彩さい園おん寺じは伸ばした右手の指先をそっと俺の胸に押し当ててきた。触れ合った部分がじんわりと熱を帯びる。トクントクンと脈打つ心音が伝わっていやしないか、気になってまともに彼女の顔を見られない。

「だ……だから、別に感謝なんかしなくていいっての。さっきも言ったけど、俺はお前のために動いたわけじゃない。ただ、お前の危機はもう俺の危機みたいなもんだから──」

「……ねえ。それ、捻ひねくれ過ぎて新手のプロポーズみたいになってないかしら？」

「はあ!?　い、いや、それはお前の捉え方の問題だろ!?」

「な、何よそれ。私が篠しの原はらと──そ、そういう関係になることを望んでるっていうの？」

「っ!?」

　予想外の返答に一瞬息が止まりそうになる。見れば、彩園寺も微かすかに頬ほおを上気させていて、半分隠れたルビーの瞳は真まっ直すぐに俺を見つめていて──

「とっ……とにかく!!」

　──その辺りでとうとう空気のむず痒がゆさに堪こらえ切れなくなった俺は、会話の軌道修正を図るためにも思わず大声を張り上げていた。

　何だか〝負けた〟みたいでちょっと癪しやくだが……とはいえ、彩園寺の方も今さら照れが追い付いてきたのかぱたぱたと両手で顔を扇あおいでいる。だからまあ、ほとんど引き分けみたいなものだろう。……いや、何の勝負かは知らないが。

　本題に戻ろう。

　そもそもの話、なぜ久く我が崎さきとの《決闘ゲーム》前日という大事な日に朝っぱらから（しかも変装までして）彩園寺と顔を合わせているのかと言えば、それはもちろん、彼女にも《決闘ゲーム》の攻略に手を貸してもらうためだ。

　俺と彩園寺は、お互いの〝嘘うそ〟が絡み合っているため非常に強い共犯関係にある。

　だからこそ、こうして呼び出しには応じてくれているわけだが……。

「でも──篠原って、別に一人で作戦を立ててるわけじゃないんでしょう？　確かイカサマチームに協力してもらってるって聞いたわ」

「イカサマチームじゃなくて補佐チームな。もっと言うなら《カンパニー》だ」

「同じことじゃない。……で、問題なのはその人たちよ。別にあんたの仲間を貶おとしめるつもりはないけど、あたしの嘘はそう簡単に明かせないの」

　ちょっと遠慮したような物言いでそんなことを訊きいてくる彩園寺。……まあ、その懸念はもっともだ。俺の《決闘ゲーム》の筋書きアウトラインを固めているのは《カンパニー》なんだから、彩園寺が俺に協力するとなれば、それは彼らにも正体を明かすのと同義になってしまう。

　けれど──と、俺は小さく首を横に振った。

「実は俺も詳しい話は聞いてない。でも言われたんだよ、その補佐チームのリーダーに」

「？　なんて？」

「えっと、確か──『ご主人様、彩さい園おん寺じ更さら紗さ様と連絡は取れますか？　もし可能なのであれば、明日この家に連れてきてください。他のメンバーは下がらせますので』って」

「…………あ、あんたが従者に〝ご主人様〟呼びを強要させてるって事実が強烈すぎて肝心の内容が全然頭に入ってこなかったんだけど…………」

「いやさせてねえよ!?　自発的にだ、自発的に！」

　正直今もくすぐったいし慣れる気配すらないくらいだ。……まあそれはともかく。

「要するにさ、俺がお前の話を出したわけじゃなくて、あいつの方から〝《女帝》を呼べないか〟って打診があったんだよ。久我崎５ツ星の情報を抜くには６ツ星以上の端末がなきゃいけないし、それに久く我が崎さきとの《決闘ゲーム》経験が一番多いのは間違いなくお前だからって」

「ええ、その理屈はもちろん分かるのだけど……でも、その人はどうしてあたしとあんたが繋つながってることを知ってるの？　……あ、あんた、まさか──」

「言ってない。絶対言ってないんだけど……でも知ってるんだよ、何な故ぜか。最初に言った通り、俺も詳しいことは聞いてないんだ。とにかく連れてきてくれれば分かる、とかで」

「連れてきてくれれば、ね。……はいはい、分かったわ」

　溜ため息いき交じりに呟つぶやいて、彩園寺はやれやれと呆あきれたようなポーズをとってみせた。そしてそのまま、右手の人差し指をビシッと俺に突き付けてくる。

「それじゃ、とりあえずあんたの家までは行ってあげる。……でも、悪いけど変装は解かないわ。喋しやべりもしない。不穏な空気を感じたら〝謎の少女〟のままさっさと帰るから」

「ああ、それでいいよ」

「ん。あ、それと……あんた、絶対あたしのこと〝朱あか羽ばね〟って呼ばないでよ？」

「分かってるって。彩園寺更紗お嬢様」

　念押ししてくる彼女に思わず苦笑を零こぼしながら、俺はわざとらしく肩を竦すくめた。




「──おかえりなさいませ、ご主人様。そして、いらっしゃいませお嬢様」

　寮に戻るとすぐに姫ひめ路じが出迎えてくれた。

　広いホールにすらりと佇たたずむ銀髪碧へき眼がんのメイド少女。完璧なくらい〝画えになる〟光景に見み惚とれそうになりながら、俺はとりあえず「ただいま」とだけ言っておく。

　そして、ちらりと隣の彩園寺に目を遣やった。……ええと、どうしたものだろうか。連れてきてくれれば分かる、とのことだったが、少なくとも俺には何も分からない。姫路はいつも通り涼しげな表情を浮かべているだけだし、彩園寺は相変わらずフードを被かぶったままふるふると震えているだけで……え？　いや待て、震えてる？

「……彩さい園おん寺じ？　おい、どうしたんだよお前──って、うぉあっ!?」

「っ！」

　低い位置から覗のぞき込むような形で声を掛けた瞬間、彩園寺はぐいっと勢いよく俺の手を掴つかんできた。彼女はそのまま俺も巻き込むようにして無理やり姫ひめ路じに背を向けると、思いきりこちらに顔を近付けて小声でこんなことを訊きいてくる。

「な、何で！　何であの子がいるの!?　ねえちょっと、どういうことよ篠しの原はらっ！」

「い、いや、何でって……」

　近い近い近い良い匂い近い、と頭の中で繰り返しながら俺はどうにか答えを紡ぐ。

「さっき説明しただろ？　《カンパニー》のリーダーなんだよ、あいつが」

「な──」

　途端に目を見開いて絶句する彩園寺。その隙に後ろを振り返ってみれば、姫路はまるでこういう反応をされると知っていたかのように平然としている。

「もしかして……姫路、こいつの〝正体〟を知ってたのか？」

「……はい。わたしは、以前より彩園寺家に仕えていましたので。中でもお嬢様──本物の〝更さら紗さ様〟の従者を務めていた期間が最も長く、そのため莉奈様とも面識があります」

「え？　ってことは、つまり……」

「そうですね。莉り奈な様の〝嘘うそ〟を知っている、ごく少数のうちの一人です。というか、ご主人様に《女帝》とのコンタクトを頼んだのもそのためですよ？　状況からして、少なくとも敵対関係にはないと踏んでいましたので」

「……なるほど」

　ようやく合点がいった。

　彩園寺の〝嘘〟──本物のお嬢様との〝入れ替わり〟はもちろん極秘事項なのだが、その性質上、彩園寺家の直近の使用人だけは真実を知っているということになる。姫路がそれに当てはまるのなら、確かに俺と彩園寺の関係をある程度予測できてもおかしくない。

「……ん」

　俺の思考がそこまで進んだ辺りで、彩園寺はようやく覚悟を決めたように頷うなずいた。それから静かに振り返りつつ両手を使ってフードを脱ぎ、ふわりと長い髪を靡なびかせながら姫路の前まで歩いていく。そして、探るように一言。

「ええと……久しぶりね、白ユ雪キ？」

「そう、ですね。こうして直じかに顔を合わせるのは、ほとんど一年ぶりです」

「一年……そうね、そうかも。……元気にしてた？」

「体調的には。……精神的には、少し崩れた時期もありましたが」

　やけに微妙な距離感で言葉を交わす姫路と彩園寺。隣で見ているだけの俺には何のことやら分からない──が、しかし一年という単語でおおよその見当は付けられた。

（そういえば、本物の〝お嬢様〟が誘拐されたのは一年前……だったよな。どこまで信じていいのか微妙だと思ってたけど、もしかして全部本当のことだったのか？）

　そうだとすれば今の会話にも納得がいく。唯一分からないとすればこの〝謎の空気〟だが、それこそ部外者が気軽に触れていい問題じゃないだろうし。

　ともかく──そんな空気を断ち切るように、姫ひめ路じは「こほん」と小さく咳せき払ばらいした。

「お越しいただきありがとうございます、莉り奈な様。本来なら歓待すべきところですが、あまり時間もありませんのでさっそく本題に入りましょう──どうぞ、こちらの部屋へ」

「あ……う、うん」

　淡々と言いながらくるりと背を向ける姫路に対し、彩さい園おん寺じは浮かない表情のまま頷うなずいてゆっくりと足を動かし始める。

　そんな二人の関係に小さく首を傾かしげながら、俺も数歩遅れで彼女の後について行った。




「──５ツ星色付き星所持者シングルカラー・久く我が崎さき晴せい嵐らん様が申請してきた《決闘ゲーム》は以下の通りです」

　少しばかり光量の抑えられたシアタールーム。

ソファに並んで座った俺と彩園寺の視線の先で、大型スクリーンの脇に立つ姫路はいつも通りの澄んだ声音を響かせた。

「《決闘ゲーム》名、《我流二十七式遊戯》。……名前は少し仰々しいですが、簡潔に言えば〝カードを集めて数字を比べる〟ゲームです」

「カードを集めて……数字を比べる？」

「はい。まず前提として、《我流二十七式遊戯》は二段階のフェイズに分かれた《決闘ゲーム》になります。その一段階目が〝収集フェイズ〟。四番区エリア内に散らばった〝０から19までのカードデータ〟を探し出し、最大五枚までの手札を作るという段階フエイズです」

「四番区内に……へえ、じゃあ実際に歩き回ってカードを探すってことか」

「そうなりますね。この《決闘ゲーム》では端末の地図アプリを使用するのですが、《決闘ゲーム》が始まるとそのマップ上にカードの位置が表示されていくようです。そして、プレイヤーがその場所へと移動することで該当のカードを〝獲得〟したことになる、と」

　姫路の声に合わせて、スクリーン上では簡単なアニメーションが再生されている。端末にカードの座標が表示され、そこへ辿たどり着けば入手。うん、ここまでは単純だ。

「それじゃ、第二段階ってのは？」

「はい。《我流二十七式遊戯》の第二段階は、収集フェイズで集めたカードを使って〝直接対決〟を行う段階フエイズ──〝開示フェイズ〟です。二人のプレイヤーが所持カードから一枚を選んで場に出し、書かれた数字の大きさを比べる。そこで大きい数字を出した側に一勝が入り、これを両プレイヤーの手札が尽きるまで繰り返す、というものですね。手札の上限が五枚なので、勝つためには最低でも三勝が必要ということになります」

　姫ひめ路じの説明を聞きながら静かに思考を整理する俺。……エリア内に散らばったカードを集める〝収集フェイズ〟と、そのカードに書かれた数字を使って直接対決を行う〝開示フェイズ〟。なるほど、大まかなルールとしてはそう複雑なものでもなさそうだ。

「ちなみに、狙ってるカードが被かぶった場合は早い者勝ちになるのか？」

「その理解で間違いありません。どちらかのプレイヤーに獲得されたカードは、その時点でエリアから消滅しますので。……そして、ここからが少し細かい話になります。

　先ほど、カードは０から19まで──つまり合計二十枚あるとお伝えしましたが、実はそれら全ての数字と場所が《決闘》の冒頭から開示されているわけではありません。最初はランダムに五枚だけ、そこから五分経たつごとに一枚ずつ情報が公開されていきます。ですので、全てのカード情報が出で揃そろうまで一時間以上かかる、という計算になりますね」

「ふぅん……そういう仕様なのね。それじゃ、結構なスピード勝負になるのかも」

　俺が何か言うより早く、すぐ隣で腕を組んでいる彩さい園おん寺じがポツリとそんな感想を口にした。……ああ、確かにそうだ。端末に表示されるカードは常に数枚だけ。その上で入手が早い者勝ちなんだから、当然バッティングはいくらでも発生することだろう。

　俺の理解がそこまで及んだ辺りで、姫路が再び声を上げた。

「一通りルールの説明をさせていただきましたが、具体的な作戦会議へ移る前に一つだけお伝えいたします。５ツ星ＶＳ１ツ星──このような格差戦が成立したことは過去に何度かありますが、１ツ星の方が勝利した記録はありません。ただの一つも、です」

「え……一回もないのか？　学園島アカデミーの歴史なんて二十年以上あるってのに……」

「はい。……そもそも、この島における〝等級ランク〟というのは本来それくらい絶対的なものなんです。才のある者により強い武器を与える、といったシステムになりますので、星が四つも離れた格差戦で下位の生徒が勝つような奇コ跡トはまず起こりません」

「い、いや、その理屈は分かるけど、それにしたって──」

「──いいえ、ユキの言う通りよ」

　動揺交じりに疑問を返そうとした俺の台詞せりふを遮って、彩園寺が嘆息と共にそんなことを言ってきた。彼女はルビーの瞳を俺に向けつつ、落ち着いた声音でこう続ける。

「例えば……篠しの原はら、《数値管理》って覚えてる？　あたしが最初の《決闘ゲーム》で使ったやつ」

「？　そりゃ覚えてるよ。あれだろ？　俺のターンを十分の一にする、っていう」

「そうそう。でも、あれって別に〝時間を短縮する〟アビリティってわけじゃなくて、もっと広く〝《決闘ゲーム》内に出てくる数字を弄いじる〟アビリティなのよ。だから当然、カードに書かれた数字を変えることも出来る──多分、久く我が崎さきの等級なら合計で三十くらい数字を増やせるんじゃないかしら？　均等に割り振って手札のカード全体を強化することも出来るし、強いカードに集中させて20超えの数字を作ることも可能だわ」

「20超え……。確かに、そうなったらもう普通に勝つのは難しいな」

　彩さい園おん寺じの補足を聞き、不本意ながら納得させられてしまう俺。《数値管理》は汎用アビリティだからもちろん俺にも使えるのだが、等級ランクの差があるためそこで張り合っても勝ち目はない。なるほど、番狂わせが起こらないわけだ。

　俺と彩園寺のやり取りが一段落するのを待ってから、姫ひめ路じは「はい」と静かに頷うなずいた。

「そのような状況ですので、基本的に下位の生徒は圧倒的な不利を強いられます。本来なら代わりに《決闘ゲーム》内容の決定権が与えられるわけですが、ご主人様の場合はそれすら放棄していますので……正直なところ、《我流二十七式遊戯》でご主人様が勝利する確率は１％もありません」

　少し言い辛づらそうに、それでも隠していては仕方ないとそんなことを言ってくれる姫路。

　まあ……それは、確かにそうなんだろう。実質１ツ星の俺と、５ツ星の中でも有数の実力者である久く我が崎さき。外野から見れば世紀の大決戦になるのだろうが、種を明かせば無謀な負け戦に他ならない。何せ、こちらがどれだけ奇抜な策を打ってもアビリティ一つで引っ繰り返されてしまうんだ。ジリジリとした焦燥感が思考を侵す──が、

「──１００％勝てない、ではないんだな」

「はい。限りなく薄い可能性ですが、それでも……ゼロではないと思います」

　そこまで言って、姫路は一旦息を吸った。

「もしこれが通常の格差戦なら、《決闘ゲーム》が成立した時点ですぐに謝罪会見の準備を始めるのが最善手でした。ですが、現在のご主人様は非常に特殊な境遇にいます──偽りの７ツ星。見かけ上の頂点。つまり、実態はともかく久我崎様から見ればご主人様は〝格上〟にあたり、そのため向こうも今のわたしたちと同じことを考えているはずなんです。『《数値管理》のＬｖは相手に負けている。そこで張り合っても意味はない』と」

「あ、そうか。ってことは……あいつは、収集フェイズで何か仕掛けてくる？」

「その可能性が非常に高いです。……というより、この《決闘》の肝はそもそも収集フェイズの方なんですよ。直接対決、ということでどうしても開示フェイズがメインに見えてしまいますが、両プレイヤーが《数値管理》を入れているという前提なら開示フェイズは単に手札を出し合うだけの〝作業オマケ〟です。心理戦にすらならず、アビリティの性能差でほとんど勝敗が決してしまう……久我崎様がそれを良しとするとは思えません」

「そうだな。あいつからすれば黙って勝ちを譲るようなもんだし、それは有り得ない」

「はい。ですので、そこを逆手に取ります──間違いなく攻めてくる久我崎様の行動を妨害し、カード入手を遅らせる。その間にご主人様が大きい数字をかき集め、《数値管理》を使われても勝てるような〝理想の手札〟を構築する。……それしかありません。５ツ星の端末に外部から干渉ハツキングするのはまず不可能ですので、久我崎様が万全の状態で開示フェイズに入ってしまったらその時点で〝詰み〟だとお考え下さい」

　淡々とした口調で残酷な真実を突き付けてくる姫ひめ路じ。それを聞いた俺は思わず黙り込んでしまう……が、しかしそんなことは最初から分かっていた。普通にやれば99％勝てない《決闘ゲーム》。その前提は理解した上で、それでも俺たちは久く我が崎さきに勝とうとしている。

「──ん。それじゃ次は、久我崎が一体どんな手を使ってくるかって部分ね」

　そこで、これまでじっと思考に耽ふけっていた彩さい園おん寺じが不意にそう言って顔を上げた。

「〝妨害する〟ってことならある程度は具体的に作戦を読んでおきたいところだわ」

「ああ。……って、そういや彩園寺６ツ星なら久我崎５ツ星の所持アビリティも見れるんだよな。そこからこの《決闘ゲーム》に使われそうなアビリティを絞り込めたりしないのか？」

「うーん、確かに普通はそうやって推測するのだけど……あのね？　久我崎はいつも《緊急動員》ってアビリティを採用してるのよ」

「……緊急動員？」

　鸚鵡おうむ返しに訊きき返す。と、彩園寺はくるくると指を回しながら教えてくれた。

「《緊急動員》──５ツ星・久我崎晴せい嵐らんの強さを象徴するアビリティよ。４ツ星以上の制限アビリティで、効果は読んで字の如く。自分の《決闘ゲーム》に助っ人を一人動員できるの」

「助すけっ人と？　……要は、協力者ってことか？」

「ええ。ほら、普通なら第三者が《決闘ゲーム》に干渉、ないし協力するのは違反行為になるでしょう？　でも《緊急動員》で呼ばれた助っ人は〝第三者〟じゃなくて〝参加者〟扱いになるのよ。だから大っぴらに介入できるし、一つだけどアビリティも持ち込める」

「アビリティを……そうか、なるほど」

　少し遅れて理解が及ぶ。久我崎が《緊急動員》を使って助っ人を呼び、その助っ人がアビリティを一つ持ち込むのだから、別に使えるアビリティの総数は変わっていない。けれど行動の柔軟性は間違いなく跳ね上がるし、何より〝自分が持っていないアビリティを間接的に使う〟んだ。その作戦は一気に読まれにくくなることだろう。

「要するに、迷彩ってことか」

「そんな感じね。もちろん誰でも呼べるってわけじゃなくて、それなりに面倒な申請をしないといけないのだけど……ほら、久我崎って妙な人望だけはあるタイプだから」

　言って、嘆息する彩園寺。……所属メンバーが三百人を超える大規模な非公認組織《我流聖騎士団》。久我崎はその立ち上げ人にして現リーダーを務める人物だ。そして、それはつまり、彼がおよそ三百通りもの策を《決闘》に持ち込めるという意味に他ならない。

　規格外のチートっぷりに俺が下唇を噛かんでいると、彩園寺は小さく笑って続けた。

「でも、そこまで悲観することはないと思うわ。確かに《強制動員》は厄介だけど……その代わり、三枠目のアビリティはほとんど無視して良いレベルだから」

「え……そうなのか？」

「ええ。……久我崎が〝藍〟の色付き星を持ってるって話、誰かに聞いてるでしょ？　藍の星の特殊効果はね、《†漆黒の翼†》っていう限定アビリティが使えるようになることなのよ。それで、よっぽどお気に入りなのかそもそも外せないのかは知らないけど、色付き星所持者になって以来あいつが《†漆黒の翼†》を不採用にしたことは一度もない」

「……？　いや、だからって〝無視していい〟は言い過ぎだろ。色付き星の効果なんだから、要はそのアビリティがめちゃくちゃ強いってことじゃないのか？」

「どうかしらね。というか、あんたも見たことあるはずよ？　あいつが出してる白煙とか効果音とか、あれがまさに《†漆黒の翼†》の効果なんだもの」

「…………」

「……何でそんなふざけたヤツが強いんだって言いたくなる気持ちは分かるけど、実際強いんだから仕方ないじゃない。気にしたら負けよ、負け」

　そう言ってふっと複雑な表情を浮かべる彩さい園おん寺じ。これまで散々苦しめられてきたという事実も相まってか、やけに実感の籠もった口振りだ。……まあ、それはともかく。

「要するに、久く我が崎さきのアビリティ構成は割れてるも同然なのよ。《数値管理》と《†漆黒の翼†》、それから《緊急動員》経由で〝何か〟。で、ついさっきユキも言ってた通り、この《決闘ゲーム》に勝ちたいなら収集フェイズを制さなきゃいけない──だから、この〝何か〟はそのための攻撃アビリティよ。多分、ここまでは間違ってないと思うわ」

「ああ……ちなみに、お前ならどうする？　お前が久我崎の立場だったとしたら」

「ん、それも少し考えてみたのだけど。……ＧＰＳの誤認識、かしらね」

「ＧＰＳ？」

「そう。この《決闘ゲーム》、端末上に表示された座標まで移動すればカードを手に入れられるんでしょう？　それなら、あたしは《位置座標操作》を採用するわ。端末の座標を好き勝手に書き換えられるアビリティ──それでカードの位置まで移動したことにすれば、実際には動くことなく好きな数字を取れるから」

「!?　そ、そんなアビリティがあるのか!?」

「インストール制限５ツ星以上、だけどね。それに、一度の《決闘ゲーム》で五回くらいしか使えないと思うけど……でも、手札の上限が五枚なんだからそれで充分足りるもの。久我崎は結構シンプルな勝ち方を狙ってくることが多いから、今回もきっとそうなんじゃないかって思う。……一応、別案として〝《探索》アビリティで最初からカードの位置を全部調べておく〟っていうのも考えたけど、そっちはちょっと現実的じゃないかもね。位置も座標も分かるならともかく、アビリティ一つじゃ座標の方しか分からないから」

「……？　それ、ダメなのか？　場所が分かるだけでもかなり強力な気がするけど」

「《決闘ゲーム》の範囲フイールドが広すぎるのよ。四番区全域、なんて、歩き尽くそうとしたら日が暮れちゃうわ。どのカードに強い数字が書かれてるかも分からないのに闇雲に移動してたら凄すごく効率が悪いじゃない。数字が20まであるんだから、極論０から９までのカードには価値がないってことになるし……だから結局、数字が公開されるまではお互い待ってるしかないの。なら、そのタイミングで素早くカードを取れるアビリティが一番でしょ？」

「……お、おおお……」

　流れるように意見を述べる彩さい園おん寺じに、俺は思わず感嘆の息を漏らした。……普段煽あおり合いをしている時は憎らしくて仕方ない彼女なのに、《女帝》モードに入ると見み惚とれてしまうくらい格好良くなるから不思議なものだ。ズルい、なんて感想すら湧いてくる。

　ともかく──久く我が崎さきが使ってくる攻撃アビリティは《位置座標操作》、あるいはそれに類するものだ。そしてそれが三枠目になる以上、彼は防御アビリティを入れられない。こちらからの干渉を防げないんだから、やはり多少は攻めるべきだろう。

「なあ姫ひめ路じ、１ツ星でもインストール出来る攻撃アビリティの中で、今回の《決闘ゲーム》に有効そうなものって何かあるか？」

「……そう、ですね」

　俺の問いかけに対し、姫路はそれだけ言ってほんの少し視線を下げた。やがてゆっくりと顔を上げた彼女は、白銀の髪をさらりと揺らしつつ静かな所作でこう告げる。

「その条件なら、《表示バグ》というアビリティが最も適しているでしょうか」

「表示バグ……それは、要するに〝久我崎の端末表示をバグらせる〟アビリティってことか？　例えばカードの数字を弄いじるとか、めちゃくちゃな座標に誘導するとか」

「方向性としてはその通りですが、１ツ星相当の強度ではそこまでの効果は期待できません。恐らくカードの座標を下一桁だけ書き換えるくらいが関の山でしょう。……ただ、それでも相手の目算を狂わせるには充分かと」

「ん……なるほど」

　アビリティの効果で久我崎の端末に映るカードの座標をズラしてしまう。彼が《位置座標操作》のようなアビリティを使おうとすれば絶対に空振りになるし、そうでなくともある程度の時間稼ぎにはなるだろう。確かに悪くなさそうだ。

　頷うなずく俺に澄んだ碧へき眼がんを向けながら、姫路はゆっくりと言葉を継ぐ。

「残りのアビリティについては……定番ですが、一つは確率操作系の《幸運》が良いと思います。ご主人様の近くに大きめの数字が出やすくなる、という補助系の効果ですね。Ｌｖ１なので効力は控えめですが、作戦内容にはぴったりなはずです」

「そうね。なら、最後はやっぱり《数値管理》じゃない？　いくら性能差があるって言っても手札の数字を底上げできることに変わりはないし。……ただ、《幸運》と違って修正値がはっきり出ちゃうから、アビリティのＬｖが低いってバレかねないのが難点だけど」

「あー……まあ、その辺はどうにか誤ご魔ま化かすよ」

　確かに疑いの目を向けられそうな要素だが、それくらいなら演技でどうとでもなる範囲だろう。他に候補があるわけでもないんだから、やはり支援系バフは入れておくべきだ。

「──それでは、ここで一旦流れを整理してみましょう」

　俺の思考が上う手まいこと着地した辺りで、目の前の姫ひめ路じがピンと一本指を立てた。

「《我流二十七式遊戯》収集フェイズ。明日はわたしたち《カンパニー》も全力でサポートに回りますので、ご主人様は《表示バグ》で久く我が崎さき様の動きを妨害しつつ、《幸運》の恩恵を受けてとにかく大きい数字をかき集めてください。《数値管理》の性能差を鑑かんがみれば……そうですね、正直こちらが15以上の数字を全て取るくらいの結果が望ましいです」

「全て、って……言いたいことは分かるけど、いくら何でも──」

「──無理、ですか？」

「えっ。……無理じゃないのか？」

「どうでしょう。……わたしは先ほど〝全力でサポートに回る〟と申し上げました。全力というのは、容赦や手心を一切加えないという意味です。一例を挙げれば──今夜、《カンパニー》電子機器担当である加か賀が谷やさんに頼んで地図アプリに干渉してもらい、こちらで用意した偽物の地図と差し替える予定です。見た目には分かりませんが僅かに座標がズレていますので、その地図に従っている限りカードは入手できません。……５ツ星の端末には干渉できなくとも、地図アプリは島の管轄。彩さい園おん寺じ家の権限で侵入できますので」

「…………」

「となれば、久我崎様は《位置座標操作》に頼らず、自身の足でカードを探すしかなくなります。座標が少しズレている、というだけなので実際に現地へ赴けばカードは獲得できますが、しかし《我流二十七式遊戯》の範囲フイールドは広いです。久我崎様は運転免許を所持していませんので、必然的に公共交通機関を使うことになるでしょう……が、明日の久我崎様が乗るバスや電車は全て車両点検で止まります。何な故ぜか、ことごとく止まります」

　表情の変へん化かこそほとんどないが、滑らかな口調でイカサマ案を紡ぎ出す姫路。澄んだ碧へき眼がんはいつもの一・五倍くらい輝いていて、傍はた目めにも生き生きとしているのがよく分かる。

　が──次の瞬間、不意に言葉を止めたかと思うと、姫路はパッと小さく俯うつむいた。

「……す、すみません、ご主人様。あの、ご迷惑でしたでしょうか……？」

「え？　いや、何の話だ？」

「いえ……わたしの趣味嗜し好こうはともかく、イカサマという手段はあまり好まれないものなのでは、と。今さらですが……その、ご主人様の意見を聞いたことがなかったもので」

「あ、ああ……そういうことか」

　どうやら黙っていたせいで〝俺が不正イカサマを快く思っていないのでは〟と勘違いさせてしまったようだ。実際にはただ感心していただけなのだが、ともかく悪いことをした。

　おずおずとこちらを窺うかがう碧眼を見つめ返しながら、俺は彼女の質問に答えを返す。

「あのな、姫路。他のやつがどうかは知らないけど、俺にとってはイカサマでもイカサマじゃなくても同じことなんだ。嘘うそが守れるなら、目的が果たせるなら何でもいい。で、そういう意味じゃ俺がお前にマイナスの感情を持つなんて有り得ねえよ。いつも助かってるし、今のもめちゃくちゃ格好良かった。まあ、だからその……そ、そんな感じだ」

「ぁ……、はい。……それなら、よかったです」

　ホッとしたように小さく口元を緩ませる姫ひめ路じ。隣の彩さい園おん寺じが「女の子を褒めるのに『格好良い』って何よ」と突っ込んでくるが、素直な感想なんだから仕方ないだろう。

　──こほん、と一つ咳せき払ばらいを挟んで、姫路は話を仕切り直した。

「と、ともかく、明日の流れは以上になります。恐らく、全てが上う手まく行っても勝率は五割に届きませんが……それでも、勝ちの目はちゃんと残っていますので」

「そうね。《数値管理》に《幸運》に《表示バグ》──うん、良いと思うわ。今の篠しの原はらが取れる策としては多分最高に近いはず」

「お前がそう言ってくれるなら少しは安心だよ。……って、そうだ姫路。一つ良いか？」

　彩園寺のお墨付きに安あん堵どしていた俺だったが、ふとそう言って顔を上げる。

「《表示バグ》ってのは学園島アカデミーが公的に配布してる〝汎用アビリティ〟なんだよな。もしそれと同じ効果のアビリティを《カンパニー》で作ってくれって言ったら、出来るか？　そうしておけば、もしかしたら開示フェイズでも役に立ってくれるかもしれない」

「？　はい、もちろん可能ですが……あまり意味はないと思いますよ？　先ほども言った通り、《我流二十七式遊戯》の主戦場は収集フェイズの方ですので」

「ああ。だからまあ、一応だよ、一応。保険みたいなもんだと思ってくれればいい」

「……分かりました。ご主人様がそう仰おつしやるのであれば」

　多少の疑問符を浮かべながらではあるものの、神妙にこくりと頷うなずいてくれる姫路。

　彼女は俺の言葉を反はん芻すうするようにしばらく目を閉じていたが──やがて、何かを思い出したようにこちらへ近付いてきた。ソファに座った俺の前まで来て立ち止まり、右手の指で耳周りの髪を掻かき上げながら腰をかがめてくる。どうしたってドキドキする距離感だ。

　俺の目と鼻の先で、姫路はそっと囁ささやくように口を開く。

「そういえば──ご主人様、汎用アビリティのインストールはまだですよね？」

「っ……！　は、はい、未経験です……」

「それでは、ちょっと端末を開いてみてください。ホーム画面の左下にあるアイコンをタッチすれば学園島アカデミーの公式ストアにアクセス出来ますので──」

　相変わらず透明な口調でそう言いながら、姫路は俺の端末に指を近付けて細かな操作を教えてくれる。立ったまま俺の手元を覗のぞき込むような体勢になっているため額と額は触れそうで、垂れ落ちた前髪は既に俺の腕をくすぐっていて、ちょっと視線を上げればメイド服に包まれた豊かな胸元が目の前にあって……当然、俺は顔を上げられない。

「……ご主人様？　ええと、聞いていますか？」

「は、はいっ！　聞いてなかったです！」














「聞いてください……それではもう一度、最初から説明いたします」

　む、と少しだけ唇を尖とがらせながら、改めて汎用アビリティのインストール方法を伝授してくれる姫ひめ路じ。俺は今度こそ煩悩を打ち払い、その操作をなぞることに成功した。

「はい、完璧ですご主人様。残る《表示バグ》に関してはこれから準備いたしますが、遅くとも数時間以内には完成するかと。……これで、方針は決定ですね」

　静かな表情の中に柔らかな笑みを一瞬だけ浮かべて、彼女はついっと俺から身体からだを離した。そうして綺き麗れいな所作で一礼すると、

「これまでの概要を加か賀が谷やさんたちに報告してきます。万が一にも莉り奈な様の声が入ってしまうと困りますので、少しの間席を外させていただきますね」

　自身の端末を片手にコツコツと部屋を出て行った。

　そんな姫路の背中を見送りつつ、俺も少し伸びでもしようかと立ち上がる──と、その直前、何な故ぜか頬ほおを赤らめた彩さい園おん寺じがぐいっと俺の腕を引っ掴つかんできた。

「ちょっ──っと待ちなさい篠しの原はら！　い、今のっ！　今の何!?」

「おわっ!?　び、びっくりした……今のってどれだよ？」

「今のは今のよ！　ユキとあんたのやり取り……な、何かえっちい気配を感じたわ。あんたたち、もしかしてそういう関係なの!?」

「ばっ！　そ、そんなわけないだろ!?　操作を教えてもらってただけだって！」

「で、でも……すごく、すっごく近かったわ。あの子、前は男の人に近付くだけでもダメだったはずよ？　そんなユキが、今の距離。……そ、それってもう、実質あんたとキスしてるようなものじゃないっ！」

「そんな実質はねえよ!!」

　俺も若干顔が赤くなっているのを自覚しながら、それでもはっきりと答える。

「多分だけど……あいつ、単に〝俺が仕える相手だから〟苦手意識を持たないようにしてくれてるってだけだと思うぞ？　だから、別にお前が想像してるようなやましいことは何もない。……まあ、初日と比べたらだんだん距離が近くなってるのは事実だけど」

「ほ、ほら、やっぱりそうなんじゃない！　もう……全く、篠原はこれだから全く！」

「……お前、何で機嫌悪いの？」

「悪・く・な・い！」

　機嫌悪さ全開の声で断言する彩園寺。

　ちなみに……俺から一つ言わせてもらうとすれば、さっきから遠慮なく腕やら服やら掴んでくる彩園寺こいつの方が姫路よりも断然近い。ソファはそれなりに大きいのにすぐ隣に座っているから身体が思いきり触れ合っているし、ホットパンツから伸びる生足がエロすぎて視線を下げられないし。……ホント、こいつはもう少し自分の容姿を自覚すべきだ（平然としたフリをしているが実はさっきからドキドキしている）。

　──と、

「ん……ねえ、篠しの原はら」

　一瞬前まで拗すねたような表情を浮かべていた彩さい園おん寺じが、不意に毛色の違う声を発した。

「随分真剣に考えてくれてたみたいだけど……その、怒ってないの？」

「怒るって……お前に？　……何で？」

「だ、だって、あたしがいなければあんたは久く我が崎さきと《決闘ゲーム》する必要なんてなかったじゃない。もちろんほとんど自じ業ごう自じ得とくだとは思うけど、ちょっとだけ、ほんのちょっとだけあたしにも非があるのかもって思ったから……一応、訊きいてみたんだけど」

　言って、ちらりとルビーの瞳をこちらに向けてくる彩園寺。その目はどこか不安そうに揺れていて、だからというわけじゃないが、俺はゆっくりと首を振る。

「別に怒ってはいねえよ。そもそも俺とお前は共犯者で、久我崎は俺たちにとって共通の敵だ。排除するのは自然だろ？」

「そうだけど……でも、えっと、何て言うか……」

　俺の言葉に、彼女は何とも歯切れの悪い返事を返してきた。どこか迷いの感じられるその表情は、確か三日前の密会でも目にしたものだ。例の〝お嬢様〟の話をする前に見せた小さな葛藤。微かすかな躊ちゆう躇ちよ。……そして、

「っ……ごめんなさい、やっぱり何でもないわ」

　たっぷり数十秒は悩んだ後、彩園寺が選んだのは〝沈黙〟だった。……呑のみ込まれた言葉が何だったのか気にならないとは言わないが、しかし無理に問とい質ただすようなことでもないだろう。「そうか」とだけ呟つぶやいて、俺はそれきり追及を止やめる。

　ガチャリと扉を開けて姫ひめ路じが部屋に戻ってきたのは、それからもう少し後のことだ。

「──《カンパニー》への経過報告、完了しました。エリア内の移動方法や《決闘ゲーム》中の連絡手段などについては後ほど加か賀が谷やさんも交えて相談するとして、作戦の大枠はこれで完成です。ですので、莉り奈な様のお力を借りるべきポイントはここまで、なのですが」

「……が？」

「午後五時半。少し早い時間ですが、せっかくなので。……もしよければ、莉奈様も夕食をご一緒していかれませんか？」




　──こと料理に関して、姫路の腕は確かなものだ。

　それは何も質だけの話ではなく、完成までの時間についても言えるもの……なのだが。

「くー……すー……」

「……寝てしまいましたか、莉奈様」

　料理開始から約三十分後。俺と一緒にダイニングへと移動していた彩園寺は、テーブルに突っ伏して微かな寝息を立てていた。

「ああ。頭使って疲れたのかもな。……もう出来るか？　起こすけど」

「いえ、大丈夫ですよ。まだしばらくかかりますので」

　静かに首を振る姫ひめ路じ。その視線は、少し複雑な色を伴って彩さい園おん寺じに向けられている。

　だから──俺は、少し迷ったものの、思いきって姫路に尋ねてみることにした。

「姫路はさ、どうしてこいつのこと避けてるんだ？　元々は知り合いだったんだよな。なのに一年も会わないってのは……あ、ごめん。嫌なら答えなくていいんだけど」

「…………」

　俺の問いに、姫路はしばらく反応を返さなかった。そして数秒後、不意に俺から離れるように歩き始めると、そのままテーブルをぐるりと回って彩園寺の方に向かい始める。

　その途中で、彼女はポツポツと言葉を零こぼし始めた。

「いいえ、避けているのはわたしではありません。むしろ莉り奈な様……リナの方です」

「……呼び捨て？」

「はい。わたしとリナは同い年ですし、昔は毎日のように顔を合わせていましたから。お互いに、更さら紗さを除けば一番仲の良い相手だったと思います」

「それなのに、避けられるようになったのか？」

「そうですね。一年前から……更紗がいなくなってから、リナは急によそよそしくなりました。わたしと話す時にちゃんと目を見てくれなくなりました」

　そう語る姫路の声音に怒りや悲しみの感情は窺うかがえない。押し殺しているのか慣れてしまったのかは分からないが、どちらにしても悲しいことだと思った。

　ゆっくりと歩き続ける姫路はやがて彩園寺のすぐ近くまで辿たどり着く。

「……多分。単なる勘ですが、リナは何か隠していると思うんです。替え玉のことだけじゃなくて、わたしにも彩園寺家にも隠していることがあると思うんです。でも、リナは頭がいいから、わたしにはリナの思考が見えない。リナの力になれない。……それが、少しだけ悔しくて」

　だからリナと一緒にいると上う手まく笑えないんです──そう言いながら姫路は愛いとおしげな眼で彩園寺を見つめた。そっと右手を伸ばし、赤の長髪にすーっと優しく手て櫛ぐしを通す。

　そうして、碧あおの瞳を持ち上げながら。

「──これは、《決闘ゲーム》や《カンパニー》とは何の関係もない、わたし個人の我わが儘ままです」

「…………」

「もし──もしご主人様がリナの隣に立てるなら。彩園寺更紗ではなく、朱あか羽ばね莉奈と一緒にいることが出来るなら。……守って、あげてください。いつも意地を張ってばかりですが、本当はか弱い女の子なので」

　少し苦笑交じりにそう言って。

　俺が何か答えるより早く、姫路はくるりと背を向けるとキッチンの方へ去っていった。
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『それではっ──《我流二十七式遊戯》収集フェイズ、開始ですにゃぁああっ!!』

『『『うおぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!』』』

　──四月十日、日曜日。休日を利用して俺たちの《決闘ゲーム》を観戦しに訪れた大勢のギャラリーは、司会を務める風かざ見みの絶叫に合わせて大歓声を上げていた。

　場所は、前回も使った四番区の総合陸上競技場だ。ただし一昨日おとといとは違い、五千人以上が収容できる観客席は完全に埋まり切っている。《ライブラ》のアプリi s l a n d　t u b eを介して中継を見ている人数はさらにその倍近く、とのことで、自分で言うのも何だが〝学園島アカデミー最強ＶＳ久く我が崎さき晴せい嵐らん〟の対戦カードは予想通りの超人気となっているらしかった。

「にしても……相変わらずテンション高いな、あいつ」

　中継越しに鼓膜を殴ってきた風見の開始宣言スタートコールにそんな感想を漏らす俺。……そう、実は現在俺が立っているのは当の競技場内ではなく、既に見慣れた英えい明めい学園の校門前だ。昨日も確認した通り、《我流二十七式遊戯》は二段階に分かれた《決闘ゲーム》。そのうちの前半、収集フェイズは四番区全域で行われるということで、スタート位置を決めるための猶予時間が与えられていたのだった。

　ともかく、《決闘ゲーム》も始まったのでさっそく端末を覗のぞき込んでみる──と、既に変へん化かは表れていた。マップ上に浮かび上がる五枚のカード、２・５・９・14・17。《幸運》アビリティのおかげもあってか、そこそこ近場に集中しているような気がする。

　それらの確認を終えた辺りで、ふと右耳のイヤホンに微かすかなノイズが走った。

『接続完了しました。──ご主人様、通話が可能な状況であれば返答をお願いします』

「ああ、大丈夫だ。上にヘリは飛んでるけど、あの高さなら声は拾わないと思う。《表示バグ》は適用済みだから良いとして……とりあえず、一番近い14に向かえばいいよな？」

『そうですね。ひとまず一枚を獲得し、その後は新しく現れるカードが17より大きければそちらへ、小さければ17へと向かうことにしましょう』

「了解だ。……でも、17の方は微妙に離れてるよな。バスを使えばいいか？」

『はい。14から17へのルートはちょうど四番区を走る路線バスの通り道です──なので、それに偽装した専用バスを用意しています。目的地まで直通ですよ』

「お、おお……いっそ清すが々すがしいぐらいズルいな」

　目的の方向に走り出しながら、苦笑交じりにそんなことを呟つぶやく俺。もちろん否定的な意味ではなく、やっぱりこのチームは最強だな、くらいのニュアンスだ。今回は姫ひめ路じにもちゃんと伝わってくれたようで、イヤホンからは得意げな沈黙（？）が聞こえている。

　そうしてしばらく走っていたのだが──そこで、俺はふとあることに気が付いた。

　落とした視線の先、一瞬前まで五枚のカードが映し出されていたはずの画面から、その中の一枚──５が消えてなくなっているんだ。まだ《決闘ゲーム》が始まってから五分も経たっていないのに、早くも相手方に取られてしまったらしい。

　思わず怪け訝げんな声音でそれを報告すると、姫ひめ路じは『そうですか』と冷静に返してきた。

『なかなか早いですね。もしかしたら、偶然カードの座標に近い位置からスタートしたのかもしれません。こちらで座標を弄いじっているとは言ってもあくまで誤差程度でしかありませんし、そもそもカードはホログラムで投影されるため目視できます。現地へ向かわれてしまえば、地図への干渉など単なる時間稼ぎにしかなりませんから』

「ん……ああ、そうだよな。別に驚くようなことじゃない」

『その通りです、ご主人様。……ですが、これで地図の座標がズレていることには気付かれたはずです。ここからどう動いてくるか、ですね』

　確かにそうだ。久く我が崎さきの動き出しが早かったのは事実だが、とはいえ取られた数字は価値の低い５。俺たちの作戦に気付いているなら迂う闊かつに《位置座標操作》の類たぐいは使えなくなるはずだし、そうやって足止め出来ている間に高い数字を取り切ってしまえば──

『っ……！』

　──刹那、声にならない悲鳴のような音が端末越しに耳じ朶だを打った。

「え……姫路？　おい、どうした!?」

『い、いえ……すみません、取り乱しました。その、実は今、別画面で《ライブラ》の中継を見ているのですが……つい先ほど、久我崎様が二枚目のカードを獲得したようです』

「…………は？」

　少し上擦った姫路の声にぱたりと足を止める俺。

　久我崎が二枚目のカードを取った……？　いや、それはおかしい。だって、端末に表示されているカードが一枚も減っていないんだ。２・９・14・17に加えてさっき出現したばかりの７。どれ一つとして欠けていない。取られていない。

「それなのに、久我崎はカードを増やしてる……？」

『はい。……《ライブラ》の風かざ見みさんも仰おつしやっていますが、恐らく久我崎様はまだ端末に表示されていないカードを獲得したのだと思います。実際、スクリーンに映っている相手サイドの手札は５と〝裏側表示アンノウン〟──数字が確定する前のカード、とのことですので』

「まだ情報が出てないカード……待て、じゃあ久我崎は《探索》を使ってるのか？」

　困惑交じりにそう呟つぶやいて、俺は小さく眉を顰ひそめた。

《探索》──それは、彩さい園おん寺じも言っていた〝座標を調べる〟ためのアビリティだ。最初から位置が分かっているなら情報開示前のカードを取れても不思議はないし、元々地図に出ていないカードなら取ったところで端末の表示は変わらない。

『た、確かに矛盾はないですが……その作戦は、あまり有効でないという話ではありませんでしたか？　数字が分かっていない状態で動くのはとても効率が悪いから、と』

「ああ。そのはず、なんだけど……」

　右手を口元に遣やりながらこくりと曖昧に頷うなずく俺。……効率が悪い。それはそうだ、《数値管理》に《†漆黒の翼†》に《探索》という組み合わせではあまりにもカードの収集効率が悪すぎる。かと言って、《探索》なしでこの状況を作り出せるとも思えない。

「なら……久く我が崎さきのやつ、まさか《数値管理》を──」

『──ほう？　その発想に至るか、７ツ星。どうやらゲームセンスはあるようだ』

「ッ……久我崎!?」

　突如として端末から聞こえてきた鬱陶しい声音に、俺は大きく目を見開いた。

　久我崎晴せい嵐らん──あの《女帝》に最も近い５ツ星。未知の戦術で《決闘ゲーム》を優位に進めているはずの彼が、何な故ぜか煽あおるような口調で俺に話しかけてきている。

　姫ひめ路じが咄とつ嗟さに口を噤つぐむのを確認してから、俺は動揺を抑えつつ言葉を返すことにした。

「お前……どうやって連絡してきてるんだよ。俺の端末ＩＤなんか知らないはずだろ」

『いやなに。どうやら皆には勘違いされているようだが、僕の《†漆黒の翼†》は〝演出強化〟のアビリティでね。単に舞台装置として使うだけでなく、遠方で僕の声を再生したり、同時にその逆をこなしたりも出来るんだ。便利なものだろう？』

「へえ。……で、結局何の用なんだよ。アビリティ自慢がしたいだけならもう切るぞ」

『そんなわけがあるか。ククッ……なあ７ツ星、貴様はこう考えたのだろう？　《数値管理》の強度レベルで劣っている以上、僕は必ず収集フェイズで行動に出る。そして《†漆黒の翼†》があるからには防御アビリティなど入れられないはずで、であれば前回のように《無効貫通》を採用せずとも僕の作戦を妨害できる、と』

「…………」

　認識がズレているため過程はところどころ違っているが、内容としてはその通りだ。

　図星を突かれて押し黙る俺に対し、端末越しの久我崎は愉たのしげな口振りでこう続けた。

『ククッ……やはりそうか。ならば、ここで一つ良いことを教えてやろう──その考えは根本的に間違っている。もっと言うなら、僕に誘導されて〝持たされた〟ものだ』

「……え？」

『何だ、まだ分からないのか７ツ星？　要するに、僕には貴様の策など全て読めているんだよ。貴様の攻撃アビリティはどれ一つとしてこちらに届いていない。このまま進めば僕の完全勝利で《決闘ゲーム》は終わる。……ふむ、なかなか楽しくなってきたな？』

　嘲るような声音でそんな言葉を叩たたき付けてくる久我崎。こうやって俺を焦あせらせる魂胆なんだろう、と頭では分かっているのだが、それでも自然と表情が歪ゆがむ。吐き気がする。

『ククッ──まあ、戯れるのはこのくらいにしておこうか。ではな篠しの原はら、あと二秒だ』

　一方的にそう言って、久我崎はブツリと通信を切断した。……あと二秒？　短すぎるその時間はあっという間に過ぎ去ってしまうが、特に何も起こりはしない。まだ《決闘ゲーム》開始から十分ほどしか経たっていないんだから、カウントダウンも何も──待て、十分？

「…………おかしい」

　端末の時刻表示を呆ぼう然ぜんと見つめながら、俺は小さくそう呟つぶやいた。

　ああ、そうだ──何も起こっていないというのは明らかにおかしい。何しろ現在の時刻は《決闘ゲーム》が始まってからちょうど十分が経ったところ。少し言い換えてやれば、先ほどの〝７〟に続いて二枚目のカード情報が開示されているはずの時間だ。

　それなのに──俺の端末が示すマップ上には、まだ次のカードが現れていない。

「ッ……！」

　背筋を駆け抜ける〝嫌な予感〟に突き動かされるように、俺は端末を操作して《ライブラ》の中継を投影展開した。すると、真っ先に目に飛び込んできたのは、大写しになったスクリーンとそこに表示された二人の手札だ。

　本来なら俺は０枚、久く我が崎さきの方は〝５〟と〝裏側表示アンノウン〟になっているはずの手札内容。

　けれど……そこに映し出されていたのは、その予測とは少し異なる状モ況ノだった。

『〝５〟と〝10〟……ですね』

　通信を再開させて早々、微かすかに戸惑いの混じる声を発する姫ひめ路じ。

『どういうことでしょうか、これは。久我崎様が10を獲得した、なんて情報は出ていなかったはずですし、それに先ほどの〝裏側表示〟はどこへ──』

「──いや、違う。そうじゃない」

『……え？』

「その二つは全く別の現象ってわけじゃない。ちゃんとリンクしてるんだ……久我崎の手札にあったはずの〝裏側表示〟は〝10〟に変わった。いや、もっと正確に言うなら、今まで〝不明〟だったはずの数字が〝10〟だって分かった」

『分かった……？　それは、つまり情報が出たという意味ですか？　…………あ』

「ああ、そうだよ。そういうことだ。今さっき《決闘ゲーム》が始まってから十分が経ったわけだけど、新しい情報は何も出なかった。いや、出てないように見えた。……でも、本当はちゃんと開示されてたんだ。久我崎の手札にある〝裏側表示アンノウン〟カードの数字情報が」

　そう──恐らく、最初からそういう仕様になっているのだろう。プレイヤーが〝裏側表示〟を持っていた場合、情報開示のタイミングで真っ先にそのカードの〝数字〟が公開される。本来情報が出るはずだったフィールド上のカードを差し置いて、だ。

　だとすれば全て辻つじ褄つまが合う。……そして、同時に彼の作戦も読めてきた。

「要するに──久我崎は《探索》でカードの位置を全部調べて、それを片っ端から手に入れるつもりなんだよ。そうすればあいつの手札には〝裏側表示〟が入り続けることになって、その数字は五分に一つずつ決まっていく。逆に言えば、他の情報は全く増えない。

　これが一枚ならまだ何とかなるけど、二枚なら十分、三枚なら十五分だ。もし久く我が崎さきが今後も〝裏側表示〟を取り続けるつもりなら、俺の方は今画面に映ってる情報だけで最後まで戦わなきゃいけないってことになる」

『っ……！　な、なら、久我崎様は──初めから、カードを独占するつもりで!?』

　姫ひめ路じの声が大きく揺らいだ。

　独占──ああ、もちろん多少の仮定や推測は含まれているが、状況から見て久我崎の作戦はそれで間違いないだろう。画面に現れていないカードを取り続けることで俺に追加の情報を与えず、エリア内のカードを制覇する勢いで強引に《決闘ゲーム》を進めてしまう。

「それと……さっき言いかけたことだけど、あいつは多分《数値管理》も入れてない。こっちの干渉が全く効いてないみたいだし、アビリティの三枠目は防御系だと思う」

『《数値管理》を捨ててまで防御を……いえ、確かに有り得ない話ではありませんが、しかしそこまで割り切れるものでしょうか？　開示フェイズで比べるのはカードの枚数ではなく、書かれた数字の大きさです。そもそも手札の上限は五枚なので六枚目以降を手に入れるにはカードを破棄しなければなりませんし……量よりも質の方が大事なはずですよ……？』

「確かにそう……だけどっ！」

　縋すがるような姫路の問いに、俺は無理やり足を動かしながら答えを返す。

「《我流二十七式遊戯》の開示フェイズではお互いに手札からカードを出し合って、書かれた数字の大きさを比べ合う。それを五回繰り返すんだから、勝つには最低でも三勝が必要だ──なら、もし俺の手札が二枚以下の状態で収集フェイズが終わったらどうなる!?」

『ぁ────』

　今度こそ言葉を失う姫路。……そう。結局は、それこそが久我崎の狙いなんだろう。収集フェイズで十八枚のカードを集めてしまえばその時点で彼の勝利が確定する。だからそもそも《数値管理》なんか必要なくて、使っているのは《探索》とそれを守るためのアビリティだけ。そうやって、彼はカードを独占することに特化した構成を組み上げてきた。

　そして、その作戦は──俺も姫路も彩さい園おん寺じも、全く警戒していなかったものだ。

「……マズい」

『マズい、どころではありませんご主人様……っ。今連絡がありましたが、加か賀が谷やさんの運転するバスが交通規制で足止めされているそうです！』

「は？　交通規制……？」

『はい。何でも久我崎様がリーダーを務める組織、《我流聖騎士団》のシンボルを掲げた暴走車が朝から四番区内を走り回っており、その対応で風紀が動いているんだとか。……やけにカード入手が早い謎が解けました。恐らく、久我崎様は《我流聖騎士団》を足として駆り出しています……！』

「な!?　でも、第三者が《決闘ゲーム》に手を貸すのは────って、そうか」

　反射的に反論しかけて、しかしすぐに気が付いた。……そうだ、昨日の彩さい園おん寺じも言っていたように、《緊急動員》で指定された生徒は〝第三者〟ではなく〝参加者〟という扱いになる。協力しようが分担しようが違反行為には当たらない、というわけだ。

『っ……わ、わたしの策が、全て破られて……』

　端末の向こうでは、姫ひめ路じがすっかり委縮したように微かすかな声を震わせている。

『もう……もう無理です、ご主人様。イカサマを封じられてしまえばわたしに出来ることなど一つもありません。そもそもこの《決闘ゲーム》は何もかも上う手まく行ってようやく僅かな勝ち筋が生まれる、というようなもの……それが、こうも見事に捌さばかれてしまったのでは』

「……いや、まだだ。まだ終わってない」

『ここからどうするっていうんですかっ！』

　珍しく感情を昂たかぶらせる姫路。けれどもそれも一瞬のことで、彼女はすぐに『……っ、すみません』と呟つぶやくと、それきり打ちひしがれたように黙り込んでしまう。

　そんなタイミングで、俺はようやく一枚目のカードがある場所まで辿たどり着いた。獲得した数字は14。悪くはないが、しかしバスが潰されているのは想定外だ。ここから電車で17を目指すとしても、車で移動している久く我が崎さきに先回りされる可能性は大いにある。

　と、そんなネガティブな想像が脳裏を過ぎった──瞬間だった。

「──お。いたいた、シノハラ」

（へ……？　って、ば、バンギャル先輩!?）

　後ろから俺を追い抜き、斜め前方で止まった黒の大型バイクモンスターマシン。その上でヘルメットを脱いでみせたのは……他でもない、一昨日おとといの《決闘ゲーム》相手であるバンギャル先輩だ。

「ど、どうしてここにバン……じゃない、バイクの先輩が？」

「や、バイクの先輩って……まあいいけど。あーしがここに来たのはさ、頼まれたからだよ。もし出掛けるならついでにアンタ篠しの原はらを運んでやってくれないかって」

「頼まれた……？　誰に？」

「さぁ？　ＳＴＯＣストツクで送信者不明の超不審なＤＭが送られてきただけだから」

「えっ……いや、それでここまで来ないだろ、普通。……っていうか、どっちにしてもダメだ。ここで乗ったら違反になる」

「あーしが第三者だから？　それが、別に問題ないんだよ──ほれ、業務許可証。

　実はあーし、今日から相棒こいつと一緒に人を運ぶ仕事をすることになったんだ。名前はまだ決まってないけど、まあイメージ的にはタクシーみたいなもん。で、重要なのはここからなんだけど……タクシーってのはあくまでも公共の交通機関だ。だから当然、《決闘》中にタクシーを使ったことで違反を食らった例は一度もない。……って、ついさっきあーしに業務許可をくれた一いちノの瀬せなんとかって理事さんがそんなことを言ってたよ」

「!?」

（が、学長が!?　偶然……なわけないよな。じゃあ、まさかここまで見通して……？）

「──ってか、のんびり喋しやべってる暇とかないっしょ？　迷ってないで乗った乗った」

　俺の思考を遮るように、バイクに跨またがったままくいくいと後ろを指差す先輩。それを受けた俺は、しばらく逡しゆん巡じゆんしていたものの、結局言われるがままに漆黒の車体へとよじ登ることにした。そうして手渡されたヘルメットを頭から被かぶる……と、間髪容いれず。

「乗ったね？　オーケー。それじゃ、あーしが女だからって遠慮してないでしっかり腰に掴つかまってなよ。目的地までノンストップでかっ飛ばすぜ──ッ！」

（お、お、おぉおおおおおおおおおおおおおおおお!?）

　威勢の良すぎる宣言と共に一瞬で風と同化するモンスターバイク。

　これなら万が一狙いが被ったとしても久く我が崎さきに追い付かれることはない──そんな確信を抱くと共に、俺はしばらく絶叫マシンの類たぐいには近付くまいと心に決めた。




「──じゃ、あーしは行くから。《決闘ゲーム》頑張んなよシノハラ」

「あ、ありがとう……ござい、ました」

　本当に、物もの凄すさまじい速度で目的地まで辿たどり着いた。

　今俺がいるのは四番区の端も端、ちょうど彩さい園おん寺じに呼び出された喫茶店なんかがある区画だ。三番区との境界にあたる辺境の地であり、そのためかどうかは知らないが中継のヘリさえ見当たらない。電車で来るとなると相当時間がかかっていたことだろう。

　確認のつもりで再度マップを開いてみれば、目指す座標には低層のビルらしきものが描かれているのが見て取れた。カードがあるのはその三階か四階辺りの部分らしい。

　そんな建物を探して歩き回ること一分ほど。

「……うわ」

　姫ひめ路じ（口数はめっきり少なくなったが一応ポツポツと話してはくれる）に誘導してもらったおかげもあって、俺はさほど迷うことなくそれを見つけることが出来た。……が、しかし想像していたものとは大分違う。確かにビルではあるが、恐らく建設途中で放棄されたものなんだろう。工事現場でよく見る鉄筋の外枠だけが四階ほどの高さまで組まれており、また外壁の代わりにブルーシートが被せられているのが分かる。

　シートを潜くぐって中に入ってみると、そこにはがらんとした空洞が広がっていた。中途半端な遮光性と密閉性のために薄暗く淀よどんだ空気。上空に視線を遣やってみれば、遥はるか高い位置に屋根が──ではなく、薄汚れたブルーシートが窺うかがえる。

　つまりは地上階から一番上まで仕切りもなく吹き抜けになっているような状況だ。

　元々背の高いホール的な建物だったのか、それとも後から各階の床が出来る予定だったのかは分からない。けれど、少なくとも今はそんな状態で放置されてしまっている。他に目に付くものはと言えば、入って右手に取り付けられた仮設階段くらいのものだった。

　恐らく作業用のものだと思うが……上へ行くには、これを使うしかないのだろう。

「……よし」

　だから俺は、若干躊躇ためらいながらもその階段へ足を踏み出すことにした。カンッ、と甲高い足音が響くと同時、アルミ製の踏み板が頼りない反発を返してくる。それになるべく意識を向けないようにしながら、一段、二段とカードがある位置まで近付いていく。

『っ……久く我が崎さき様、七枚目のカードを獲得したようです』

　時折届けられる姫ひめ路じの声には既に余裕など欠片かけらも存在しない。

　徐々に高まる焦あせりを押し殺しつつ、どうにか三階部分にまで辿たどり着いた──の、だが。

「お、おい……嘘うそだろ」

　途端に絶句する俺。下からはよく見えなかったが……この階段、三階から四階へと向かう途中で派手にぶっ壊れているんだ。一応手擦り部分だけは崩落を免れているが、踏み板はほとんど残っていない。長い間雨風に晒さらされたことで腐食してしまったんだろう。

　──ただ、よく見ればカードの立体画像ホログラム自体はそう遠くにあるわけじゃない。

　そんなわけで、俺は左手で手擦りを掴つかむと、端末を持った右手をぐっと前に突き出していくことにした。言ってしまえば左側の手擦りに全体重を預けるような体勢だ。踏み板がいつ抜けるか分からないため、軸足は踊り場に残したまま上体だけをゆっくり倒す。

（ふう……落ち着け、落ち着け俺。ここは三階。もし落ちたら結構ヤバいけど、ここまで気を付けてるんだから実際落ちるわけがない。だからそう、落ち着いて、落ち──）

　けれど──あるいは、それが死亡フラグというやつだったのかもしれない。

「────へ？」

　立体投影されたカードに端末が重なった瞬間、ガシャンッと絶望的な音がして。

　それが手擦りの壊れる音だと思い当たるより早く、俺は虚空へと投げ出されていた。





　　　　♯



　……意識が朦もう朧ろうとしていた。

　咄とつ嗟さに庇かばったから頭は打っていないと思うのだが、代わりに身体からだのあちこちがズキズキと痛んでいる。足や腕からは多少なりとも流血しており、そこら中に散乱している仮設階段（の成れの果て）も相まってまるで凄惨な事件現場のような有り様だ。

　落下の際に端末を手放してしまったため、あれからどれくらい経たっているのかはよく分からない。姫路と連絡を取れれば一番良いのだが、あいにくイヤホンも消えていた。

「……っつぅ……」

　まだ頭は少しぼうっとしているものの、とりあえず動かせる範囲で身体の調子を確かめてみることにする。……幸い、どこかが折れているというわけではなさそうだ。軽い捻挫くらいはしているかもしれないが、少なくとも全く動けないということはないはず。

「だからそれはいい、けど」

　問題なのは俺の体調なんかじゃない。

《決闘ゲーム》だ──久く我が崎さきとの《決闘ゲーム》は今どうなってる？　先ほどの17は問題なく獲得できているはずだが、それでも俺の手札は現状で二枚。……二枚、なんだ。久我崎が他の十八枚を既に集め切っていたとしたら、俺の勝利はその時点で消滅する。

「だけど……諦めるにはまだ早い。《数値管理》は俺の方しか採用してないんだし、今の手札は14と17。これなら、三枚目が取れさえすれば若干有利って言っても──」

「──いいわけないでしょ、バカ」

「……え？」

　思考を整理するための独り言に割り込んできた、つっけんどんな否定の台詞せりふ。

　聞き覚えのあり過ぎるその声にそろそろと視線を上げてみれば──そこには、いかにも不満げな顔で腕を組んだ彩さい園おん寺じ更さら紗さが立っていた。

「…………」

　彼女は、そのまましばらく俺を睨にらみ付けてから、やがて腕組みを解いてツカツカとこちらへ歩み寄ってきた。そうして俺の目の前に立つや右手をそっと腰へ遣やり、小さく目を逸そらしながら言い訳するような口調で告げる。

「……えっと、その…………違うわ」

「？　……違うって、何が？」

「あたしがここにいることが、よ。……あんた、何か勘違いしてるでしょう？　あたしは別にあんたが心配でここまで来たわけじゃないわ。あんたのために浦うら坂さか先輩を呼んだわけでもないし、その先輩に『何か危なそうな場所だったから不審者さんも後で行ってあげたら？』なんて返信を貰もらって不安になったわけでもない。……あと不審者でもない。

だから──そう、偶然よ。暇潰しに散歩をしていたら、たまたまあんたを見かけたの」

「……へえ。それは、確かにとんでもない偶然だな」

　思わず苦笑が零こぼれる。何と言うか、相変わらず〝らしい〟物言いだ。

　本来なら《決闘ゲーム》中に彼女と接触するのは少し危険な行為なのだが、先ほども確認した通りこの近辺には撮影用のヘリが一切飛んでいない。彩園寺も平気な顔で近付いてきていることだし、人払いの類たぐいは完璧に済んでいると思っていいのだろう。

と、いうわけで。

「なあ彩園寺、今の時間って分かるか？　俺はどれくらい気を失ってた？」

「あんたがいつ気絶したかなんて知らないけど……とりあえず、《決闘ゲーム》が始まってからなら三十分ちょっと、ってところよ。時間だけで言えば収集フェイズはまだ一時間以上残ってるけど、カードはほとんど取られてるわね」

「そうか……良かった、まだ終わったわけじゃないんだな。なら頼む、彩園寺。バンギャル先輩に連絡してもう一回バイクを寄よ越こしてもらえないか？」

「…………それは、どうして？」

「決まってるだろ？　こんな状態じゃ歩くのはともかく走るのは相当難しい。ダラダラやってたら久く我が崎さきにカードを独占されちまうんだから、少しでも早く復帰しないと──」

「……バカっ！」

　瞬間──俺の言葉を遮るようにそう言い放った彩さい園おん寺じは、未いまだ立ち上がれずにいる俺と視線を合わせるようにそっとしゃがみ込んできた。うっすらと濡ぬれたルビーの瞳。確固たる意志を宿したその目が、真まっ直すぐに俺を睨にらみ付ける。

「さっきも言ってあげたのにまだ足りないの？　なら何度でも言ってあげる──バカ、ばかばかばかっ！　あんたが行かなきゃいけないのは次のカードがある場所なんかじゃないわ、病院の緊急外来よ！　あたしは立場上付き合ってあげられないけど、救急車を呼ぶくらいのことはしてあげる。だから、あんたは一秒でも早く診てもらいなさい！」

「…………」

　冗談や煽あおりの色など全く感じられない真剣な声音に、俺は思わず息を呑のんだ。彩園寺は本気で俺の容態を案じてくれているようで、だからこそ、逆説的に俺の現状は相当マズいのだろうなと頭の中では理解できる。……しかし、それでも。

「ダメだ。お前の方こそ何言ってるんだよ、彩園寺。俺は絶対に負けられないんだ。病院なんか行ってる場合じゃない」

「行ってる場合よ！　……ああもう、あんたがここまでバカだとは思わなかったわ。仕方ないから、分かりやすいようにもっとはっきり言ってあげる──今すぐ、この場で降参しなさい篠しの原はら。この局面からあんたが勝つのはどっちにしても不可能よ」

「っ…………何で、そんなこと」

「あら、怒ったの？　でも事実を言ってるだけだわ」

「そうじゃなくて。……俺が負けたらお前も詰むんだぞ？　だったらここは、たとえ俺が嫌がってても無理やり立ち上がらせるシーンじゃないのかよ」

　反感というよりはほとんど純粋な驚きから、俺は彩園寺にそんな疑問をぶつける。

「〝彩園寺更さら紗さ〟──本物のお嬢様が誘拐されてるんだろ？　お前は、そいつを取り戻すために替え玉なんてやってるんだろ？　一年間も戦い続けてきたんだろ？　それなら、俺が怪け我がしたくらいのことで簡単に諦めてるんじゃねえよ。お前の嘘うそはもうお前だけの嘘じゃない。俺とお前は共犯者なんだ、勝手に降りられたらこっちが困る」

「っ……」

「……俺はさ、自分の目的のためにも、見ず知らずのお嬢様のためにも、あとほんのちょっとくらいはお前のためにも──負けたくないんだよ。こんなところじゃ終われない。だから、そんな中途半端な覚悟で邪魔すんな」

「……中途半端、なんかじゃ……ッ!!」

　彩さい園おん寺じは震える声でそれだけ言うと、しばらく涙の滲にじむ瞳でぎゅうっと俺を睨にらみ付けてきた。本当は何か言いたいことがあるはずなのに、必死の理性でそれを押し殺しているような声音と表情。……そのか弱い姿に、ふと姫ひめ路じの言葉が重なった気がした。彩園寺家にすら何かを隠し、たった一人で戦ってきた孤独な少女。彼女が抱える大切なモノ。

　そして────どれだけの時間が経たっただろうか。

　それまでずっと躊躇ためらっていた彩園寺が、ようやく覚悟を決めたように一つ頷うなずいて……そっと消え入りそうな声音で呟つぶやく。

「…………嘘うそ、だから」

「え？　……えっと、何が？」

「っ……何で訊きき返すのよ篠しの原はら!?　せっかく、あたしが頑張って勇気出したのに！」

「いや俺が悪いのかそれ!?　じゃあごめん！　でも全く分かんないからもう一回頼む！」

「だ、だからっ──！」

　俺の追及に対し、観念したように両目を瞑つぶってみせる彩園寺。そして彼女は、今度こそ開き直ったような大声で──叫んだ。




「更さら紗さが誘拐されてるって話！　あれ、全部あたしの〝嘘〟なのっ!!」




「────は？」

　一瞬、いやしばらくの間、何を言われたのか全く理解できなかった。

「ま……待てよ彩園寺。それって、一体どういう──」

「どうもこうもないわ。更紗は、本物の彩園寺更紗は誘拐なんてされてない。本土の高校に今も元気に通ってるわ。まあ、さすがに彩園寺姓のままってわけにはいかなかったから、戸籍はあたしのを微妙に弄いじって貸してるんだけど。……でも、簡単に言えばそれだけ」

「いや、それだけって……」

　混乱する脳を必死にフル回転させて、どうにか問いを絞り出す俺。

「……どうして？　何で、わざわざそんなことを？」

「それが更紗の望みだったから。……前に少し話したでしょ？　更紗は中学を卒業するまでずっと家に軟禁されてて、高校では〝彩園寺家の跡継ぎ〟として星獲とりに参加させられる予定だった。……でもあたし、一回だけ聞いちゃったのよ。寝ね惚ぼけてる時の更紗が『わたしも普通の学校に通ってみたかったなぁ』って言ってるの」

「…………」

「もちろん更紗は良い子だから、普段ならそんなこと言わないわ。家の方針はちゃんと受け入れてるし、従ってる……でも本音はそっちだったのよ。ねえ、分かるでしょ？　そんなこと知っちゃったら何とかしてあげたくなるじゃない。別に頼まれたわけじゃないけど、サプライズで喜ばせてあげたくなるじゃない。……だからあたしは、更さら紗さを〝誘拐〟することにしたの。正確には、誘拐されたように見せかけて、こっそり本土へ連れ出した」

「……彩さい園おん寺じ家相手に、お前一人でか？」

「ええそうよ。だってあたし、天才だもの。それに、彩園寺の人間は基本的にみんな彩園寺政まさ宗むねの言いなりだからね。更紗を逃がすなんて計画、誰も協力してくれないわ」

「それにしたって……ほら、例えば姫ひめ路じは？　あいつも彩園寺家に仕えてたんだよな。仲良かったって言ってたし、せめてそこくらいは手を結んでも良かったんじゃ──」

「そんなわけないじゃない、バカ」

　今日だけで何度目になるか分からない〝馬鹿〟だった。最初はムカついていたような気もするが、特殊な語尾だと思えば割と可愛かわいく思えてくる。……いや、ないか？

　彩園寺はしゃがみ込んだままそっと嘆息して言葉を継ぐ。

「あんたも知ってるでしょ？　学園島アカデミーのトップ・彩園寺政宗は厳格なの。彩園寺家の方針に背くような計画がもし発覚したら、それに関わっていた人間全員が処罰されるわ」

「あ……そうか」

「そうなの。しかも、この嘘うそは更紗が卒業する二年後には自動的にバレるっていう時間制限付きの嘘──そんなものに、どうしてユキを巻き込めるっていうの？　あのね、あんたは知らないと思うけど、あたしはユキのことが大好きなの。更紗と同じくらい大切な親友なの。……だから、言えないわ。この嘘にユキは巻き込めない。っていうか、あたし更紗本人すら騙だましてるのよ？　『この転校は彩園寺家が決定したことだから』って」

　少し自嘲気味な口振りで自身の〝嘘〟を告白する彩園寺。……お嬢様との替え玉、という大きな嘘の裏に仕込まれたもう一つの嘘。それは彼女にとってより核心的で、本来なら絶対に誰にも明かしてはいけなかったはずのモノだ。

それなのに──彩園寺は、じっと黙り込む俺に対して涙声ながらきっぱりと告げる。

「だから、いいの。あんたはもう降参して。確かにあたしの嘘がバレたら更紗の願いは叶かなえられなくなっちゃうけど……今言った通り、悪いのはあたしだけってことで収められるから。ユキは誘拐に関かかわってないし、更紗も本当のことを知らなかった。それに、あんたもきっと悪いようにはならないわ。だって去年一年間、あろうことか〝彩園寺更紗〟の名を騙かたって７ツ星に居座ってきたのがこのあたしなんだもの。嘘つきなあたしに騙されただけ、ってことにしておけばあんたもただの被害者よ。……ねえ、だから意地張ってないで降参してよ篠しの原はら。こんなこと続けてたら、あんた本当にいつか死んじゃうってば!!」

　繰り返し紡がれる悲鳴のような言葉。

　きっと──きっと一年前に嘘をつき始めたその時から、彼女はここまで想定していたんだろう。仮に何かのきっかけで嘘がバレた際、全ての責任を自分一人で抱え込めるよう準備していた。だから姫ひめ路じすら遠ざけ、たった一人で〝第二の嘘うそ〟を守り抜いてきたんだ。

　そして彼女は、あろうことか俺のことさえ守ろうとしているらしい。

　今まで明かせなかった嘘をこのタイミングで暴露する、というのはそういうことだ。このまま《決闘ゲーム》が終われば俺と彩さい園おん寺じは共倒れになる。そうなるくらいならいっそ自分だけに全て押し付けろ──と、彼女は今にも泣きそうな顔でそんな強がりを言っている。

「…………」

　彩園寺の話を最後まで受け止めてから、俺はほんの少しだけ視線を下げた。そうして静かに思考を回し始める。彩園寺の本音。俺が巻き込まれている複雑な状況。ついでに姫路が零したちっぽけな我儘。……それら全てを踏まえた上で。

「ああ──それなら、納得だ」

　俺の口から漏れたのは、そんな単純な言葉だった。

「…………え？」

　予想していた答えのどれとも違っていたのか、目の前の彩園寺がポカンと口を開けているのが分かる。けれど、俺はそれに構わず続ける。

「前にお前の〝嘘〟について聞いた時、俺、お前に『似合わない』って言っただろ？　あれは別に茶ちや化かすつもりで言ったんじゃない。本気でそう思ったんだよ」

「え……ま、待って。それじゃ、あれが嘘だって最初から分かってたの？」

「いや、別にそこまで確信してたわけじゃないけどさ。でも……親友が誘拐されたからって替え玉になって犯人が釣れるまで待つ？　馬鹿言え、お前がそんなタマかよ。こちとら事故だってのに初対面でいきなり《決闘ゲーム》吹っかけられてるんだぞ？　もし本当に誘拐なんか起こってるなら、お前は全精力を費やしてでも自力で犯人を捕まえてるよ」

「ぁ…………う、うん。それは、確かにそうかも」

　俺の瞳をじっと見つめながら、やけに素直に頷うなずく彩園寺。……今の話にノータイムで同意できるのもなかなか凄すごい気がするが、そこは、あの彩園寺家を一年間も騙だまし続けてきた少女だ。彼女がやれるというなら、それはきっと不可能なことではないんだろう。

　その返答が妙に嬉うれしくて、俺は口端に笑みを浮かべながら言葉を継ぐ。

「だろ？　だから〝誘拐事件〟についてはちっとも信じられなかった。……けど、そっちの理由なら納得だ。親友の願いを叶かなえるために学園島アカデミーも彩園寺家もまとめて騙す──ったく、本当にとんでもない計画だよな。お前、もう俺のことバカとか言えないと思うぞ？」

「な……何よ、そんな言い方しなくてもいいじゃない。そりゃあんたには馬鹿らしく思えるかもしれないけど、あたしにとっては大事な──」

「知ってるって。……あのな彩園寺、俺にとって〝とんでもない〟っていうのは否定の言葉じゃない。むしろ最上級の誉め言葉なんだよ。確かに馬鹿げた話だとは思うけど、それでもちゃんと納得できるし共感できるしスゲーって思うし何より好みだ。だから──だからさ、お前の嘘に俺も一枚噛ませてくれ」

「え……え？　どういう……こと？」

「この〝茶番〟をもう少し続けてやろうぜ、って言ってるんだよ」

　意味が分からない、とでも言うように──あるいは〝意味は分かるが信じられない〟とでも言うように問い返してくる彩さい園おん寺じに対し、俺はニヤリと口角を上げてそんな宣言をしてみせる。……ああ、そろそろ頃合いだろう。これまでは姫ひめ路じに、そしてイカサマという簡単で確実な手段に頼りっぱなしだった。だけど、どうやらそれもここまでみたいだ。そろそろ本気を出さないと、この《決闘》には決して勝てない。

　自分の中でスイッチが切り替わるのを感じながら、俺は紅玉ルビーの瞳を見つめ返した。

「せっかくここまで続けてきたのに途中で終わるなんて興きよう醒ざめだ。俺はまだ学園島ここに来た目的を何も果たせてないし、お前だって本当は諦めたくなんかないはず。それに、そもそもお前が〝誘拐〟の嘘うそを明かせなかったのは姫路やらお嬢様やらを巻き込みたくなかったからなんだろ？　なら良いじゃねえか、俺を巻き込むくらいどうだって。俺はあいつらと違ってお前の友達じゃないし、仲間でもない……それでも、唯一の共犯者だ。どうせ同じ嘘つきなんだから、お前の嘘も背負わせろ」

「ぁ……で、でもっ！」

「でもじゃねえ。……勘違いすんなよ？　俺は別に、お前のためにこんなことを言ってるわけじゃない。この状況は──〝疑似的な７ツ星〟かつ〝学園島アカデミーの支配者である彩園寺家と裏で繋つながってる〟っていうこの状況は、俺にとって意外と都合がいいんだよ。嘘がバレた時のリスクはとんでもなく大きいけど、それでも〝その他大勢〟の学生をやってるよりはよっぽど色んな情報に触れられる。対価としては充分だ。

　だから、お前も──朱羽も、そうやって俺を〝利用〟しちまえばいいんだよ。遠慮なんかしなくていい。一人で抱えきれなくなったからって勝手に潰れてないで、半分俺に投げればいい。じゃなきゃ、何て言うか……アレだ、バランスが悪いだろ？」

「篠しの原はら……」

　こくんと小さく喉を鳴らして、ほんの少しだけ潤んだ瞳で俺を見つめてくる彩園寺。物音のない静かな廃はい墟きよの中で二人、お互いの鼓動の音しか聞こえないような時間がしばし流れる。……言葉にせずとも意図が通じ合ったような気がした。俺がゆっくりと彩園寺の肩に手を伸ばすと、彼女は一瞬だけぴくっと身体からだを跳ねさせ、それから意を決したように目を瞑つぶって恐る恐る顔を近付けてくる。

近付けて、近付けて…………ん？

「えっと……あの、彩園寺さん？」

「へ!?　な、なになに、何か変!?　分からないの、あたしこういうの初めてでっ──」

「あ、ああそう、初めてなのか。……いやでも、いくら初めてだからって目閉じたままじゃ止血なんか出来ないことくらいすぐに分かりそうなもんじゃないか？」

「…………止血？」

「え、止血……ですけど。ほら、早く《決闘ゲーム》に復帰したいし。……って、そのことじゃないなら初めてって何の──」

「っ──い、いいい今すぐ手当てしてあげるから口を閉じなさいバカ篠しの原はらっ!!」

「うおあっ!?」

　……何な故ぜか真っ赤になった彩さい園おん寺じに突き飛ばされ、危うく怪け我がを増やすところだった。




　端末の座標を辿たどって姫ひめ路じが廃ビルにやって来たのは、それから数分後のことだった。

「現在の状況ですが……まず、《決闘ゲーム》開始からの経過時間は約四十分。そしてこの間、久く我が崎さき様が獲得したカードは合計で十六枚です。そのため、フィールドに残っているカードはあと二枚だけ──それも、どちらもまだ情報が出ていないカードになります」

　沈み切った彼女の声音に釣られて、俺もしばし黙り込む。……が、実はそれほど意外というわけでもなかった。というか、この期に及んで余裕があったら逆におかしい。

「それじゃ、俺の手札は17・14の二枚でほぼ確定。久我崎の方は、まあ普通に考えれば上から五枚か。このままだと普通に俺の負けだけど……さて、ここからどうするかだ」

「そうね。この状況から残りのカードを取りに行くのはさすがに無理があるし。開示フェイズが始まるまでに何とか逆転の策を用意したいところだわ」

「……？　あ、あの、ちょっと待ってください」

　神妙な顔で腕を組む俺と彩園寺に対し、傍かたわらの姫路が少し躊躇ためらいがちな声を上げた。

「お二人とも……まさか、まだ諦めていないのですか？　《カンパニーわたしたち》の補佐イカサマは全て封じられているのに、事前に用意していた計画は何一つ上う手まく行っていないのに……この絶望的な状況から、勝てると？」

「「もちろん」」

「……ぁ……」

　同時に同じ答えを返した俺たちを見て微かすかに碧あおの瞳を大きくする姫路。

　彼女はそのまましばらく固まっていたが……やがて、心の底から嬉うれしそうにふわりとした笑みを浮かべてみせた。

「ふふ。……驚きました。とても、とても……言葉に出来ないくらい驚きました。ありがとうございます、ご主人様。わたしの我わが儘ままを聞いてくれて」

「？　何よユキ、我儘って」

「何でもありませんよリナ、忘れてください。……それでは、わたしも考えることにいたします。親友と主あるじが諦めていないのに一人だけ投げ出していたら、メイド失格ですから」

「し、親友……も、もうユキってば」

　文句のようなことを言いつつ、明らかに口元を緩ませている彩さい園おん寺じ。

　そんな二人の様子をこっそりと眺めながら、俺はもう一度端末の画面に視線を落としてみることにした。そこに映し出されているのは今回の《決闘ゲーム》に俺が持ち込んだアビリティの一覧だ。《表示バグ》《数値管理》《幸運》の三種類と、その詳細な効果文。

　実は、彩園寺の手当てを受けている間に思い付いた策が一つあるのだが──その前に。

「……あのさ彩園寺。ちょっと訊ききたいことがあるんだけど、《決闘》のルールを書き換えられるアビリティって存在するか？　あと、もしあるとしたら、それって有名か？」

「《決闘ゲーム》のルールを書き換えるアビリティ……《規約情報操作ルールブレイカー》ね。一応あるにはあるし有名だけど、多分あんたが思ってるほど万能じゃないわよ？　ほんの数文字書き換えるだけで容量オーバーしちゃうし、そもそも６ツ星以上の高ランクアビリティだもの」

「ああいや、その辺はどうでもいいんだ。重要なのは実在するってことだけだから」

「え……？」「……あ、もしかして」

　首を傾かしげる彩園寺と、やはりイカサマ適性が高いのか早くも理解の色を示す姫ひめ路じ。そんな二人に対して一つだけ頷うなずくと、俺は頭の中にある逆転の策を順に説明していく。

　恐らく、鍵になる情報は以下の三つだ──ルールを書き換えるアビリティが存在すること。防御アビリティで《表示バグ》が弾はじかれている以上、俺が採用しているアビリティの詳細は久く我が崎さきにバレていないということ。そして俺が〝偽りの７ツ星〟であること。

「ん……」

　話が進むに従って、彩園寺の表情が真剣なものへと切り替わっていくのが分かった。

「それは──うん、イチかバチかだけど、確かにやってみる価値はありそうね。……ふふっ、でもびっくりしたわ。あんた、意外ととんでもないこと考えるじゃない」

「うっ……わ、悪いかよ」

「あら、とんでもないっていうのは最上級の誉ほめ言葉だったはずだけど？」

「……いや、お前に持ち上げられるのもそれはそれで怖いんだけど……っていうか、このままじゃダメなんだ。《表示バグ》はあくまでも端末の表示を弄いじるだけのモノ。だからその効果を少しだけ拡張──もとい、アップデートしてもらわなきゃいけない。……なあ姫路、今説明した機能を追加するとしたら時間はどれくらい必要だ？　正直、これが間に合うかどうかが勝負の分かれ目なんだけど」

「……そう、ですね」

　そっと右手を口元へ遣やり、頭の中で計算を始める姫路。……本来《決闘ゲーム》中にアビリティを変更することは出来ないが、しかし中身だけが変わる〝アップデート〟に関してはその限りではない。万が一の保険として仕込んでおいた小さな小さな逆転の種だ。

　そして──数秒後、姫路は微かすかな吐息と共に言葉を継いだ。

「はい。《カンパニー》の総力を結集させれば、恐らく開示フェイズにはギリギリで間に合うと……いえ、少し言い間違えました。──何としてでも間に合わせます」

「……ああ。ありがとな」

「いえ。……それと、申し訳ありませんでした。ご主人様」

「ん？」

「わたしは──どうやら、今までご主人様の才能を見誤っていたようです」

　微笑交じりにそう言って綺き麗れいに一礼すると、姫ひめ路じはくるりと俺に背を向けた。早速《カンパニー》と連絡を取ろうとしているんだろう。その手には端末が握られている。

　そんな彼女の背を見送っていると……不意に、隣の彩さい園おん寺じがつんっと頬ほおを突つついてきた。

「えい」

「へ？　……いや、何だよ急に？」

「別に？　何か視線がやらしいなって思っただけ。……ねえ、本当に大丈夫なんでしょうね？　さっきも言ったけど、今降参しておけば全部あたしのせいに出来るのよ。意地を張れば張るほどあんたの立場が悪くなるのに」

「分かってるよ。っていうか、もうやるって決めたんだからそれ以上言うな。せっかくの覚悟が揺らいだらまた面倒なことになるだろうが」

「ん、そうだけど……」

　言って、微かすかに視線を揺らす彩園寺。……もしかしたら、具体的な作戦を練り終わったことで改めて不安を感じているのかもしれない。何せ、これ以上進んでしまえばもう後戻り出来ない。もし俺が〝意地を張った〟上で久く我が崎さきとの《決闘ゲーム》に負けてしまえば、それは彼女が一年間ついてきた嘘うそを無駄にするのと同じことだから。

「……ったく」

　だけど──いや、だからこそ、俺は。

「安心しろよ、朱羽。今の状況がどんだけ酷ひどくても、傍はたから見たら崖っぷちでも……そんなのは全部、ただの薄っぺらい事実だ。いいか？　俺たちは、これから学園島アカデミーを丸ごと騙だまそうとしてるんだぜ。そんな途方もない目的があるんだから──」

　澄んだルビーの瞳を見つめ返して、不敵な笑みと共にこんな啖たん呵かを切ることにした。

「──たかが５ツ星程度の敵一人、騙せないでどうするっていうんだよ？」





　　　　♯



「……ああ、残念だ。実に残念だよ、篠しの原はら緋ひ呂ろ斗と」

　四番区総合陸上競技場。

　実に五千人超の観客が集まる会場の真ん中で、漆黒のマントに身を包んだ久我崎は芝居がかった口調で朗々と言葉を紡いでいた。

「十中八九単なる〝事故〟だろうとは思っていたが、それでも一度はあの女神を下したほどなのだからと僕は貴様を警戒していた。そして、同時に期待もだ。女神と肩を並べる存在との《決闘ゲーム》──僕にとってこれほど胸が躍るものはそうそうない。今日という日を最も心待ちにしていたのは、他の誰よりもこの僕だろう。……それが、どうだこの様ザマは」

「…………」

　嘲るように言い放つ久く我が崎さきの対面で、ただただ黙って俯うつむく俺。

　そんな俺の格好は──控えめに言ってボロボロだった。全身に包帯を巻かれ、特例で参加が認められた姫ひめ路じに支えてもらわないと立っていることさえ難しい。加えて、ボロボロなのは何も外見だけじゃなかった。《決闘》の進捗だって、きっとその言葉が相応ふさわしい。

　投影展開された端末の画面を見つめながら、久我崎は「ククッ」と厭いやらしく笑んだ。

「見えているか、７ツ星？　現在、僕の手札は五枚。それに引き換え貴様は二枚だ。勝つために必要な〝三勝〟にはどうやっても届かない……やれやれ、確かに僕が狙った状況そのものではあるが、こうもあっさりハマられると拍子抜けな感すらあるな。僕の妨害に固執せず、素直にＬｖ７アビリティで攻勢に出ていればまだ結果は違っていたものを」

「……ああ。多分、本当ならそれが一番良かったんだろうな」

　俺は本物の７ツ星じゃないからそもそもそんな手段は取れないが──なんて、今さらそんなことを言っても仕方ないけれど。

「ククッ、結局は僕の作戦勝ちということだ。僕は、そもそも正攻法での勝利など狙っていなかった。《数値管理》のレベルで劣っている以上、順当な手を打っていたのでは到底僕に勝ち目はない。ならば逆に、この《決闘ゲーム》で格上を撃破し得る方法は？　……考えてみればすぐに分かる。相手を同じ土俵に立たせなければいい、というわけだ」

「まあ確かにな。実際、お前のゲーム運びは完璧だったよ。初見でこれに対応するのは相当難しい──いや、もしかしたら無理かもしれない」

「いいや？　それはどうだろうな。僕はこれまで十度ばかり似たような奇襲を女神に仕掛けているが、結果は貴様も知っての通りだぞ」

「……そうかよ」

　何な故ぜか誇らしげなその発言に苦い表情で相あい槌づちを打つ俺。……言われてみれば、彩さい園おん寺じは昨日の時点で《探索》の可能性にも言及していた。俺が１ツ星だから色々と妥協せざるを得なかった、というだけで、本来ならこの《決闘ゲーム》だって華麗に捌さばけていたのだろう。

「……っ……」

　当の彩園寺はと言えば、今も観客席の一番前に座ってじっとこちらを見つめている。

　そんな〝女神〟の視線を背に受けながら、久我崎はカチャリと眼鏡を押し上げた。

「まあいい。重要なことはただ一つ──僕が貴様に勝利したという事実だけだ。理解したか？　学園島アカデミー最強。……ククッ。もっとも、その称号はもうすぐ貴様の下を離れるが」

　おかしげに放たれる鋭利な言葉。……それは、その宣言は、俺にとってほとんど死刑宣告のようなものだった。７ツ星から転落する、というだけでは断じてない。彩さい園おん寺じ政まさ宗むねの采配次第ではあるが、最悪何もかもを失う可能性だってある。

　俺が何も言わずに俯うつむいていると、久く我が崎さきはやがてつまらなそうに息を吐いた。

「ふん……それで、どうする篠しの原はら？　貴様には既に勝ち目がない。盛り上がりもしない開示フェイズに突入するくらいなら、潔く降伏宣言でもしてしまうことを勧めるが？」

「ッ……ああ。確かに、そうかもしれないな」

　絞り出すような声でそう答えながら、俺は観客席のスクリーンへと視線を遣やった。俺と久我崎、両者の手札を映し出している液晶画面。明らかな〝敗北〟を意味するそれを自嘲気味に見つめつつ、俺はそっと端末に指を這はわせる。

　そうして俺が選んだのは、カードの〝破棄コマンド〟というやつだった。

　俺の操作に従って、一枚目のカードが端末から消えてなくなる。続けて二枚目にも同様のコマンドを適用させ……その処理が終わるより早く、もう充分だとばかりに俺は端末の画面を落としてしまった。同時に、スクリーンの方も俺側の半分だけが暗転する。

「……これでいいだろ、久我崎？」

「ふっ……クク、クハハハッ！　ああいいとも！　これで……これで、僕の勝ちだッ!!」

　手札の全消滅ロスト──どう見ても《決闘ゲーム》の続行を放棄したとしか思えない俺の行動に、久我崎がついに感情を爆発させた。高らかな勝利宣言。歓喜に溢あふれた哄こう笑しようはダイレクトに精神を抉えぐってくるが、しかし俺にそれを咎とがめる術すべはない。……隣では、姫ひめ路じがしきりに時間を気にしているのが分かった。「早く……早く」と微かすかな囁ささやきが耳をくすぐる。

「──と、と、にゃ。で、ではでは、審判として決着の宣言コールをさせていただきますにゃ」

　久我崎の高笑いがある程度収まった辺りで、今まで大人しく待機していた風かざ見みがおずおずとそんな言葉を発した。彼女は少しの間俺を気遣うような仕草を見せていたが、やがてぶんぶんと首を振ってヘッドセットのマイクに指を添える。そして、

「み、皆様！　大変長らくのお付き合い、どうもありがとうございましたのにゃ！　何な故ぜか途中で撮影用のヘリが制御不能になったり映像が乱れまくったり篠原くんが包帯グルグルになったりで危うく放送事故ににゃるところでしたが……ともかく！　５ツ星ＶＳ７ツ星の大一番、ついについに大決着!!」

　ギャラリーの盛り上がりを取り戻すため、殊更に明るい声を張り上げる風見。彼女はしばらく軽快な口調でこれまでの《決闘ゲーム》展開を振り返り、テンションを上げ切った辺りでようやく結果発表に移行する。

「──というわけでっ！　《我流二十七式遊戯》の勝者とにゃったのは──」

「…………」

　そんな風見の声を他ひ人と事ごとのように聞き流しながら、俺は静かに俯いていた。……彼女のコールが済んでしまえば《決闘ゲーム》結果は確定する。そうなればもう取り返しは付かない。

（時間稼ぎはそろそろ限界なんだけど……）

　ちらりと端末の時間表示を見み遣やりながら内心でそんな呟つぶやきを零こぼす。早く……早く。胸に浮かぶ感情は完全に姫ひめ路じと一致リンクしている。収集フェイズが終わってこの会場に移動してから二十五分。これ以上《決闘ゲーム》を引き延ばすのは難しい。

　下唇を噛かみながら、祈るように右耳のイヤホンへと指を遣った────瞬間、だった。




『お待たせヒロきゅんっ！　……ま、間に合った!?』




「ッ……！　ちょっと待ってくれ、審判!!」

「久我さ──へにゃっ!?」

　微かすかなノイズと共に叩たたき付けられた加か賀が谷やさんの大声に、俺は思わず叫ぶようにして風かざ見みの言葉を遮っていた。それとほとんど同じタイミングで手元の端末が振動する。アップデートの完了通知──ああ、間に合った。本当の本当に、ギリギリセーフだ。

「……ふぅ……」

　風見を始めとする観客や視線の先の久く我が崎さきが揃そろって疑問の表情を浮かべる中、俺は姫路に断りを入れて一歩だけ前に進み出た。敗北感に打ちひしがれる演技はもう要らない。ニヤリと一言、笑いながら告げる。

「なあ久我崎──お前、《我流二十七式遊戯》の終了条件って知ってるか？」

「……？　貴様、僕を馬鹿にしているのか？　知らないはずがないだろう、三勝だ。より正確に言うなら、最大五戦ある開示フェイズで勝ち越すこと」

「いや、それは勝利条件だろ。俺が訊きいてるのは《決闘ゲーム》を終わらせるための条件だ」

「終わらせる……？」

　良いところで邪魔が入ったせいもあってか、少し苛いら立だたしげに眉を顰ひそめる久我崎。彼はしばらく黙っていたが、やがて、探りを入れるようにゆっくりと言葉を紡ぎ出す。

「ふむ……単純に《決闘ゲーム》の終了ということであれば、その要件は〝お互いの手札がなくなること〟になるか。何せその際の勝数で勝者が決まるのだからな。……というより、何のつもりだ７ツ星？　展望のない時間稼ぎは惨めだぞ」

「時間稼ぎ？　……ハッ、今さら見当違いなこと言ってんじゃねえよ」

そんなのは、もうとっくに終わってる──。

その辺りでようやく俺の態度が急変していることに気付いたんだろう。久我崎は何やら訝いぶかしむような表情を浮かべ、それからハッとしたように端末へと手を伸ばした。彼の操作に従って、会場内のスクリーンに《我流二十七式遊戯》のルールテキストが残らず表示されていく。その中には、当然〝終了条件〟の記載もあった。

　……ただし、それはつい先ほど久我崎が言ったものとは少しだけ違う。

　曰いわく──どちらかのプレイヤーが手札を失った時点で開示フェイズは終了となり、その時点での勝数が多かったプレイヤーを《我流二十七式遊戯》の勝者とする、と。

「っ……何だ、これは？」

　そのテキストに目を通した瞬間、久く我が崎さきはポツリとそんな言葉を発した。

「どちらかが手札を失った時点で《決闘ゲーム》終了……？　馬鹿な、そんなはずはない。それでは僕の作戦が成立しない。クッ……一体何がどうなってるんだ！　どちらも手札を失った時点で、というのが正式なルールのはずだぞ!?」

「はずって言われても、実際こうなってるんだから仕方ないだろ。お前の記憶が間違ってるか──じゃなきゃ、誰かが弄ったんじゃないか？」

「……なッ!?　で、では、まさか──貴様、《規約情報操作ルールブレイカー》を使ったのか!?」

　血の気の引いたような久我崎の叫び声と同時、会場全体が大きくざわついた。……《規約情報操作》。それは、彩さい園おん寺じに教えてもらった〝ルールを変える〟アビリティだ。そして確かに、それだけ強力なアビリティならこの状況を覆しうる──。

　ギャラリーの疑問が興奮へと変わっていくのを肌で感じながら、俺は静かに嗤わらった。

「束つかの間まの勝者気分は味わえたかよ、久我崎？　ルールがこうなってる以上、俺が手札を切らしたところで開示フェイズは終了だ。その時点での勝数を比べ合う、ってことなんだから、お前の手札にはもう何の価値もない。スコアは０対０のイーブンだ。……さあ、仕切り直して再戦と行こうぜ久我崎。やっと興が乗ってきた」

「き……さま……ぁっ!!」

　まさかこんな対処をされるとは思っていなかったんだろう、久我崎の顔が怒りに歪ゆがむ。

「ふざけるな……ふざけるな、ふざけるなッ！　《我流二十七式遊戯》の主戦場は収集フェイズ！　その認識は僕も貴様も一致していて、そして僕が収集フェイズでの読み合いに勝利した！　だというのに、どうして今さら覆くつがえされなければならない……!?」

「どうしても何も、そんなのお前が開示フェイズを過小評価し過ぎたからだろ。収集フェイズが重要なのは認めるけど、別にそれだけで勝敗が決まるってわけじゃない」

「こっ……この、すかしたクズ野郎がぁあああああああああああ!!」

　もはや感情を抑えきれず、大おお袈げ裟さにマントを払って激昂する久我崎。……けれど、そうなるのも当然の話だろう。何しろ俺の宣言は、裏を返せば〝何度やろうが引き分け以上に持ち込める〟という意味になる。いつの間にか上下関係が逆転している。

　その後もしばらく頬ほおを引き攣つらせていた久我崎だったが──ほんの一瞬、観客席にいる彩園寺の方へと視線を遣やった。彼にとって絶対の存在。《女帝》ならぬ〝女神〟。……俺に負ければ二度と彼女に挑めなくなる、という条件を再認識したのだろうか。久我崎は再びマントを翻すと、ギラリと眼鏡のフレームを輝かせながらニィッと笑って口を開く。

「……ククッ。もう忘れたのか、学園島アカデミー最強？　してやられたのは確かに業腹だが、僕には《緊急動員》がある。もし再勝負になるなら動員するメンバーを変えれば良いというだけだ──故に、何度やっても引き分けなどという事態にはなり得ない」

　自信に満ちた口調でそんなことを言い放つ久く我が崎さき。……ああ、それこそが５ツ星・久我崎晴せい嵐らんの本領発揮だ。三百の戦術を操る彼に〝死角〟なんてものは存在しない。

「ククッ……クハハッ、良いだろう！　怪け我が人をいたぶるのは趣味ではないが、ここまでされて大人しく引き下がるというのはもっと僕の主義に合わないッ！　胸を借りるぞ７ツ星!!　僕の飛躍の礎いしずえとなれ──ッ!!」

《†漆黒の翼†》で突風が吹き荒れる演出を挟みながら、久我崎は潔い手付きで全てのカードを消滅させた。俺の提案に乗るという明確な意思表示。こうして、何もかもがリセットされた状態で再勝負に移行する…………と、誰もがそう思っていたのだが。

（ああ────良かった）

　そんな光景をぼんやりと眺めながら、俺は、思いきり安あん堵どの息を吐いていた。すぐ隣で俺の身体からだを支えてくれている姫ひめ路じも無表情ながら小さく息を呑のんでおり、視界の端の彩さい園おん寺じなんか、まるで信じられないものを見るかのように呆ぼう然ぜんと口を開けている。

「……何だ？　一体どうしたというんだ、篠しの原はら緋ひ呂ろ斗と」

　突如黙り込んだ俺に怪け訝げんな視線を向けてくる久我崎。それに対し、俺は喉奥から零こぼれそうになる笑みを抑えながら、真まっ直すぐにスクリーンを指差すことにした。

「どうしたもこうしたもねえよ。……これで、俺の勝ちだ」

「……何？」

「対戦相手の行動くらいちゃんと観察しておけよ、久我崎。実はさ、ついさっき俺が捨てたカードは一枚だけなんだ──躊躇ためらいなく五枚とも捨てちまったお前と違ってな」

　瞬間、これまで暗転していたスクリーンがパッと点灯し、数分ぶりに俺の手札を映し出した。そこには、確かに一枚のカードが残っている。……そう、そうだ。俺が捨てたカードは最初から一枚だけ。二枚目の破棄コマンドを承認する直前で端末を落とし、あたかも手札を全て失くしたように見せかけていた。

「ば、馬鹿な──ッ!?」

　異様な光景に瞠どう目もくする久我崎。彼はしばし硬直していたが、やがて我に返ったように勢いよく右手で空を掻かく。

「だ、だが……《規約情報操作ルールブレイカー》でルールを書き換えているのだろう!?　僕の手札は既に０枚だ、いくら貴様がカードを残していようとスコアには一切影響しないッ！　そんなことも分からないのか低能が!!」

「ルールを変えた、ね。……いや、残念ながら俺はそれに同意した覚えなんか欠片かけらもないぜ。そいつはお前の〝思い込み〟だ──いいか？　俺がやったのはルールの変更なんかじゃない。ただ、そう見えるように画面の表示を弄っただけだ」

「────ぁッ!?」

　断末魔のような悲鳴を上げて、久く我が崎さきはついに言葉を失う。

　そう──だって、そもそもの話、ルールへの干渉なんて１ツ星である俺に出来るはずがないんだ。俺が使ったのはあくまでも〝スクリーン表示にも介入できるよう〟アップデートを受けた《表示バグ》であり、実際にやったことはと言えば、ルールテキストとして表示されていた文章をたったの二文字書き換えただけ。それも見た目を弄いじったというだけで、本当にルールが変わったわけじゃない。

　だけど、俺が──少なくともシステム上は──７ツ星であるという事実が、そのままミスリードとして機能したんだ。なるほど、確かに《規約情報操作》なら７ツ星の切り札として相応ふさわしい。仮にも〝最強〟ならそれくらいの隠し玉は用意していて当然だ、と。

　……だから、久我崎は勘違いした。

　本当はルールなんか変わっていないのに──二人とも手札を切らすまで《決闘》は終わったりしないのに、俺の挑発に乗せられてカードを捨ててしまったんだ。

「っ……では……最初から、全て演技だったというのか？　僕に優勢だと錯覚させて、勝負を放棄したように見せかけて、その上逆転のアビリティさえはったりだった……？　作戦の質やアビリティ構成の段階では確かに僕の方が勝っていたはずだ。それを、貴様は演技だけで引っ繰り返してみせたというのか？」
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「んだよ、聞こえが悪いな。機転を利かせて凌しのぎ切ったって言ってくれ。……いいか、久く我が崎さき。お前の敗因は俺を侮ったことだ。収集フェイズで圧倒できてたせいか、お前は俺を下に見た。だから、俺がまだ勝つ気でいることを信じられなかったんだろ」

「……そう、か……油断、したのか。この僕が……」

「ああ、そうだよ。悔しかったら後で死ぬほど反省しとけ。──それじゃあ改めて。《我流二十七式遊戯》開示フェイズ、俺が切るカードは17だ。《数値管理》の類たぐいは必要ないから使わない。……で？　お前は、一枚も持ってないんだったか？」

　力なく項垂うなだれたままの久我崎。無言は、この場では〝肯定〟と同じ意味で。

「だから、さっきも言った通り、俺の勝ちってことだよ──ま、こんなの勝って当たり前の《決闘ゲーム》なんだけどな」

　俺がそう言って口角を持ち上げた瞬間、競技場内の空気が一瞬シンと静まり返った。それから間もなく、ぽつりぽつりと囁ささやき声が零こぼれ始める。また、声こそさすがに聞こえないものの、観客席にいる彩さい園おん寺じもほとんど泣きそうな顔で桜色の唇を震わせている。

　そして、直後。堰せきを切ったような大歓声があっという間に場内を埋め尽くし──

　やけに感情の籠もった姫ひめ路じの掠れ声が優しく鼓膜を撫なでると同時、張り詰めていた緊張が途切れた俺はふらりと意識を失った。

「お疲れ様でした、ご主人様。……かっこよかった、ですよ」
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　　　　♯



　久く我が崎さきとの《決闘ゲーム》から一夜明けた月曜の午後。

　学校を欠席した俺は、島内の病院──ではなく、自室のベッドに寝かされていた。

　風かざ見みの宣言通り昨日の《決闘ゲーム》終了後に病院へ連れて行かれはしたのだが、診断結果はあくまでも軽傷。裂傷が多いために見た目は割と痛々しいが、特に骨折も打撲もしていないとのことだった。

　よって入院するような羽目にはならなかったものの、さすがに数日は安静にしている必要がある。そんなこんなで、今日は朝からずっとこうしているわけだ。

「──ご主人様、紅茶が入りました」

　その時、静かに扉をノックして姫ひめ路じが部屋に入ってきた。

　いつも通りメイド服姿の彼女はゆっくりとこちらに近付いてくると、ベッドの隣に備え付けられたサイドテーブルにティーカップを置き、それからトレイを胸元に抱えたままさらりと銀糸を揺らして訊きいてくる。

「熱いですし、ふーふーして差し上げましょうか？」

「へ!?　い、いや大丈夫だって。それくらい自分で出来るから」

「ですが、お医者様はなるべく安静にしているようにと」

「呼吸も出来ないほどの重態だったらそりゃ頼むかもしれないけどさ」

　言いながら軽く上体を起こして、姫路が持ってきてくれたカップを受け取る俺。……ちなみに、彼女は昨日からずっとこんな感じだ。最初こそ『あまり心配を掛けないでもらいたいものです』などと半眼を向けてきていたものの、その後はほとんど付きっ切り。風呂にまで付いてきそうになったので慌てて加か賀が谷やさんにヘルプを出した。

　まあ、完全に俺が悪いから何とも言えないのだが……。

「……うま」

　仄ほのかに甘みを感じるストレートティーに口を付けながらそんな感想を零こぼす。それを聞いてほんの少し口元を緩ませていた姫路だったが、ふと「そういえば」と話を変えた。

「先ほど、久我崎様からお見舞いの品が届いていましたよ。ジョークグッズの類たぐいかとも思いましたが、普通に果物の詰め合わせだそうです。後で剥むきますね」

「久我崎が？　へえ。あいつ、意外とまともなところもあるんだな」

「まとも、ですか。……ええと、ではご主人様。お見舞いに同封されていた手紙の方もご覧になりますか？　実に便箋百五十枚オーバーの超大作になっていますが」

「……あ、あー、えっと、その」

「ちなみに、わたしの主観で要点のみをまとめた簡易版がこちらになります。三行です」

「大好きだ姫ひめ路じ」

　ラノベ新人賞に送れそうなほどの文章を一晩で書ける集中力と根性は凄すさまじいが、かと言ってそんなものを読まされたら精神がおかしくなる。優秀過ぎるメイドに心からの賞賛を送りつつ、俺は久く我が崎さきからの手紙（ショート版）に目を通してみることにした。

《──今回の結果を鑑かんがみるに、貴様が７ツ星に足る人物だということはどうやら認めざるを得ないようだ。しかし、かの女神とどちらが上かと問われれば論じるまでもない。女神こそ頂点にして至高。唯一にして絶対。故に……貴様はアレだ、せいぜい僕の好敵手だ》

「…………」

「……あの、物もの凄すごく上から目線な文章に見えるかもしれませんが、恐らく久我崎様のこれは誉ほめ言葉ですよ。リナと同じで、あの方も唯我独尊タイプなので」

「あー……いや、それは良いんだけど。……これからも付き纏まとわれそうだなって」

　次に《決闘ゲーム》の申請を受けたら今度こそ上う手まく躱かわさないとな、と内心で呟つぶやく俺。そう簡単に負けてやるつもりはないけれど、どちらにしても面倒なことには変わりない。《カンパニー》の負担を減らすためにも出来れば再戦は遠慮したいところだった。

　そんなことを考えながらゆるゆると首を振った──ちょうどその時。

「……ん？」

　不意に、枕元に置いていた端末が小さく振動した。釣られて画面の方へと視線を遣やってみれば、メッセージアプリの通知が一件入っているのが窺うかがえる。

「えっと……って、あれ？」

　さっそく内容を確認しようと端末に手を伸ばしたところ、変に指が触れてしまったのか画面が切り替わってしまった。俺こと篠しの原はら緋ひ呂ろ斗とのプロフィールを示すページ。まあそれは別に良いのだが、一つ妙な点がある──以前見た時は彩さい園おん寺じから奪った〝赤〟の星だけが表示されていたその場所に、もう一つ別の星が増えているんだ。

　しかも色合いからして、それは間違いなく久我崎が持っていたはずの〝藍〟の星。

　システムを騙だまして７ツ星になっている以上、俺は誰に勝っても星が増えるようなことはないと聞いていたのだが……何な故ぜか、その情報に反する現象が起こっている。

「…………」

　小さく目を眇すがめる俺。……けれど、まあいいか。どうせ学長あたりが何か知っているだろうし、適当なタイミングで訊きいてみればいいだけだ。

　気を取り直してメッセージを確認してみると、そこにはこんなことが書かれていた。

『篠原、あんた今家にいる？　たまたま通りかかったんだけど、良かったら少し寄らせてもらえないかしら。……別にお見舞いってわけじゃないんだけど！』




「一日ぶりね篠原。具合はどう？」

　──数分後、部屋に入ってきた彩さい園おん寺じは一昨日おとといと同じ変装用のパーカー姿だった。

　別にそのままの格好でも良かったのだが、一応この家には俺と姫ひめ路じしかいないことを伝えておく。それを聞いた彼女はすぐにフードを取って流麗な赤髪を露出させ、少し迷った末にパーカーそのものも脱いでしまった。

　下に着ていたのは見慣れた桜おう花か学園の制服だったが、そんな彼女が自分の部屋にいるというのが新鮮で、俺は何となく目を逸そらしながら答えを返す。

「どうって……メッセージでも言っただろ？　別に大したことなかったって」

「そうね、聞いたわ。でもあんたのことだから本当のこと言ってるかどうかなんて分からないでしょ？　だから自分の目で確認しに来たの。……ま、元気そうで良かったわ」

　言いながらベッドの左側、寝ている俺のすぐ脇に腰掛ける彩園寺。それを見て、姫路が思い出したように「リナにも紅茶を用意しますね」と言い残して部屋を去る。

　と……その直後、ベッドの上で身動みじろぎした彩園寺が不意に顔を近付けてきた。

「そういえば──ねえ篠しの原はら。あたし、あんたに言いたいことがあったのよ」

「言いたいこと？　何だよ」

「一つはあんたの才能のこと。……あんた、実力を隠してたのね。昨日の《決闘ゲーム》、少なくとも最後の逆転劇に関してはイカサマなんて一つも使ってない。他の人には伝わらないでしょうけど、あれは１ツ星によるジャイアントキリングよ。……もう」

「もう、って何だよもうって。褒めてんのか拗すねてんのか分かんねえぞ」

「複雑なのよ。もしあたしが篠原と同じ立場だったらあの《決闘ゲーム》に勝てていたとは思えない。だからあんたのことは素直に凄すごいって思うんだけど……でも、あんまり持ち上げると調子に乗りそうなんだもの」

「……全然素直じゃねえじゃねえか」

　思わず苦笑する俺。む、と彩園寺は唇を尖とがらせるが、怒っているわけではなさそうだ。

「それで？　一つは、ってことは、他にも何かあるんじゃないのか？」

「え？　ああ、もう一つはほら、昨日の話。あんた、あたしの話聞いてからいきなり乗り気になったでしょ？」

「？　まあ、確かにそうだけど」

　質問の意図がいまいち読めず、とりあえず素直に頷うなずいてみる。

　すると彩園寺は、ちょっと悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべながらニマニマと追撃してきた。

「ね、あれって結局どういうことなの？　好みだ、とか言ってたでしょ。やっぱり親友のために頑張るあたしにきゅんと来ちゃった？　ときめいちゃった？　ねえねえねえねえどうなのよ篠原っ」

「っ……う、うっぜぇ……！」

　やけに浮かれたテンションで問い詰めてくる彩園寺に対し、俺は思わずストレートな感想を叩たたき返してしまった。……細部はともかく、大枠では彼女の言う通りであるが故に余計ムカつく。こいつ、やっぱり煽あおりのプロだ。──それと、

（無駄に鋭いんだよなあ……ったく）

　何な故ぜわざわざその話題を掘り返そうと思ったのか。十中八九俺をからかいたかっただけなんだろうとは思うが、もし狙っているのだとしたら大したものだ。

　そう──実を言えば、俺が彩さい園おん寺じの〝嘘うそ〟に共鳴を受けた理由というのは確かに存在していた。単純に好ましく思ったというのもあるにはあるが、それだけじゃない。あの時に彼女が使っていた誘拐という単語……それが、少しだけ重なったんだ。俺がこの島に来た理由、探している一人の少女との取るに足らない〝思い出〟とでも言うべきものに。

　それで気持ちが昂たかぶってしまった、というのが正直なところなのだが。

（でも……まあ、全く関係ないこいつにそこまで話す必要もないよな）

　彩園寺に、というより、そんなの誰にも話したくはない。初恋相手の幼おさな馴な染じみを追い掛けて学園島アカデミーまで来ちゃいました、なんて一体どんな顔をして言えばいいんだ。

「……逆に、お前はどうなんだよ？」

「どうって何が？」

「いや。いくら友達の願いを叶かなえるためって言ったって、それで〝誘拐〟なんて発想には普通ならないだろうが。あれか？　また天才だから、とか言うつもりか？」

「あ、うーん……ふふっ、それは秘密ね。だって、あたしの初恋絡みの話だもの！」

「…………へぇ…………あ、ちょっと机の上の消しゴム取ってくれないか？」

「？　ええ、どうぞ──って！　興味ゼロか！　ちょ、ちょっと、どうして何も訊きき返してくれないのよ！　ナチュラルすぎて思わず普通に消しゴム渡しちゃったじゃない！」

「いや、だってお前の初恋がどうとか……いる？　その話いる？　消しゴムの角触ってる方が有益じゃない？」

「そんなわけないでしょ!?　いるわよ！　未知数ｘくらい必要だってのよ！　あんたより数億倍格好良いあたしの初恋相手の話っ！」

「どんだけ話したいんだよお前……っていうか、仮に五千兆倍格好良かったとしても知らないやつに興味なんか持てないって」

「あ、あら篠しの原はら、もしかして嫉妬してるの？　ふふん、あたしが他の男の人のこと話すのが気に食わないんでしょ！」

「いやどっから来んのその自信……？　んなこと言ったらアレだよ。俺の初恋相手──幼馴染みなんだけど、そいつ、お前の数億倍可愛かわいかったからな。調子に乗んなっての」

「な──っ！」

　言った瞬間、彩園寺はルビーの瞳を見開いて俺を睨にらみ付けてきた。……うん、まあ多少売り言葉に買い言葉で誇張した自覚はある。でも、物もの凄すごく可愛い女の子だったことは確かだ。容姿の印象がぼやけているからとにかく〝可愛かわいかった〟という印象しか残っていないが、だからこそ（顔だけなら）超絶美少女である彩さい園おん寺じともタメを張れるはず。

　……いや、張ったところで何だという話なのだが。

（う、うーん……俺と彩園寺こいつがついてる〝嘘うそ〟のことを考えれば今後も協力せざるを得ないんだけど、正直不安過ぎるよなあ……どう考えても相性最悪っぽいし）

　そんなことを思いながらこっそりと溜ため息いきを吐つく俺。……一応は〝共犯関係〟を結んでいるというのにこうして煽あおり合いが始まるんだから相当なものだ。久く我が崎さきとの《決闘ゲーム》で見せたあの殊勝な態度は、もしかしたら単なるボーナスイベントだったのかもしれない。

「もう……全く、篠しの原はらに馬鹿にされるとか屈辱すぎるわ」

　俺の内心を他よ所そに、彩園寺は膨れっ面で呟つぶやきながらやれやれと首を振っている。それにジト目を遣やってみると、すぐに彼女も似たような表情になり、しばらく至近距離で睨にらみ合って、それから示し合わせたようにふんっと同時に目を逸そらす。

　と──そんなタイミングで、姫ひめ路じが部屋に戻ってきた。彼女は扉を開けるなりピタリと立ち止まって、そのまま微動だにせずじっと俺たちの様子を見つめ続ける。

　そうして、何な故ぜかほんの少しだけ唇を尖とがらせてみせながら、一言。

「ええと……その、本当に仲が良いんですね。お二人とも」

「「どこが！！？」」

　そろそろ全幅の信頼を置き始めている姫路だが、こればかりは一体どこを見てそんな結論に至ったのかさっぱり理解できなかった。





　　　　♭



《──圧巻！　篠原緋ひ呂ろ斗と・怒ど涛とうの四連勝！》

《昨さく日じつ昼頃、二万人超の視聴者を釘くぎ付づけにした大注目の一戦が行われた。〝不死鳥〟久我崎晴せい嵐らんＶＳ〝新たなる最強〟篠原緋呂斗──５ツ星対７ツ星の高ランカー対決である》

《（中略）結末についてはもはや言うまでもないだろう。かの《女帝》を下した勢いのままに、篠原緋呂斗がまたもや強敵を退ける結果となった。それも《決闘ゲーム》中に起こったハプニングなどものともしない、観客全員の度肝を抜く見事なまでの逆転劇であった》

《これにより、篠原緋呂斗は入学一週間で四つもの《決闘ゲーム》に勝利したことになる。この尋常でないハイペースは二十年を超える学園島アカデミーの歴史でも類を見ない》

《その悪魔的な手腕と超然とした態度に一部熱狂的な信者を生み出し始めている篠原緋呂斗。さて、今回は彼の《決闘ゲーム》スタイルについて紙面を割いていくことにしよう──》

「……うん、なかなか賑にぎわっているみたいだね」

　私立英えい明めい学園・学長室。一般の生徒は立ち入りが禁じられているその部屋で、一いちノの瀬せ棗なつめはＬＮＮの最新記事を読みながら静かにそんな感想を零こぼした。

「…………」

　それに答えるのは……否、それを無視してそっぽを向いているのは、部屋に入ってきたばかりのメイド少女だ。普段はあまり感情の動かない彼女だが、今は少し機嫌が悪い。

　だからあえて相あい槌づちは打たず、代わりに儀礼的な挨拶だけ済ませておくことにした。

「お久しぶりです。それと、お待たせしました。女め狐ぎつね様」

「……ねえ君、とりあえず〝様〟を付ければ敬語になると思っていないかい？」

「いいえ。親友と主あるじの仲睦むつまじい姿を見てどちらにともなく嫉妬を感じていたところでしたので、そもそも貴女あなたに向ける気持ちの余裕がありません。それどころではないのです」

「なるほど、間が悪かったわけか。なら謝るよ。……まあいい、とにかく座ってくれ」

「……いいですけど」

　部屋の主に促され、メイド服の少女──姫ひめ路じ白しら雪ゆきはそっとソファに腰掛けた。学長室のソファはふかふかだが、高級過ぎて白雪にはちょっと居心地が悪いくらいだ。

「ええと──それで、今日は何ですか？　《決闘ゲーム》の事後処理なら終わったはずですが」

「そうだね、その通りだ。だからまあ、単なる情報共有だと思ってくれればいいよ」

　悠然とした口調で言いながら、どこからか持ってきたティーカップをコトンと白雪の前に置く一いちノの瀬せ。白雪は澄んだ碧あおい瞳でそれを一いち瞥べつし、一応の礼儀として一口だけ飲んでみる。……やけに美お味いしいところがまたズルい。後で淹いれ方を教えてもらおう。

　そんな白雪の内心を見透かしたようにニヤニヤと笑いながら、一ノ瀬は対面のソファに座って豪快に足を組んでみせた。そして、

「ねえ白雪、一つ問題だ。君の主──篠しの原はら緋ひ呂ろ斗とはこれまで四度の《決闘ゲーム》をこなしてきたわけだけど、果たして現在の等級はいくつだと思う？　偽りのではなく、実際のね」

「え？　それは……７ツ星を偽っている間は星が増えることはありませんし、まだ１ツ星なのではないですか？　まさか四勝したから４ツ星、という話ではないですよね」

「くくっ。ああ、どちらも違う。篠原緋呂斗の正式な等級ランクは、現在２ツ星だ」

「……なぜ、ですか？」

　思わず首を傾かしげる白雪。……そんなことがあるだろうか？　学園島アカデミーのシステムを騙だまして頂点に君臨している以上、そこからさらに星が増えるなんて起こり得ないはずだが。

「実は私も今回の件で初めて知ったんだけどね。……色付き星の仕様、というのがあるだろう？　《決闘ゲーム》の敗者が色付き星を持っていた場合、その星を必ず奪われるという」

「はい」

「それは、今回のようなケースでは矛盾を発生させる。システム的に篠原は星を増やせないけど、久く我が崎さきの持つ〝藍〟の星は篠原に奪われなければならない。

　本来なら、ここで一つの〝例外処理〟が発生するんだ──星を増やせない状態で色付き星所持者シングルカラーに勝った場合、ノーマルスターの一つが該当の色付き星に変わる。星の数は増えないけど、代わりに〝普通の星〟が〝特殊星〟にランクアップする、ということだね」

「……なるほど。いえ、ですが──」

「そう。そうなんだよ白しら雪ゆき、篠しの原はらの場合はそれすら出来ないんだ。何しろ彼はシングルカラーの１ツ星。ノーマルスターなんて持ってない。そして──この場合、あらゆる処理が適用できず純粋に星が一つ増加するようだ。……くくっ、まさしく特例中の特例というやつだよ。要するに篠原は今、２ツ星にして赤と藍のダブルカラーを有している」

「……はあ」

　ほんのりと熱を帯びた一いちノの瀬せの話を聞き、どこか気のない返事を漏らす白雪。

「くく、何だ。あまり興味は湧かないかい？　私はかなり興奮しているんだけどね」

「あいにくわたしは女子なので。……それに、ダブルカラーは確かに稀まれですが、だとしても２ツ星なら《カンパニー》の補佐が必要なことには変わりありません。なので、わざわざこんな話をされる意味が分からないというか」

「そうかい？　ならもう少し思考を進めてみるといいよ。──〝普通の星〟を持たないダブルカラーの２ツ星。そんな彼が、再び色付き星所持者との《決闘ゲーム》に勝利したら？」

「？　ええと……今の話を当てはめるなら、トリプルカラーの３ツ星になります」

「そうだ。じゃあ、それをあと四回……いいや、五回繰り返したら？」

「全て色付きオールカラーの７ツ星から、さらに一つ星が増える……？　い、いえ、ですが」

　相変わらず獰どう猛もうな笑みを浮かべる一ノ瀬が何を言いたいのかにようやく思い当たり、白雪は微かすかに動揺しながら否定の言葉を探そうとする。……けれど、いくら考えても「ですが」の続きは出て来なかった。島内で十数個しか出回っていない色付き星を集め続けるという前提は無謀すぎるが、机上の話でも良いのであれば、確かに７ツ星からでも例外的に星を増やせてしまうことになる。前代未聞の８ツ星が誕生してしまうことになる。

　そんな白雪の理解を見て取ったのか、一ノ瀬の表情が好戦的に歪ゆがんだ。

「私はね、それこそが〝条件〟だと思っているんだよ。ほら、この島に伝わっている噂うわさの一つに〝星獲とりゲーム参加者のうち特に優秀な生徒には彩さい園おん寺じ家の跡取りとしての資格が与えられ、その人物を輩出した学長が次期理事長に就任する〟というのがあるだろう？　これまでの天才７ツ星がそうなった例がないから今のところ単なる空想話に留まっているけど……もし〝特に優秀な〟というのが７つ星以上の等級を指すのだとしたら、どうかな？」

「……まさか、ご主人様がそうなると？　それは……いえ、有り得ません」

「いや、そうとも言えないさ。いくらイカサマを使っているとはいえ、彼の戦績は四戦四勝。しかもそのうち二人は《女帝》に久く我が崎さき晴せい嵐らんと来た。全く驚異的としか言いようがないよ。くくっ……ねえ白雪。君は、それが偶然だとでも思うのかい？」

　一ノ瀬の追撃に、ついには黙り込んでしまう白雪。

　そういえば……と密ひそかに思う。彼を敗北させないために《カンパニー》がイカサマを用いているのは事実だが、少なくともこれまでの《決闘ゲーム》に関しては、７ツ星アビリティの域を超えるようなことはほとんどしていない。つまり、彼が本物の７ツ星だったとしたら正当に手に入れられるはずの力しか使っていない。

　それに──《我流二十七式遊戯》の後半で彼が見せた〝才能〟は、白しら雪ゆきの想像を完全に超えていた。イカサマを手段として組み入れる柔軟な思考力、発想力。あれが彼の本来の実力なのだとすれば、先ほどの仮定はもはや仮定ではなくなる。現実になる。

「……もしかして、そこまで見えていたのですか？　ご主人様を勧誘した時から？」

「くく、どうだろうね？　とりあえず、試験の点数を改かい竄ざんしてでも英う明ちに欲しいと思ったのは事実だよ。あいつの編入試験は確かに散々な結果だったけど、そもそも私が篠しの原はらに求めているのは成績なんかじゃない。あいつの真価はもっと別のところにある」

「真価……では、あなたはご主人様を──」

「そうだよ、利用している。私の野望のためにね。……だけど、勘違いしないでくれるかい？　利用といっても悪意はないし、それに篠原だってとっくに気付いていることだ」

「……気付いている？」

「そう。つまりは相互利用、というやつだよ。彼にはこの島に来た〝目的〟があって、立場を偽ってでもここに残り続けたい。そして私は私のために、色々とイレギュラーな存在である篠原を手放したいとは思わない。……ほら、お互いの利害が一致している」

「…………」

　それを聞いて、白雪はこくりと小さく息を呑のんだ。そして、密ひそかに思う──ああ。もしかしたら、自分はまだ彼を低く見積もっていたのかもしれない。だって、この女め狐ぎつねと対等に立てる人間がいるなんて、つい数日前までは想像もしていなかった。

「──ただ、ね。そうは言っても、全てが順風満帆というわけにはいかない」

　白雪の動揺に目を眇すがめながら、もったいぶるような口調で言葉を継ぐ一いちノの瀬せ。

「何せ、さっきの〝８ツ星条件〟がもし正しければ、これから篠原が星を増やしていく度にどんどん敵が増えることになるからね。既に一部の連中は動き始めているようだし、表面化するのも時間の問題だ。そうなれば、いつか彼は道半ばにして倒れ、この島に来た目的とやらも果たせなくなるかもしれない。潰されてしまうかもしれない。

　あまりにも前途多難な状況だけど──さて、君はどうする？」

　そう言って、一ノ瀬は試すような瞳を白雪の方へ向けてきた。おかしげに緩められた口元。全てを見透かしているような態度。思わず怯ひるんでしまいそうになるけれど……それでも特に問題はなかった。だって前にも言った通り、答えなら既に決まっている。

　……すぅーっと深く息を吸い込んで。

　真まっ直すぐに一ノ瀬の瞳を見つめ返すと、白雪は迷いのない声音でこう言った。

「それなら、ご心配なく。──わたしは、どんな時でもご主人様の傍にいますので」
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　こんにちは、もしくはこんばんは。久く追おう遥はる希きです。

　この度は『ライアー・ライアー　嘘うそつき転校生はイカサマチートちゃんとゲームを制するそうです。』をお手に取っていただきまして、誠にありがとうございます！

　いかがでしたでしょうか……？　自分にとっては二シリーズ目となる本作ですが、大まかなジャンルとしては〝ゲーム×嘘×学園×ラブコメ！〟ということで、自分の好みを思いっきり詰め込んでみました。前作『クロス・コネクト』から継続してお読みくださっている方も、今作で初めて手に取ってくださったという方も、楽しんでいただければとても嬉うれしいです。




　実を言うと、この作品は投稿時代に書いていた小説を（超大幅に）弄いじったものが大元になっています。当時は途中で投げ出してしまっていたのですが、設定的にはかなり気に入っていたので……こうして書き上げることが出来て地味に感慨深いです。やったぜ。

　ただ、アレですね。未完成のネタなら他にも色々とあったはずなのに、どうして前作と同じゲームものを選んでしまったのか……全く疑問でなりません（他ひ人と事ごと）。ここらで超甘酸っぱい青春恋愛大作でもぶち込んでおけばイメージアップになったというのに（んなもん書いたことないですが）。

　まあ冗談はさておき、本作『ライアー・ライアー』には学園ラブコメ的な要素も多分に含まれておりますので、その辺りも含めて楽しんでいただければ幸いです。




　それでは、謝辞です。

　前作から引き続き、素晴らしすぎるイラストで物語を彩ってくださったkonomi（きのこのみ）先生。表紙も口絵も挿絵も何もかも最高に最高でした。konomi先生のイラストを真っ先に堪たん能のうできる自分は幸せ者過ぎるのでは？？と常日頃からニヤけております。

　担当編集様、並びにＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様。今作も大変お世話になりました。二年目＆二シリーズ目突入、ということで、今まで以上に頑張りまくる所存です。まずは新人気分を抜かねば……。

　そして最後に、この本を手に取ってくださった読者の皆様に最大級の感謝を。

『ライアー・ライアー』、どうぞよろしくお願いしますっ!!





久く追おう遥はる希き
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『篠原─姫路』





　とある休日の昼下がり。

　俺は、借りている寮のリビングでソファに座ってぼんやりとゲームをプレイしていた。

「──ご主人様、紅茶が入りました」

　と、そこで声を掛けてきたのはモノクロのメイド服を着た可愛らしい少女だ。

　姫路白雪──ちょっとした〝事情〟から俺の補佐的な役割に付いており、現在はこの寮に住み込みという形で身の回りの世話をしてくれているメイド少女である。これまで異性と関わる機会がほとんどなかったらしく常に一定の距離は保たれているが、性格としては純真無垢かつ献身的。俺からすれば危うく天使と見間違えそうなレベルだ。

　そんな彼女は俺の前にカップを置くと、白銀の髪をさらりと揺らして首を傾げた。

「そちらは、何かのゲームですか？」

「ん？　ああ、そうそう。最近出たばっかりの新作でさ。学園島（こっち）に来る前に買ってあったんだけど、バタバタしてたからあんまりやる機会がなくて」

「なるほど……」

「……もしかして、興味あるのか？　何か、じっと見てるけど」

「あ、いえ、すみません。その……あまり見慣れないもので」

　少し恥ずかしそうな気配を漂わせながらそんな言葉を返してくる姫路。俺が持っているのは普通の携帯ゲーム機の類だが、確かに彼女がその手のゲームをするイメージはない。

「えっと……ほら、見えるか？　画面の手前側に剣とか銃とか持ってるやつが映ってるだろ。これが俺の操作してるパーティーメンバーで、奥にいるのが敵モンスターな。で、このキャラクターたちを動かしてどうにか敵を倒すんだ」

「この女の方が放っている光の玉のようなものは何でしょうか？」

「魔法だな。いや、このゲームだと異能だったか……？　とにかく超常現象的なやつ」

「そんなものが……では、こちらの生物もそのように？」

「そうみたいだな。まだストーリーの途中だから細かい部分はよく知らないけど、今言った超常現象的なやつが負の方向に凝縮した……とか、そんな感じっぽい」

「……（こく、こく）……」

　俺の話に時折質問を交えながらも、姫路はじっと食い入るように俺のゲームプレイを見つめている。あまり表情の動かない彼女だが、よく見れば澄んだ碧眼は各キャラクターの動きを忙しなく追っていて、戦闘の行方をハラハラと見守っているのが見て取れる。いつしか彼女は俺の隣にそっと腰掛け、静かに肩を寄せてきていた。

　……いや、それは全然構わないのだが。

「な、なあ姫路？　そこ大分近いけど……大丈夫なのか？」

「え？　…………！！！？！？！？！？」

　瞬間、姫路は少しだけ硬直してからパッと勢いよく立ち上がった。我に返ったように何度か小さく頭を振り、そのままくるりと背を向ける。──そして、

「し、失礼しました……！」

　微かに上擦った声でそう言って、ぱたぱたと足早に去って行ってしまった。
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